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はじめに 

 
１．業務目的 

対馬市（以下「本市」。）の公共交通を取り巻く環境は、人口減少、少子高齢化、モー

タリゼーションの進展等を背景に、利用者が減少し欠損赤字が増加するなど年々厳しさ

が増しており、公共交通の維持・確保が大きな課題となっている。しかしながら、公共

交通は、高齢化や地球温暖化が進む現代社会において、地域の貴重な移動手段であるこ

とは言うまでもなく、環境にもやさしい公共交通を維持する必要性は今後一層高まって

いくといえる。 

こうした中、本市も合併 10 年を迎え、新たなまちづくりとして、小中学校の統廃合

や公共施設の見直しを進めている。更に平成 27 年 5 月には、厳原地区にある対馬いづ

はら病院と美津島地区にある中対馬病院を統合した「対馬病院」が空港近くに開院する。

また、現在、都市再生整備計画事業にて、観光の拠点施設として対馬市観光情報館「ふ

れあい処つしま」を建設中である。この対馬市観光情報館「ふれあい処つしま」にバス

の発着所を設置し、厳原地区の対馬病院までのアクセスの拠点とする予定である。 

こうしたまちづくりの進展に合わせ、中心施設の一つである対馬病院までのアクセス

を含め、まちづくりと一体となった公共交通網を抜本的に見直す必要がある。 

また今後は、主要幹線は路線バスでの運行、支線についてはデマンドタクシーやスク

ールバスへの混乗、地域コミュニティバス、過疎地有償運送等の多様な手段を活用した

新たな公共交通体系の構築を検討することも重要である。 

以上を踏まえ、地方公共団体、路線バス事業者、関係者等が一体となり、今後の本市

の公共交通体系の維持・活性化の最上位計画となる地域公共交通網形成計画を策定する

ものである。 

 

２．策定フロー 

計画策定は、対馬市の現状と問題・課題の分析を起点に、島内公共交通体系の現状調

査による問題・課題の分析を行い、市民及び外国人アンケート結果を踏まえ、地域公共

交通網形成計画を策定する。 

 

 

 
Ⅰ．対馬市の現況調査及び問題・課題の整理分析 

Ⅱ．島内公共交通網形成に係る 

現状調査及び問題・課題の整理分析
Ⅲ．市民・来訪者アンケート調査及び分析

Ⅳ．課題分析 

Ⅴ．対馬市地域公共交通網形成計画の策定 

〔基礎調査〕 
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Ⅰ．対馬市の現況調査及び問題・課題の整理分析  
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Ⅰ．対馬市の現況調査及び問題・課題の整理分析 

１．地勢 

・ 対馬市（以下「本市」という。）は九州

最北端、日本海の西側に位置し、北は対

馬海峡西水道を隔てて朝鮮半島に面し、

南は対馬海峡東水道を隔てて壱岐島、九

州本土に面している。博多までの海路

138km に対して韓国の釜山まではその半

分以下の49.5kmの近さにある国境の島で

ある。 

・ 709.01km2の面積を有し、南北 82km、東西

18km と細長い島で、島としては佐渡・奄

美に次いで日本で3番目の大きさである。 

・ 全島の 89％が山林で占められ、厳原町の

竜良山及び美津島町の白嶽には原始林が

残っており、国の天然記念物に指定され

ている。 

・ 対馬を南北に分けるように島の中央部に

位置する浅茅湾は、大小幾つもの入り江

と島々が複雑に入り組んだリアス式海岸

で壱岐対馬国定公園に指定されている。 

・ 気象条件は、対馬暖流の影響を受け温暖

で雨量も多い海洋性気候である。 

 

 

 

 

172km 

100km 

138km 

49.5km 

図表 位置図 

資料）国土地理院

図表 市域全体図 

写真：烏帽子岳展望所からの眺望（浅茅湾）
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２．人口･世帯数の構造と分布 

（１）総人口 

対馬市の人口は減少傾向が続いており、平成 27 年 10 月推計※では 30,946 人と 5 年

前に比べ▲10.1％、実数にして 3,461 人減少している。人口減少率は平成 22年から 10％

と急激に高くなっており減少スピードが加速している状況が窺える。  

 

図表 人口推移（右軸：人口（人）、左軸：減少率） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）世帯数 

世帯数は、平成 12 年から減少に転じ、平成 27 年 10 月推計では 13,377 世帯となって

いる。また、平均世帯人員も減少を続け核家族化が進行している状況が窺える。 

 

図表 世帯数（右軸：世帯数（世帯）、左軸：平均世帯人員（人／世帯）） 
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資料）平成 22 年までは国勢調査を基に作成 

※平成 27 年は平成 26年 10 月実績（長崎県異動人口調査）に対前年度減少率を乗

じ算定した推計値 

 

資料）平成 22 年までは国勢調査を基に作成 

※平成 27 年は平成 26年 10 月実績（長崎県異動人口調査）に対前年度減少率を乗

じ算定した推計値 
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（３）地区別人口 

平成 27年 10 月推計※の地区別人口をみる

と、厳原町が 11,159 人で最も多く、次いで

美津島町 7,483 人、上対馬町 3,818 人、豊玉

町 3,295 人、上県町 3,002 人、峰町 2,047 人

の順となっている。 

過去の推移をみると、全ての町で減少傾向

が続いているが、特に峰町、上対馬町、上県

町といった北部地域の人口減少率が南部に

比べ高い状況が窺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厳原町
11,159
36%

美津島町
7,483
24%

豊玉町
3,295
11%

峰町
2,047
7%

上県町
3,002
10%

上対馬町
3,818
12%

図表 地区別人口（平成 27 年推計）（人）

※平成 26年 10 月実績（長崎県異動人口

調査）に対前年度減少率を乗じ算定し

た推計値 

35年 40年 45年 50年 55 年 60年 2年 7年 12年 17年 22年 27年※

厳原町 23,472 21,989 20,897 18,460 18,564 18,044 17,343 16,367 15,485 14,417 12,684 11,159
美津島町 12,812 12,499 10,837 9,692 9,382 9,238 8,905 8,607 8,423 8,216 7,841 7,483
豊玉町 7,950 7,202 6,294 5,790 5,604 5,402 5,281 5,035 4,705 4,259 3,746 3,295
峰町 6,032 5,597 4,720 4,277 4,042 3,805 3,402 3,119 2,897 2,575 2,296 2,047
上県町 8,547 8,014 7,131 6,305 5,915 5,719 5,102 4,743 4,494 4,092 3,505 3,002
上対馬町 10,743 10,003 8,793 7,948 7,303 6,667 6,031 5,642 5,226 4,922 4,335 3,818
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図表 地区別人口の推移（人） 

図表 地区別人口の推移（人） 

図表 昭和35年を100とした場合の推移

資料）平成 22 年までは国勢調査を基に作成

※平成 27 年は平成 26年 10 月実績（長崎県異動人口調査）に対前年度減少率を乗

じ算定した推計値 
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（４）５００ｍメッシュ人口 

平成 22 年国勢調査を基にした 500m メッシ

ュでの人口分布状況を図化した。基本的には

後述する路線バス沿線での人口集積がみら

れるが、一部ではバス路線から離れた集落が

点在していることが窺える。 

（交通空白地区で詳細に分析） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 500m メッシュ人口（人） 
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３．少子高齢化の状況 

本市では少子高齢化が著しく進行している。平成 27 年 10 月推計で年少人口率（0

～14 歳）は 12.7％と 5年前に比べ 1.4 ポイント減少した。一方で高齢化率(65 歳以上)

は 34.5％で 5 年前に比べ 5ポイント増加し、実数ベースでみても 65 歳以上の高齢者

数は平成 27 年で 10,680 人と 5年前に比べ 545 人増加している。今後も少子高齢化は

一層進行することが予想される。 
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図表 年齢３階級別人口推移（人） 

図表 年齢３階級別人口構成比推移 

資料）平成 22 年までは国勢調査を基に作成 

※平成 27 年は平成 26年 10 月実績（長崎県異動人口調査）に対前年度減少率を乗

じ算定した推計値 
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４．将来人口 

国立社会保障人口問題研究所の推計によると、本市の人口は今後も減少を続け、現

在の状態が続いた場合、平成 52 年には 17,938 人になると予想されている。また、少

子高齢化も顕著であり、平成 52 年には高齢化率 45％と生産年齢人口と同率まで高齢

化が進行する可能性がある。 
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図表 国立社会保障人口問題研究所による将来人口推計（人） 

資料）国立社会保障人口問題研究所 
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資料）国立社会保障人口問題研究所 
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５．対馬市のまちづくりの現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厳原町 

美津島町

豊玉町 

峰町 

上県町 

上対馬町

（１）主な拠点施設の分布状況 

公共交通機関と主に関連があ

る施設は、病院、商店、小中学

校、高校であり、その分布状況

は図のとおりである。 

教育機関をみると、小学校は

20 校、中学校 10 校、高校 3校で

あり、それぞれ路線バスやスク

ールバスでのアクセスが確保さ

れている。 

また、医療機関は、対馬いづ

はら病院、中対馬病院、上対馬

病院を基幹病院に、各地域には

診療所が分布している。なお、

対馬いづはら病院と中対馬病院

は、再編統合により平成 27 年 5

月から対馬病院（美津島町雞知）

として開院予定である。 

商業施設は、平成 25 年 6 月現

在、店舗面積 1000 ㎡以上の大型

商業施設は 7 店舗である。 

 

図表 教育施設・病院・集客施設等の分布状況 
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（２）エリア別通院状況 

後述する市民アンケート結果を基に小学校区別での基幹病院等への通院状況をみる

と、本市の通院特性は４つのパターンに分類できる。 

一つ目は、厳原、厳原北、阿連、金田、大調、久田、豆酘のエリアで同エリアは「対

馬いづはら病院及び厳原周辺の病院」の利用率が 80％以上と依存度が非常に高いこと

がわかる。二つ目は、美津島北部、大船越、鶏鳴、今里のエリアで、ここは「中対馬

病院」と「対馬いづはら病院」を併用する傾向が強い。三つ目は、仁田、東、西、小

綱、乙宮、塩浦、豊玉、南のエリアで、「対馬いづはら病院」と豊玉診療所など「域内

の診療所等」の割合が高いという特性がある。４つめは北部の比田勝、佐須奈、豊の

エリアで同エリアは「上対馬病院」の割合が特に高い傾向がみられる。 
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図表 市民アンケート結果を基にした小学校区別基幹病院通院状況（％） 

上対馬病院の割合が高いエリア 

いづはら病院と地域の診療所等

の割合が高いエリア 

中対馬病院といづはら病院を

併用するエリア 

いづはら病院・厳原のその他

病院の依存度が高いエリア 
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（３）買物動向 

平成 24 年度消費者購買実態調査報告書によると、町内での購買率（全商品平均）が

最も高いのは美津島町の 71.2％で、次いで峰町の 59.2％、上対馬町、上県町、厳原町、

豊玉町の順となっている。厳原町と豊玉町は隣接する美津島町での購買率が自町より

も高いなど、美津島町の集客力が高いことが窺える。 

 

図表 町別購買率（全商品平均）（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）平成 24 年度消費者購買実態調査報告書 

 

 

図表 市内の大型小売店舗（大店立地法の届出対象となる店舗面積 1000 ㎡以上） 

店舗名 店舗面積 所在地 

いづはらショッピングセンターティアラ 

（レッドキャベツいづはら店） 
3,898 ㎡ 厳原町 

対馬ギフト 1,395 ㎡ 厳原町 

対馬ショッピングセンター（サイキバリュー美津島店） 2,867 ㎡ 美津島町 

ライフベース美津島店、ミドリ薬品対馬店 2,486 ㎡ 美津島町 

ショッピングセンターパル２１ 2,230 ㎡ 美津島町 

対馬市峰町共同集合店舗 1,444 ㎡ 峰町 

スーパーバリュータケスエ大浦店 2,992 ㎡ 上対馬町 

資料）全国大型小売店舗総覧 2014 
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６．燃油価格の動向 

本市のガソリン価格は、輸送コスト等の関係で全国平均よりも 2 割程度高い金額で

推移している。平成 23 年度からの推移をみると緩やかな上昇傾向にあったが、平成

26 年 7 月をピークに下落に転じ、平成 27 年 2 月現在全国平均よりも 35 円高い 170 円

となっている。 

 

図表 レギュラーガソリンの店頭小売価格の推移（円） 

 

 

 

H23.4 H23.5 H23.6 H23.7 H23.8 H23.9 H23.10 H23.11 H23.12 H24.1 H24.2 H24.3
全国 152 152 147 149 151 147 143 143 144 143 143 153

長崎県 155 157 153 153 156 154 153 152 152 151 150 157
本土 151 153 149 149 153 151 150 149 149 147 146 155
離島 181 174 174 174 173 173 173 171 171 171 171 173
対馬 182 178 177 177 177 177 177 173 172 173 173 173

対全国比 19.7% 17.1% 20.4% 18.8% 17.2% 20.4% 23.8% 21.0% 19.4% 21.0% 21.0% 13.1%
対本土比 20.5% 16.3% 18.8% 18.8% 15.7% 17.2% 18.0% 16.1% 15.4% 17.7% 18.5% 11.6%

H24.4 H24.5 H24.6 H24.7 H24.8 H24.9 H24.10 H24.11 H24.12 H25.1 H25.2 H25.3
全国 158 152 144 139 141 148 148 146 147 150 154 156

長崎県 165 161 153 147 148 154 155 154 155 157 160 162
本土 163 158 149 145 147 154 153 151 153 155 160 160
離島 179 185 174 169 169 173 174 173 173 172 176 180
対馬 181 186 178 174 174 174 176 174 174 173 178 181

対全国比 14.6% 22.4% 23.6% 25.2% 23.4% 17.6% 18.9% 19.2% 18.4% 15.3% 15.6% 16.0%
対本土比 11.0% 17.7% 19.5% 20.0% 18.4% 13.0% 15.0% 15.2% 13.7% 11.6% 11.3% 13.1%

H25.4 H25.5 H25.6 H25.7 H25.8 H25.9 H25.10 H25.11 H25.12 H26.1 H26.2 H26.3
全国 155 152 152 155 160 161 160 158 158 159 158 159

長崎県 161 160 159 161 166 168 167 167 166 167 166 165
本土 159 158 158 160 165 167 166 166 165 166 166 164
離島 180 180 180 180 182 185 185 185 185 186 185 185
対馬 182 182 182 182 182 187 187 187 187 188 187 187

対全国比 17.4% 19.7% 19.7% 17.4% 13.8% 16.1% 16.9% 18.4% 18.4% 18.2% 18.4% 17.6%
対本土比 14.5% 15.2% 15.2% 13.8% 10.3% 12.0% 12.7% 12.7% 13.3% 13.3% 12.7% 14.0%

H26.4 H26.5 H26.6 H26.7 H26.8 H26.9 H26.10 H26.11 H26.12 H27.1 H27.2
全国 164 165 167 170 169 167 165 159 152 143 135 153

長崎県 171 172 173 175 174 173 171 166 160 151 142 160
本土 169 170 172 174 173 171 169 165 158 147 139 158
離島 190 190 190 194 194 194 194 191 188 180 169 180
対馬 192 192 192 197 197 197 197 194 191 185 170 182

対全国比 17.1% 16.4% 15.0% 15.9% 16.6% 18.0% 19.4% 22.0% 25.7% 29.4% 25.9% 19%
対本土比 13.6% 12.9% 11.6% 13.2% 13.9% 15.2% 16.6% 17.6% 20.9% 25.9% 22.3% 15%
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資料）長崎県原油価格高騰対策本部資料を基に作成

平成 23 年度 平成 24 年度 平成 23 年度 平成 26 年度 
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図表 平成 25 年 世帯あたり車輌保有台数（台／世帯） 

図表 推定観光客数（万人 ※実数ベース） 
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合計 国内観光・ビジネス 外国人観光客

７．自家用自動車保有台数の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．観光・ビジネス客の動向 

本市の観光・ビジネス客数は、国内観光・ビジネス客と韓国人を中心とした外国人

観光客で構成されている。国内客は平成 14 年の 19.7 万人をピークに減少傾向にあ

るが、外国人観光客は、平成 23 年 11 月に船会社 2 社が新規参入して以降、平成 24

年から急激に増加し、平成 26 年に 19.6 万人と過去最高を記録した。平成 25 年度か

ら国内客を上回っており、平成 24 年度からは全体で 30 万人を突破している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年の自動車保有台

数は 24,312 台で 5年前に比

べ 79 台、率にして 2.6％減

少した。 

一世帯あたりの保有台数

は1.80台で長崎県内21自治

体のうち 15 番目の数値とな

っており、県内では下位に位

置する。 

 

資料）長崎県統計年鑑 
（車輌台数は貨物車、乗用車、特殊用途車、小型二輪、軽自動車の合計） 
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資料）一般社団法人 対馬観光物産協会資料を基に作成

※国内観光客数・ビジネス客は国内航路・空路利用者のうち島民利用者を、平成 21 年度から

平成 25 年度の島民割引利用率 5ヵ年平均値である 31％と仮定した場合の推計値 
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（平成 25 年度に作成された韓国人向け情報発信媒体） 
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Ⅱ．島内公共交通網形成に係る現状調査及び問題・課題の整理分析
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Ⅱ．島内公共交通網形成に係る現状調査及び問題・課題の整理分析 

１．今後の対馬市のまちづくりについて 

対馬市の主なまちづくり計画等を以下のとおり整理する。 

 

（１）対馬病院整備計画 

対馬いづはら病院と中対馬病院は、再編統

合により、平成 27 年 5 月 17 日より美津島町

のグリーンピア内に「対馬病院」として開院

予定である。 

公共交通でのアクセスについては、「対馬

地域新病院（仮称）交通アクセス検討委員会」

により検討が行われ、平成 26 年 9 月 30 日に

以下の方針が示されている。 

 
①病院利用者の利便性及び運行経費を考慮し、対馬病院までの病院シャトルバスの導

入の可能性及び現行路線バスの対馬病院への乗り入れを視野に入れた交通体系の

構築を図る。 

②厳原地区から対馬病院間を運行するダイヤを 1 日 2７便確保するとともに、厳原から

の始発の時刻が、１０分単位とすることや、乗り継ぎ時間等、病院利用者の視点に立

ったダイヤを構築する。 

③遠距離からの通院者の負担軽減を図るために、新たに平日でも使用可能な乗り放題

券の導入や回数券の活用を図るとともに、病院が移転することによって、交通費の負

担が大きくなる厳原～対馬病院間に対して、当分の間、軽減措置が図れる施策を導

入する。 

④渡海船については、寄港地を樽ヶ浜から、対馬病院建設地であるグリーンピア内へ変

更し、渡海船発着所から、対馬病院までの送迎については、対馬病院を運営する長崎

県病院企業団にて対応する予定である。 

 
 
（２）厳原城下町地区都市再生整備計画（平成 22 年度～平成 26 年度） 

本市では、国の社会資本総合整備計画に基づく都市再生整備計画事業（旧まちづくり

交付金）を活用し、厳原城下町地区の整備が進められている。同計画は、約 215ha の計

画エリアを一体的に整備するものであり、基幹事業として道路・公園等の整備の他、後

述する対馬市観光情報館「ふれあい処つしま」の整備等が計画されている。 

 

 

図表 対馬病院イメージ図 
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図表 厳原城下町地区都市再生整備計画 整備方針概要図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料）厳原城下町地区都市再生整備計画 

（３）対馬市観光情報館「ふれあい処つしま」整備計画 

 平成 27 年 5 月 16 日、対馬市観光情報館

「ふれあい処つしま」がオープン予定である。

本施設は観光案内所（4月1日プレオープン）、

展示・映像スペース、体験・イベント・調理

スペース、物産展示コーナーのほか、路線バ

スの乗降場を備えた観光施設で、これまで路

線バスの起終点であった対馬いづはら病院

廃止に伴い、厳原地区の新たな起終点として

の機能を有することになる。 

 
（４）新博物館整備計画 

長崎県は平成 27 年 2 月 11 日、対馬市で貴

重な仏像の盗難事件が続いたことを受け、文

化財を市内の寺社や個人から預かり、展示・

保管する博物館を平成 31 年度にもオープン

させる方針を固めた。県の平成 27 年度当初

予算案に関連費用を盛り込む。 

新博物館は、市の中心部にある県立対馬歴

史民俗資料館の敷地に整備。対馬市も予算を

計上し、県と市で 27 年度中に施設の展示内

容や外観の詳細を決定する予定である。 

 

新博物館整備予定地 

観光情報館 

「ふれあい処つしま」 

対馬市役所

対馬市交流センター 

いづはら 

 

ショッピングセンター 

ティアラ 

図表 市役所周辺まちづくり計画イメージ 

資料）対馬市提供

図表 ふれあい処つしま鳥瞰図 
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（５）比田勝三宇田海岸整備計画（平成 25 年度） 

韓国人観光客が多い、上対馬エリアでは、平成 25 年度

に、三宇田海岸を中心とした一体のエリアについて、観

光リゾート地としての整備イメージが地域住民によりま

とめられた。計画では対象地区を 4 つの地区に区分し、

それぞれ既存資源を活かした整備イメージがまとめられ

ている。 

 

 

 

図表 全体図 

資料）観光リゾートイメジ図作成業務報告書（平成 25 年度）
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（６）樽ヶ浜～仁位航路改善計画（平成25年度） 

樽ヶ浜～仁位を結ぶ市営航路は平成 25 年度に航路改善計画が策定された。同計画で

示された主な改善点は以下のとおりである。 

 

①便数見直し 

（土日１便体制） 

②省エネ型船舶への代替建造 

③対馬病院近傍への寄港地見直し 

 （寄港地移設含む） 

④ダイヤ見直しによる利便性向上 

⑤新船導入に伴う旅客運賃見直し 

⑥観光コース利用者増加に向けた取組 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

（７）「小さな拠点」づくりに向けた取り組みの推進 

本市では、国土交通省が推進する「小さな拠点」形成を核とした地域コミュニティ

の再生を進めようとしており、平成 27 年度より具体的な展開を行う予定である。 

具体的には、志多留地区などの過疎地域の小規模集落において、商店、診療所など

の日常生活に不可欠な施設・機能や地域活動を行う場所を、歩いて動ける範囲に集め

た「小さな拠点」、そして小さな拠点とその周辺の集落とをコミュニティ交通等で繋い

だ「ふるさと集落生活圏」の形成により、持続可能な地域づくりを推進するものであ

る。 

図表 航路図 

図表 寄港地見直しイメージ 

資料）樽ヶ浜～仁位航路改善計画（平成 25 年度）
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２．路線バス・市営バス・乗合タクシー・スクールバスの状況 

（１）路線体系・運行頻度等 

 

①路線体系 

本市の陸上公共交通体系は、対馬交通（株）が

運行する路線バス、タクシー協会が運行する予約

制乗合タクシー、市営バス（対馬市）、スクール

バス一般混乗（対馬市）、スクールバス（対馬市）

の５つのモードにより構成されている。 

平成 27 年 2 月現在、路線バスは 39 路線、

乗合タクシー3路線、市営バス 4路線、スク

ールバス一般混乗 4 路線、スクールバス 23

路線で運行されている。 

バス路線は、比田勝と厳原を結ぶ縦貫線

や空港線など主に国道を経由する基幹路

線と、東西の集落に延びる支線（フィー 

ダー路線）により形成されている。広 

大な面積を有する本市の特性上、縦貫 

線は片道 90km を超え所要時間も 2時 

間半と長く、フィーダー路線も所要 

時間が 30 分を超える路線が存在す 

るなど、全体的に路線延長が長い 

という特性がある。 

 

 

 

 

 

 

  

図表 公共交通路線体系図（平成 27 年 2 月現在） 
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図表 路線図（モデル）・区間距離・運行回数 

資料）対馬市資料を基に作成

図表 路線図（モデル）・区間距離・運行回数 

系統

番号
路線名

合計

【市営バス（４路線）】
区間距離

(km)

運行

回数(回)

【スクール混乗（４路線）】
区間距離

(km)

運行

回数(回)

【乗合タクシー（3路線）】
区間距離

(km)

運行

回数(回)

乗３

乗２

乗１ 4.0

4.0

4.083.3

22.5

14.3舟志・五根緒

混４

混３

混２

混１ 1.0

1.0

1.0

1.08.3

1.1

11.8

11.6

13.1

26.4

18.8

22.1 4.0

2.0

2.0

1.0

鰐浦循環線市４

三根・志越線（三根⇒志越）市３

仁位・小鹿線（小鹿⇒仁位）市２

仁位・廻線（廻⇒仁位）市１

経過地起点
運行

回数(回)

区間距離

(km)
終点

【路線バス（３９路線）】

厳原根緒

1 白土 厳中前 厳原白土線

雞知線 雞知宮前2 0.5

4.0

9.6

4.6

雞知宮前いづはら病院 3.013.6対馬空港

桟橋・高校雞知宮前

3

4 厳原 病院・高校・宮前 犬吠

空港線
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0.5
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23.8
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19
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27

26

24

23

22

7

72

71

70

69

68

66

65

64

49

48

44

43

38

32

28

16

15

13

11
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2.5

1.4

2.4

6.5

11.2

19.2

26.4

6.0

7.5

15.5
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9.6

8.3

19.3

2.0

1.0

1.0

1.0

1.0

2.0

2.0

3.0

3.0

2.0

2.0

1.0

3.0

0.5

3.0

4.0

1.0

4.0

25.5

4.0

9.0

2.5

2.0

2.0

2.0

2.0

91.9

41.0
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8.6

7.0
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7.7
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図表 路線バス・バス停一覧 （バス停間の数値は区間距離：km） 
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○ 運 賃 区 界 停 留 所 146

運賃区界指定停留所 25

園 児 専 用 停 留 所 1
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■縦貫線・仁位線・赤島線・空港線・雞知線・白土線 （運行経路：厳原～対馬空港～仁位～佐須奈～比田勝） 

《厳原→比田勝方面》 ※赤枠は縦貫線 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《比田勝→厳原方面》 
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■空港線・雞知線 

運行経路＊厳原～厳原桟橋～厳原病院～対馬高校～阿須～中対馬病院～（雞知宮前・対馬空港・犬吠） 

《厳原→比田勝方面》 

 

 

《雞知宮前→厳原方面》 

 

 

■対馬高校線 

 

 

 

 

 

■内山・久根浜・上槻線（厳原～内山・久根浜～上槻） （日・祝日運休） 
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■阿連線 （日・祝日運休） 

 

 

 

 

■厳原病院線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■曲線（日・祝日運休）                    ■浅藻線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■浅藻浜線（厳原～内山・鮎もどし・瀬・豆酘～浅藻） 
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■空港シャトル線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■厳原市内循環線 

 

 

 

 

 

 

 

 

■尾崎線(尾崎～雞知宮前) 

 

 

 

 

 

 

■竹敷線（黒瀬～竹敷～雞知宮前） 
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■小綱循環線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■櫛線(櫛～佐賀診療所)（日・祝日運休）        ■志多留線（仁位～志多留）  

 

 

 

 

 

                                                     ■鹿見線（女連～仁田） 

 

■塩浜線(仁位～塩浜) 

 

 

 

 

 

 

■舟志・小鹿線（比田勝～舟志～小鹿）                        ■上対馬高校バス 

（平日のみ） 
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■伊奈線（志多留～比田勝） 

 

 

 

 

 

■厳原市内線(厳原～久田・尾浦～安神) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■青海線（三根～青海） （平日のみ） 
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図表 市営バス（スクールバス一般混乗含む）・バス停一覧 （バス停間の数値は区間距離：km） 

■仁位・廻線（毎日運行） （運賃 140 円～720 円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■仁位・小鹿線（毎日運行）（運賃 140 円～1290 円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■三根・志越線（平日・土曜のみ運行）（運賃 140 円～890 円） 
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■鰐浦・比田勝循環線（毎日運行） （運賃 140 円～540 円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■雞知・昼ヶ浦線（毎日運行） （運賃 140 円～670 円） 

 

 

 

 

 

 

 

■塩浜・見世浦線（毎日運行） （運賃 140 円～650 円） 

 

 

 

 

 

 

■仁位・貝鮒線（毎日運行） （運賃 140 円～580 円） 
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■比田勝・唐舟志（毎日運行） （運賃 140 円～410 円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■上対馬病院線 
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（２）輸送人員の状況（全体傾向） 

 ①路線バスの実車走行キロ数・輸送人員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②市営バスの輸送人員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③乗合タクシーの輸送人員 

 

 

 

 

 

図表 路線バスの実車走行キロと輸送人員 

（右軸：実車走行キロ（km）、輸送人員（人）、左軸：キロ当たり輸送人員（人/km） 
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 路線バスの輸送人員は、

平成 23 年度までは毎年 2

万人から 5 万人程度の急激

な減少を続けていたが、平

成 23 年度の「5000 円定額

フリーパスポート」（以下：

定額 FP）の導入により一気

に 10 万人程度輸送人員は

増加し、平成 26 年度現在約

38 万人となっている。一方

で実車走行キロ数は平成

24 年度までは経営効率化

による減便等により減少を

続けていたが、平成 25 年度

の空港シャトル便や市内循

環線等の導入により増加に

転じた。 

資料）運行実績を基に作成

図表 市営バスの輸送人員（人） 

市営バスの輸送人員は路

線増加の影響もあり増加傾

向にある。平成 25 年度の輸

送人員は 22,329 人と平成

20年度に比べ4倍まで増加

している。 

5,555
6,450

10,636
12,116 12,492

22,329

0

5,000

10,000

15,000
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25,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25

図表 乗合タクシーの輸送人員（人） 

平成 23 年度から運行が

開始された乗合タクシーの

輸送人員は平成 23 年以降

微減の傾向にあり、平成 25

年度は 2,781 人と、前の年

に比べ 1.9％減少してい

る。 
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資料）運行実績を基に作成

資料）運行実績を基に作成
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④全モードの総輸送人員（路線バス、市営バス、乗合タクシー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）路線別輸送人員の状況 

①平均乗車密度と車内最大乗車人員 

各系統別での利用状況を把握するために、平成 26 年 5 月 25 日（日）から 5 月 31 日

（土）の１週間実施したバス停別乗降調査結果を基に、平均乗車密度と最大車内定員を

算定する。 

ここでいう平均乗車密度とは、バス停（N）からバス停（N+1）の間に乗車している車

内人員数に区間距離を乗じ各区間の延乗車キロ（人・km）を算定し、その総和を路線の

全体距離で除したものであり、調査期間の全体平均として算定した。 

 

 

 

 

 

 
  

調査対象とした 42 路線中、平日、土曜、日曜ともに平均乗車密度が 1 人以下の極め

て利用頻度が少ない路線は、桟橋線（11）、厳原病院線（16）、志多留線（65）、厳原市

内線（70、71）、青海線（72）の 6路線であり、全体の 14％に該当する。また、全体の

57％にあたる 24 路線が平日、土日のいずれかに平均乗車密度 1 人以下の状態が発生し

ている状況にある。 
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図表 路線バス、市営バス、乗合タクシーの輸送人員（人） 
路線バス、市営バス、乗

合タクシーの総輸送人員

は、前述した路線バスの輸

送人員の推移とほぼ同様の

傾向にあり、平成 23 年度の

定額フリーパスポートの導

入以降、大幅に輸送人員が

増加し、平成 25 年度現在

41.4 万人程度まで増加し

ている。 

資料）運行実績を基に作成

A始点 終点 
（3km） （10km）

車内 3人 車内 10 人

・延乗車キロ数 

AB 間 9.0① 

BC 間 100.0② 

・平均乗車密度 

(①+②)/13km 

＝109/13＝8.4 人

B C A 

※延乗車キロ数 

3 人×3km=9 人･km 

※延乗車キロ数 

10 人×10km=100 人･km

図表 平日・土曜・日曜の平均乗車密度１以下の路線数 

平日・土曜・日曜ともに１人以下 平日・土曜・日曜のいずれかが１人以下 

平日・土曜・日曜の

何れかが 1人以上 
平日・土曜・日曜と

も 1人以上 

（算定例） 

資料）乗降調査（平成 26 年 5月 25 日～31 日(7 日間)）を基に作成
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また、最大車内乗車人員をみると、平日・土曜・日曜ともワンボックスカーで輸送可

能な 9人を下回る路線は、全体の 40％にあたる 17 路線であった。また、平日・土曜・

日曜の何れかが 9人を下回る路線は全体の 76％、32 路線と大部分に上る。 

 

図表 路線別利用状況（人） 

 

 

系統

番号
路線名 平日 土曜 日曜 平日 土曜 日曜 平日 土曜 日曜

合計 379,554

【市営バス（４路線）】
区間距離

(km)

運行

回数(回)
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資料）乗降調査（平成 26 年 5月 25 日～31 日(7 日間)）を基に作成
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起　点 経過地 終　点  総 数 ｳﾁ FP FP率
1 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 12:20 5 2 40.0% 5 1.0 0.6 2
2 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 13:10 25 8 32.0% 5 5.0 3.1 9
3 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 13:25 3 2 66.7% 5 0.6 0.5 1
4 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 13:40 4 1 25.0% 5 0.8 0.5 2
5 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 15:00 11 4 36.4% 5 2.2 1.3 3
6 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 15:10 8 3 37.5% 5 1.6 0.9 3
7 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 16:17 16 3 18.8% 5 3.2 1.5 4
8 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 17:20 11 0 0.0% 5 2.2 1.4 3
15 ２．雞知宮－（根緒）－厳原 1 雞知宮前 根緒 厳原 9.6 7:45 138 135 97.8% 5 27.6 24.2 30
19 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 2 厳原病院 雞知宮前 対馬空港 15.0 7:50 17 12 70.6% 5 3.4 1.8 6
20 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原病院 15.0 8:50 34 17 50.0% 5 6.8 2.4 7
21 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原病院 15.0 10:20 58 17 29.3% 5 11.6 4.0 13
22 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原病院 15.0 16:35 27 12 44.4% 5 5.4 1.7 7
23 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 2 厳原病院 雞知宮前 対馬空港 15.0 17:20 95 92 96.8% 5 19.0 10.0 36
24 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原 15.0 19:40 3 2 66.7% 5 0.6 0.1 1
25 ４．厳原-犬吠 1 厳原 犬吠 22.0 16:20 84 74 88.1% 5 16.8 7.1 33
26 ５．鶏知宮前-対馬高校・桟橋-厳原 1 鶏知宮前 対馬高校・桟橋 厳原 11.2 7:00 164 164 100.0% 5 32.8 20.4 54
27 ５．鶏知宮前-対馬高校・桟橋-厳原 2 厳原 桟橋・対馬高校 雞知宮前 11.1 7:10 53 51 96.2% 5 10.6 3.8 16
28 ６．厳原病院-対馬高校・樽ヶ浜-対馬空港 1 厳原病院 対馬高校・樽ケ浜 対馬空港 12.6 19:10 78 78 100.0% 5 15.6 11.0 25
29 ７．厳原病院-対馬空港 1 厳原病院 対馬空港 13.9 9:45 52 22 42.3% 5 10.4 3.8 10
30 ７．厳原病院-対馬空港 1 厳原病院 バイパス 対馬空港 13.9 14:05 25 12 48.0% 5 5.0 2.3 12
31 ７．厳原病院-対馬空港 1 厳原病院 バイパス 対馬空港 13.9 15:05 30 18 60.0% 5 6.0 2.4 6
32 ７．厳原病院-対馬空港 2 対馬空港 バイパス 厳原病院 15.0 15:30 22 15 68.2% 5 4.4 0.9 8
33 ７．厳原病院-対馬空港 2 対馬空港 バイパス 厳原病院 15.0 18:30 23 17 73.9% 5 4.6 1.6 5
34 ８．高校前－（病院入口）－厳原 2 厳原 病院入口 高校前 3.2 8:05 138 134 97.1% 5 27.6 26.2 36
35 ８．高校前－（病院入口）－厳原 1 高校前 病院入口 厳原 2.8 17:00 22 22 100.0% 5 4.4 4.4 17
39 １１．桟橋－厳原 1 桟橋 - 厳原 0.8 14:55 5 0 0.0% 5 1.0 0.9 3
44 １３．上槻－厳原 1 上槻 厳原 22.8 7:05 20 12 60.0% 5 4.0 3.5 8
45 １３．上槻－厳原 2 厳原 上槻 25.5 13:20 26 11 42.3% 5 5.2 3.0 10
46 １３．上槻－厳原 1 上槻 厳原 25.5 14:20 10 5 50.0% 5 2.0 0.9 3
47 １３．上槻－厳原 2 厳原 上槻 25.5 17:25 10 4 40.0% 5 2.0 1.0 3
48 １５．阿連－小茂田 1 阿連 - 小茂田 8.6 7:05 40 0 0.0% 5 8.0 7.4 9
49 １５．阿連－小茂田 2 小茂田 - 阿連 8.6 7:22 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
50 １５．阿連－小茂田 1 阿連 - 小茂田 8.6 7:40 10 0 0.0% 5 2.0 1.9 4
51 １５．阿連－小茂田 2 小茂田 - 阿連 8.6 17:00 5 0 0.0% 5 1.0 0.9 5
52 １５．阿連－小茂田 2 小茂田 - 阿連 8.6 19:00 43 0 0.0% 5 8.6 8.0 10
53 １６．厳原病院－厳原 2 厳原 - 厳原病院 1.4 8:20 16 8 50.0% 5 3.2 3.1 4
54 １６．厳原病院－厳原 2 厳原 - 厳原病院 1.4 10:55 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
55 １６．厳原病院－厳原 2 厳原 - 厳原病院 1.4 13:35 1 0 0.0% 5 0.2 0.2 1
56 １６．厳原病院－厳原 1 厳原病院 - 厳原 1.4 13:40 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
69 １７．厳原病院－（桟橋）-厳原 2 厳原 桟橋 厳原病院 3.0 12:10 3 1 33.3% 5 0.6 0.5 2
70 １７．厳原病院－（桟橋）-厳原 1 厳原病院 桟橋 厳原 2.6 13:05 20 6 30.0% 5 4.0 3.2 6
71 １８．曲－（厳原病院）－厳原 2 厳原 厳原病院 曲 6.2 8:00 22 12 54.5% 5 4.4 1.2 9
72 １８．曲－（厳原病院）－厳原 1 曲 厳原病院 厳原 6.1 8:15 30 12 40.0% 5 6.0 4.3 8
73 １８．曲－（厳原病院）－厳原 2 厳原 厳原病院 曲 6.2 11:30 5 1 20.0% 5 1.0 0.9 2
74 １８．曲－（厳原病院）－厳原 1 曲 厳原病院 厳原 6.0 11:45 11 4 36.4% 5 2.2 2.1 4
75 １８．曲－（厳原病院）－厳原 2 厳原 厳原病院 曲 6.0 14:00 2 1 50.0% 5 0.4 0.2 1
76 １８．曲－（厳原病院）－厳原 1 曲 厳原病院 厳原 6.0 14:15 1 1 100.0% 5 0.2 0.2 1
77 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 1 浅藻浜 内山 厳原 26.4 7:48 41 12 29.3% 5 8.2 3.0 10
78 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 2 厳原 内山 浅藻浜 26.4 14:35 11 4 36.4% 5 2.2 1.7 5
79 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 1 浅藻浜 内山 厳原 26.4 16:30 2 2 100.0% 5 0.4 0.3 1
80 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 2 厳原 内山 浅藻浜 26.4 17:15 18 10 55.6% 5 3.6 1.8 6
81 ２０．内院－（久和）－厳原 1 浅藻 久和 厳原 27.2 7:08 25 18 72.0% 5 5.0 2.6 7
82 ２０．内院－（久和）－厳原 2 厳原 久和 浅藻 27.2 13:30 22 10 45.5% 5 4.4 3.2 6
83 ２０．内院－（久和）－厳原 1 浅藻 久和 厳原 27.2 14:30 5 3 60.0% 5 1.0 0.7 2
84 ２０．内院－（久和）－厳原 2 厳原 久和 浅藻 27.2 17:30 9 6 66.7% 5 1.8 0.9 3
85 ２４．対馬空港－（樽ヶ浜）－厳原病院 2 厳原病院 樽ヶ浜 対馬空港 14.8 10:45 73 22 30.1% 5 14.6 4.9 11
86 ２４．対馬空港－（樽ヶ浜）－厳原病院 1 対馬空港 樽ヶ浜 厳原病院 14.8 12:10 46 18 39.1% 5 9.2 3.6 8
91 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 1 赤島 大山・樽ヶ浜・宮前 厳原病院 41.4 7:25 92 25 27.2% 5 18.4 3.6 15
92 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 2 厳原病院 大山・樽ヶ浜・宮前 赤島 40.2 11:55 68 38 55.9% 5 13.6 2.6 12
93 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 1 赤島 大山・樽ヶ浜・宮前 厳原病院 41.4 13:35 26 11 42.3% 5 5.2 1.0 7
94 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 2 厳原病院 大山・樽ヶ浜・宮前 赤島 41.4 15:25 107 62 57.9% 5 21.4 5.2 32
95 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.7 6:30 125 84 67.2% 5 25.0 7.0 18
96 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 7:00 101 82 81.2% 5 20.2 5.5 16
97 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.1 8:35 111 59 53.2% 5 22.2 6.5 21
98 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 11:00 101 48 47.5% 5 20.2 4.7 11
99 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.1 12:55 66 39 59.1% 5 13.2 2.4 14
100 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 13:35 113 63 55.8% 5 22.6 5.4 27
101 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.1 16:40 109 85 78.0% 5 21.8 5.3 18
102 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 18:15 66 63 95.5% 5 13.2 2.8 25
103 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 2 鶏知宮前 加志 尾崎 19.3 7:00 5 0 0.0% 5 1.0 0.1 1
104 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 1 尾崎 加志 鶏知宮前 19.3 7:05 6 5 83.3% 5 1.2 0.5 2
105 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 1 尾崎 加志 鶏知宮前 19.3 7:40 58 2 3.4% 5 11.6 2.5 16
106 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 2 鶏知宮前 加志 尾崎 19.3 16:20 42 4 9.5% 5 8.4 2.8 7
107 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 1 尾崎 加志 鶏知宮前 19.3 17:00 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
108 ２９．尾崎－（加志）－雞知宮前 2 鶏知宮前 加志 尾崎 19.3 17:00 6 2 33.3% 5 1.2 0.4 2
109 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 1 尾崎 加志 鶏知宮前 19.3 17:40 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
110 ３２．小船越－（鴨居瀬）－赤島 1 小船越 鴨居瀬 赤島 8.3 18:30 20 4 20.0% 5 4.0 1.7 8
111 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 1 黒瀬 竹敷 雞知宮前 9.1 7:25 132 12 9.1% 5 26.4 19.0 28
112 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 2 雞知宮前 竹敷 黒瀬 9.1 15:20 32 0 0.0% 5 6.4 4.7 12
113 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 1 黒瀬 雞知宮前 9.1 15:40 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
114 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 2 雞知宮前 竹敷 黒瀬 9.1 16:20 27 3 11.1% 5 5.4 3.2 9
115 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 1 黒瀬 雞知宮前 9.1 16:40 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
116 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 2 雞知宮前 竹敷 黒瀬 9.1 17:30 9 6 66.7% 5 1.8 1.1 3
117 ４３．仁位－（佐保・田）－仁位 1 仁位 佐保・田 仁位 15.5 15:20 3 3 100.0% 5 0.6 0.2 2
118 ４３．仁位－（佐保・田）－仁位 1 仁位 佐保・田 仁位 15.5 17:25 10 10 100.0% 5 2.0 1.1 3
119 ４４．仁位－（田・佐保）－仁位 1 仁位 田・佐保 仁位 15.5 7:20 12 9 75.0% 5 2.4 0.9 4
120 ４４．仁位－（田・佐保）－仁位 1 仁位 田・佐保 仁位 15.5 9:20 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
121 ４６．診療所前－（佐賀）－櫛 2 櫛 佐賀 診療所前 4.3 7:35 77 0 0.0% 5 15.4 14.0 18
122 ４６．診療所前－（佐賀）－櫛 1 診療所前 佐賀 櫛 4.3 14:45 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
123 ４６．診療所前－（佐賀）－櫛 2 櫛 佐賀 診療所前 4.3 14:55 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
124 ４６．診療所前－（佐賀）－櫛 1 診療所前 佐賀 櫛 4.3 16:30 14 0 0.0% 5 2.8 2.6 6
125 ４６．診療所前－（佐賀）－櫛 2 櫛 佐賀 診療所前 4.3 16:37 4 0 0.0% 5 0.8 0.8 4
126 ４６．診療所前－（佐賀）－櫛 1 診療所前 佐賀 櫛 4.3 18:30 23 0 0.0% 5 4.6 4.5 7
127 ４８．桟橋－（対馬空港）－仁位 2 仁位 対馬空港 桟橋 44.7 6:10 143 131 91.6% 5 28.6 11.0 42
128 ４８．桟橋－（対馬空港）－仁位 1 桟橋 対馬空港 仁位 44.7 19:20 125 115 92.0% 5 25.0 6.4 39
129 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 1 塩浜 浦底 仁位 8.4 7:35 32 10 31.3% 5 6.4 3.7 7
130 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 2 仁位 浦底 塩浜 8.4 15:10 3 3 100.0% 5 0.6 0.2 3
131 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 1 塩浜 浦底 仁位 8.4 15:35 2 2 100.0% 5 0.4 0.3 2
132 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 2 仁位 浦底 塩浜 8.4 18:10 2 2 100.0% 5 0.4 0.4 1
150 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 2 小鹿 舟志 上対馬病院 24.9 7:07 64 6 9.4% 5 12.8 4.7 17
151 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 2 小鹿 舟志 上対馬病院 24.9 8:40 14 4 28.6% 5 2.8 1.6 6
152 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 1 上対馬病院 舟志 小鹿 24.9 10:55 15 2 13.3% 5 3.0 1.7 8
153 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 2 小鹿 舟志 上対馬病院 24.9 11:53 5 2 40.0% 5 1.0 0.3 2
154 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 1 上対馬病院 舟志 小鹿 24.9 13:02 12 8 66.7% 5 2.4 1.3 4
155 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 2 小鹿 舟志 上対馬病院 24.9 14:00 3 3 100.0% 5 0.6 0.5 1
156 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 1 上対馬病院 舟志 小鹿 24.9 16:30 21 10 47.6% 5 4.2 2.0 8
157 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 1 上対馬病院 舟志 小鹿 24.9 18:01 2 2 100.0% 5 0.4 0.4 1
158 ６５．志多留－（伊奈）－仁田 2 仁田 伊奈 志多留 7.7 13:48 5 5 100.0% 5 1.0 0.3 3
159 ６５．志多留－（伊奈）－仁田 1 志多留 伊奈 仁田 7.7 14:03 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
160 ６６．比田勝－（仁田）－志多留 2 志多留 仁田 上対馬病院 42.1 7:00 185 0 0.0% 5 37.0 17.0 42
161 ６６．比田勝－（仁田）－志多留 1 上対馬病院前 仁田 志多留 42.1 17:50 119 118 99.2% 5 23.8 3.7 32
162 ６８．仁田－（鹿見）－女連 2 女連 鹿見 仁田 10.3 6:55 4 4 100.0% 5 0.8 0.7 1
163 ６８．仁田－（鹿見）－女連 1 仁田 鹿見 女連 10.3 18:50 4 4 100.0% 5 0.8 0.8 1
164 ６９．比田勝－上対馬高校 1 比田勝 - 上対馬高校 0.4 8:05 4 4 100.0% 5 0.8 0.8 1
165 ６９．比田勝－上対馬高校 2 上対馬高校 - 比田勝 0.4 17:55 3 3 100.0% 5 0.6 0.6 1
166 ７０．厳原－（安神入口）－安神 1 厳原 安神入口 安神 7.4 7:10 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
168 ７１．安神－（尾浦）－厳原 1 安神 尾浦 厳原 14.3 7:30 6 3 50.0% 5 1.2 0.8 2
169 ７１．安神－（尾浦）－厳原 2 厳原 尾浦 安神 14.3 10:00 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
170 ７１．安神－（尾浦）－厳原 1 安神 尾浦 厳原 14.3 10:30 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
171 ７１．安神－（尾浦）－厳原 2 厳原 尾浦 安神 14.3 13:50 8 4 50.0% 5 1.6 0.7 3
172 ７１．安神－（尾浦）－厳原 1 安神 尾浦 厳原 14.3 14:20 6 1 16.7% 5 1.2 0.2 3
173 ７１．安神－（尾浦）－厳原 2 厳原 尾浦 安神 14.3 15:20 12 5 41.7% 5 2.4 1.0 4
173 ７１．安神－（尾浦）－厳原 1 安神 尾浦 厳原 14.3 15:50 3 1 33.3% 5 0.6 0.1 1
174 ７２．青海－（狩尾）－三根 1 青海 狩尾 三根 7.0 7:30 30 0 0.0% 5 6.0 3.5 6
175 ７２．青海－（狩尾）－三根 2 三根 狩尾 青海 7.0 10:20 1 0 0.0% 5 0.2 0.1 1
176 ７２．青海－（狩尾）－三根 1 青海 狩尾 三根 7.0 10:40 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
177 ７２．青海－（狩尾）－三根 2 三根 狩尾 青海 7.0 17:45 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
178 １００．廻－仁位 1 廻 - 仁位 13.1 7:55 10 0 0.0% 5 2.0 1.1 4
179 １００．廻－仁位 2 仁位 - 廻 13.1 13:15 6 1 16.7% 5 1.2 0.5 2
180 １０１．仁位-小鹿 2 小鹿 - 仁位 26.4 7:20 27 22 81.5% 5 5.4 2.2 8
181 １０１．仁位-小鹿 1 仁位 - 小鹿 26.4 14:35 24 17 70.8% 5 4.8 1.9 8
182 １０１．仁位-小鹿 2 小鹿 - 仁位 26.4 15:30 4 4 100.0% 5 0.8 0.4 2
183 １０１．仁位-小鹿 1 仁位 - 小鹿 26.4 18:00 12 12 100.0% 5 2.4 0.9 4
184 １０２．三根-志越 1 三根診療所前 - 志越 18.8 8:30 3 3 100.0% 5 0.6 0.4 2
185 １０２．三根-志越 2 志越 - 三根診療所前 18.8 9:05 10 2 20.0% 5 2.0 0.8 2
186 １０２．三根-志越 1 三根診療所前 - 志越 18.8 11:24 4 1 25.0% 5 0.8 0.3 3
187 １０２．三根-志越 2 志越 - 三根診療所前 18.8 12:00 3 1 33.3% 5 0.6 0.3 3
194         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 20.7 8:00 16 3 18.8% 5 3.2 0.9 5
195         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 20.7 12:30 26 2 7.7% 5 5.2 2.3 11
196         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 23.3 14:00 2 1 50.0% 5 0.4 1.2 2
197         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 20.7 17:40 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0

平均乗車密度（１便あたり乗降者数×1人平均乗車キロ数÷走行キロ数） ⇒ １㎞（どの区間をとらえても）当りの平均乗客数を表す
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図表 路線別・便別平均乗車密度（土曜） 

起　点 経過地 終　点 総 数 ｳﾁ FP FP率
1 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 12:20 1 1 100.0% 1 1.0 0.9 1
2 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 13:10 5 1 20.0% 1 5.0 3.3 5
3 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 13:25 2 0 0.0% 1 2.0 0.8 1
4 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 13:40 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
5 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 14:20 1 1 100.0% 1 1.0 0.7 1
6 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 15:10 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
7 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 16:17 4 0 0.0% 1 4.0 2.1 4
8 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 17:20 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
9 ２．雞知宮－（根緒）－厳原 1 雞知宮前 根緒 厳原 9.6 7:45 32 31 96.9% 1 32.0 28.6 32
10 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 2 厳原病院 雞知宮前 対馬空港 15.0 7:50 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
11 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原病院 15.0 8:50 6 2 33.3% 1 6.0 1.9 6
12 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原病院 15.0 10:20 13 3 23.1% 1 13.0 4.0 13
13 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原病院 15.0 16:35 3 1 33.3% 1 3.0 0.9 2
14 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 2 厳原病院 雞知宮前 対馬空港 15.0 17:20 11 10 90.9% 1 11.0 5.7 11
15 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原 15.0 19:40 1 0 0.0% 1 1.0 0.1 1
16 ４．厳原-犬吠 1 厳原 犬吠 22.0 16:20 10 10 100.0% 1 10.0 3.4 10
17 ５．鶏知宮前-対馬高校・桟橋-厳原 1 鶏知宮前 対馬高校・桟橋 厳原 11.2 7:00 7 7 100.0% 1 7.0 2.5 7
18 ５．鶏知宮前-対馬高校・桟橋-厳原 2 厳原 桟橋・対馬高校 雞知宮前 11.1 7:10 0 0 0.0% 1 0.0 0.0 0
19 ６．厳原病院-対馬高校・樽ヶ浜-対馬空港 1 厳原病院 対馬高校・樽ケ浜 対馬空港 12.6 19:10 10 10 100.0% 1 10.0 7.1 10
20 ７．厳原病院-対馬空港 1 厳原病院 対馬空港 13.9 9:45 19 6 31.6% 1 19.0 8.5 13
21 ７．厳原病院-対馬空港 1 厳原病院 バイパス 対馬空港 13.9 14:05 4 2 50.0% 1 4.0 2.9 4
22 ７．厳原病院-対馬空港 1 厳原病院 バイパス 対馬空港 13.9 15:05 3 2 66.7% 1 3.0 2.0 3
23 ７．厳原病院-対馬空港 2 対馬空港 バイパス 厳原病院 15.0 15:30 3 2 66.7% 1 3.0 0.9 3
24 ７．厳原病院-対馬空港 2 対馬空港 バイパス 厳原病院 15.0 18:30 1 0 0.0% 1 1.0 0.1 1
25 ８．高校前－（病院入口）－厳原 2 厳原 病院入口 高校前 3.2 8:05 2 2 100.0% 1 2.0 0.6 2
26 ８．高校前－（病院入口）－厳原 1 高校前 病院入口 厳原 2.8 17:00 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
27 １１．桟橋－厳原 1 桟橋 - 厳原 0.8 14:55 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
28 １３．上槻－厳原 1 上槻 厳原 22.8 7:05 1 1 100.0% 1 1.0 1.0 1
29 １３．上槻－厳原 2 厳原 上槻 25.5 13:20 4 2 50.0% 1 4.0 2.6 4
30 １３．上槻－厳原 1 上槻 厳原 25.5 14:20 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
31 １３．上槻－厳原 2 厳原 上槻 25.5 17:25 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
32 １５．阿連－小茂田 1 阿連 - 小茂田 8.6 7:05 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
33 １５．阿連－小茂田 2 小茂田 - 阿連 8.6 7:22 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
34 １５．阿連－小茂田 1 阿連 - 小茂田 8.6 7:40 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
35 １５．阿連－小茂田 2 小茂田 - 阿連 8.6 17:00 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
36 １６．厳原病院－厳原 2 厳原 - 厳原病院 1.4 8:20 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
37 １６．厳原病院－厳原 2 厳原 - 厳原病院 1.4 10:55 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
38 １６．厳原病院－厳原 2 厳原 - 厳原病院 1.4 13:35 1 0 0.0% 1 1.0 1.0 1
39 １６．厳原病院－厳原 1 厳原病院 - 厳原 1.4 13:40 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
40 １７．厳原病院－（桟橋）-厳原 2 厳原 桟橋 厳原病院 3.0 12:10 1 1 100.0% 1 1.0 1.0 1
41 １７．厳原病院－（桟橋）-厳原 1 厳原病院 桟橋 厳原 2.6 13:05 1 0 0.0% 1 1.0 1.0 1
42 １８．曲－（厳原病院）－厳原 2 厳原 厳原病院 曲 6.2 8:00 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
43 １８．曲－（厳原病院）－厳原 1 曲 厳原病院 厳原 6.1 8:15 1 0 0.0% 1 1.0 0.5 1
44 １８．曲－（厳原病院）－厳原 2 厳原 厳原病院 曲 6.2 11:30 1 0 0.0% 1 1.0 0.2 1
45 １８．曲－（厳原病院）－厳原 1 曲 厳原病院 厳原 6.0 11:45 1 0 0.0% 1 1.0 0.8 1
46 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 1 浅藻浜 内山 厳原 26.4 7:48 6 0 0.0% 1 6.0 4.7 6
47 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 2 厳原 内山 浅藻浜 26.4 14:35 5 3 60.0% 1 5.0 4.2 5
48 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 1 浅藻浜 内山 厳原 26.4 16:30 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
49 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 2 厳原 内山 浅藻浜 26.4 17:15 3 2 66.7% 1 3.0 2.5 3
50 ２０．内院－（久和）－厳原 1 浅藻 久和 厳原 27.2 7:08 3 3 100.0% 1 3.0 1.2 3
51 ２０．内院－（久和）－厳原 2 厳原 久和 浅藻 27.2 13:30 3 1 33.3% 1 3.0 2.6 3
52 ２４．対馬空港－（樽ヶ浜）－厳原病院 2 厳原病院 樽ヶ浜 対馬空港 14.8 10:45 10 6 60.0% 1 10.0 3.1 5
53 ２４．対馬空港－（樽ヶ浜）－厳原病院 1 対馬空港 樽ヶ浜 厳原病院 14.8 12:10 5 1 20.0% 1 5.0 2.8 4
54 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 1 赤島 大山・樽ヶ浜・宮前 厳原病院 41.4 7:25 7 3 42.9% 1 7.0 4.1 6
55 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 2 厳原病院 大山・樽ヶ浜・宮前 赤島 40.2 11:55 27 17 63.0% 1 27.0 7.1 25
56 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 1 赤島 大山・樽ヶ浜・宮前 厳原病院 41.4 13:35 9 6 66.7% 1 9.0 3.0 8
57 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 2 厳原病院 大山・樽ヶ浜・宮前 赤島 41.4 15:25 12 7 58.3% 1 12.0 3.4 8
58 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.7 6:30 23 14 60.9% 1 23.0 5.9 12
59 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 7:00 14 9 64.3% 1 14.0 5.6 10
60 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.1 8:35 26 14 53.8% 1 26.0 6.5 15
61 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 11:00 24 12 50.0% 1 24.0 9.2 19
62 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.1 12:55 24 18 75.0% 1 24.0 5.0 13
63 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 13:35 30 18 60.0% 1 30.0 8.1 24
64 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.1 16:40 10 10 100.0% 1 10.0 3.2 8
65 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 18:15 9 9 100.0% 1 9.0 3.5 6
66 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 2 鶏知宮前 加志 尾崎 19.3 7:00 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
67 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 1 尾崎 加志 鶏知宮前 19.3 7:40 3 1 33.3% 1 3.0 2.4 3
68 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 2 鶏知宮前 加志 尾崎 19.3 16:20 5 1 20.0% 1 5.0 2.5 5
69 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 1 尾崎 加志 鶏知宮前 19.3 17:40 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
70 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 1 黒瀬 竹敷 雞知宮前 9.1 8:10 2 0 0.0% 1 2.0 2.0 2
71 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 2 雞知宮前 竹敷 黒瀬 9.1 12:45 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
72 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 1 黒瀬 雞知宮前 9.1 13:05 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
73 ４３．仁位－（佐保・田）－仁位 1 仁位 佐保・田 仁位 15.5 15:20 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
74 ４３．仁位－（佐保・田）－仁位 1 仁位 佐保・田 仁位 15.5 17:25 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
75 ４４．仁位－（田・佐保）－仁位 1 仁位 田・佐保 仁位 15.5 7:20 2 0 0.0% 1 2.0 1.5 2
76 ４４．仁位－（田・佐保）－仁位 1 仁位 田・佐保 仁位 15.5 9:20 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
77 ４８．桟橋－（対馬空港）－仁位 2 仁位 対馬空港 桟橋 44.7 6:10 16 16 100.0% 1 16.0 5.6 16
78 ４８．桟橋－（対馬空港）－仁位 1 桟橋 対馬空港 仁位 44.7 19:20 4 3 75.0% 1 4.0 1.1 3
79 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 1 塩浜 浦底 仁位 8.4 7:35 4 2 50.0% 1 4.0 3.5 4
80 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 2 仁位 浦底 塩浜 8.4 12:00 4 1 25.0% 1 4.0 1.9 4
81 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 1 塩浜 浦底 仁位 8.4 12:30 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
82 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 2 仁位 浦底 塩浜 8.4 18:10 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
83 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 2 小鹿 舟志 上対馬病院 24.9 7:07 12 4 33.3% 1 12.0 5.9 12
84 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 2 小鹿 舟志 上対馬病院 24.9 8:40 1 0 0.0% 1 1.0 0.5 1
85 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 1 上対馬病院 舟志 小鹿 24.9 10:55 5 3 60.0% 1 5.0 3.9 5
86 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 2 小鹿 舟志 上対馬病院 24.9 11:53 4 2 50.0% 1 4.0 2.2 4
87 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 1 上対馬病院 舟志 小鹿 24.9 13:02 7 0 0.0% 1 7.0 4.3 7
88 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 2 小鹿 舟志 上対馬病院 24.9 14:00 5 1 20.0% 1 5.0 4.4 5
89 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 1 上対馬病院 舟志 小鹿 24.9 16:30 4 2 50.0% 1 4.0 2.2 4
90 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 1 上対馬病院 舟志 小鹿 24.9 18:01 2 0 0.0% 1 2.0 0.6 2
91 ６５．志多留－（伊奈）－仁田 2 仁田 伊奈 志多留 7.7 13:48 2 1 50.0% 1 2.0 1.2 2
92 ６５．志多留－（伊奈）－仁田 1 志多留 伊奈 仁田 7.7 14:03 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
93 ６６．比田勝－（仁田）－志多留 2 志多留 仁田 上対馬病院 42.1 7:00 25 23 92.0% 1 25.0 11.0 24
94 ６６．比田勝－（仁田）－志多留 1 上対馬病院前 仁田 志多留 42.1 17:50 16 13 81.3% 1 16.0 1.6 15
95 ６８．仁田－（鹿見）－女連 2 女連 鹿見 仁田 10.3 6:55 1 1 100.0% 1 1.0 0.8 1
96 ６８．仁田－（鹿見）－女連 1 仁田 鹿見 女連 10.3 18:50 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
97 ６９．比田勝－上対馬高校 1 比田勝 - 上対馬高校 0.4 8:05 3 3 100.0% 1 3.0 3.0 3
98 ６９．比田勝－上対馬高校 2 上対馬高校 - 比田勝 0.4 17:55 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
99 ７０．厳原－（安神入口）－安神 1 厳原 安神入口 安神 7.4 7:10 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
100 ７１．安神－（尾浦）－厳原 1 安神 尾浦 厳原 14.3 7:30 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
101 ７１．安神－（尾浦）－厳原 2 厳原 尾浦 安神 14.3 10:00 2 0 0.0% 1 2.0 0.2 2
102 ７１．安神－（尾浦）－厳原 1 安神 尾浦 厳原 14.3 10:30 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
103 ７１．安神－（尾浦）－厳原 2 厳原 尾浦 安神 14.3 13:50 1 0 0.0% 1 1.0 0.1 1
104 ７１．安神－（尾浦）－厳原 1 安神 尾浦 厳原 14.3 14:20 3 1 33.3% 1 3.0 0.5 3
105 ７１．安神－（尾浦）－厳原 2 厳原 尾浦 安神 14.3 15:20 1 1 100.0% 1 1.0 0.2 1
106 ７１．安神－（尾浦）－厳原 1 安神 尾浦 厳原 14.3 15:50 2 0 0.0% 1 2.0 0.3 2
107 １００．廻－仁位 1 廻 - 仁位 13.1 7:55 4 0 0.0% 1 4.0 2.8 3
108 １００．廻－仁位 2 仁位 - 廻 13.1 13:15 1 0 0.0% 1 1.0 0.7 1
109 １０１．仁位-小鹿 2 小鹿 - 仁位 26.4 7:20 2 0 0.0% 1 2.0 0.8 2
110 １０１．仁位-小鹿 1 仁位 - 小鹿 26.4 14:35 3 1 33.3% 1 3.0 1.0 3
111 １０１．仁位-小鹿 2 小鹿 - 仁位 26.4 15:30 1 0 0.0% 1 1.0 0.4 1
112 １０１．仁位-小鹿 1 仁位 - 小鹿 26.4 18:00 1 0 0.0% 1 1.0 0.4 1
113 １０２．三根-志越 1 三根診療所前 - 志越 18.8 8:30 1 1 100.0% 1 1.0 0.6 1
114 １０２．三根-志越 2 志越 - 三根診療所前 18.8 9:05 1 0 0.0% 1 1.0 0.2 1
115 １０２．三根-志越 1 三根診療所前 - 志越 18.8 11:24 3 1 33.3% 1 3.0 0.9 2
116 １０２．三根-志越 2 志越 - 三根診療所前 18.8 12:00 2 0 0.0% 1 2.0 0.9 2
117         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 20.7 8:00 2 0 0.0% 1 2.0 0.9 2
118         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 20.7 12:30 7 1 14.3% 1 7.0 3.8 6
119         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 23.3 14:00 2 1 50.0% 1 2.0 1.2 2
120         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 20.7 17:40 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0

平均乗車密度（１便あたり乗降者数×1人平均乗車キロ数÷走行キロ数） ⇒ １㎞（どの区間をとらえても）当りの平均乗客数を表す
1.0未満　　（便数：84/142、割合59.2%）

出発時刻
 月間乗降者数  週間運行

回数
 １便あたり
乗降者数

平均乗車
密度

 最大車内
人数

番号 系　統 区分
ルート  キロ程

（㎞）

資料）乗降調査（平成 26 年 5月 25 日～31 日(7 日間)）を基に作成
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図表 路線別・便別平均乗車密度（日曜） 

起　点 経過地 終　点 総 数 ｳﾁ FP FP率
1 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 12:20 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
2 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 13:10 4 2 50.0% 1 4.0 3.4 4
3 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 13:25 1 1 100.0% 1 1.0 0.8 1
4 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 13:40 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
5 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 14:20 1 1 100.0% 1 1.0 1.0 1
6 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 15:10 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
7 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 16:17 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
8 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 17:20 1 0 0.0% 1 1.0 0.8 1
9 ２．雞知宮－（根緒）－厳原 1 雞知宮前 根緒 厳原 9.6 7:45 15 14 93.3% 1 15.0 13.2 15
10 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 2 厳原病院 雞知宮前 対馬空港 15.0 7:50 2 0 0.0% 1 2.0 0.7 2
11 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原病院 15.0 8:50 5 0 0.0% 1 5.0 2.8 5
12 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原病院 15.0 10:20 8 4 50.0% 1 8.0 3.6 7

13 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原病院 15.0 16:35 5 2 40.0% 1 5.0 1.9 4
14 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 2 厳原病院 雞知宮前 対馬空港 15.0 17:20 12 6 50.0% 1 12.0 3.8 11
15 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原 15.0 19:40 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
16 ４．厳原-犬吠 1 厳原 犬吠 22.0 16:20 4 2 50.0% 1 4.0 1.6 3
17 ５．鶏知宮前-対馬高校・桟橋-厳原 1 鶏知宮前 対馬高校・桟橋 厳原 11.2 7:00 2 2 100.0% 1 2.0 1.2 2
18 ５．鶏知宮前-対馬高校・桟橋-厳原 2 厳原 桟橋・対馬高校 雞知宮前 11.1 7:10 0 0 0.0% 1 0.0 0.0 0
19 ６．厳原病院-対馬高校・樽ヶ浜-対馬空港 1 厳原病院 対馬高校・樽ケ浜 対馬空港 12.6 19:10 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
20 ７．厳原病院-対馬空港 1 厳原病院 対馬空港 13.9 9:45 5 2 40.0% 1 5.0 1.8 4
21 ７．厳原病院-対馬空港 1 厳原病院 バイパス 対馬空港 13.9 14:05 5 5 100.0% 1 5.0 3.4 5
22 ７．厳原病院-対馬空港 1 厳原病院 バイパス 対馬空港 13.9 15:05 2 0 0.0% 1 2.0 1.4 2
23 ７．厳原病院-対馬空港 2 対馬空港 バイパス 厳原病院 15.0 15:30 1 0 0.0% 1 1.0 0.6 1
24 ７．厳原病院-対馬空港 2 対馬空港 バイパス 厳原病院 15.0 18:30 3 3 100.0% 1 3.0 1.0 2
25 ８．高校前－（病院入口）－厳原 2 厳原 病院入口 高校前 3.2 8:05 13 12 92.3% 1 13.0 12.4 13
26 ８．高校前－（病院入口）－厳原 1 高校前 病院入口 厳原 2.8 17:00 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
27 １１．桟橋－厳原 1 桟橋 - 厳原 0.8 14:55 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
28 １６．厳原病院－厳原 2 厳原 - 厳原病院 1.4 8:20 1 1 100.0% 1 1.0 1.0 1
29 １６．厳原病院－厳原 2 厳原 - 厳原病院 1.4 10:55 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
30 １６．厳原病院－厳原 2 厳原 - 厳原病院 1.4 13:35 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
31 １６．厳原病院－厳原 1 厳原病院 - 厳原 1.4 13:40 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
32 １７．厳原病院－（桟橋）-厳原 2 厳原 桟橋 厳原病院 3.0 12:10 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
33 １７．厳原病院－（桟橋）-厳原 1 厳原病院 桟橋 厳原 2.6 13:05 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
34 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 1 浅藻浜 内山 厳原 26.4 7:48 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
35 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 2 厳原 内山 浅藻浜 26.4 14:35 5 0 0.0% 1 5.0 1.4 3
36 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 1 浅藻浜 内山 厳原 26.4 16:30 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
37 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 2 厳原 内山 浅藻浜 26.4 17:15 5 1 20.0% 1 5.0 2.1 5
38 ２０．内院－（久和）－厳原 1 浅藻 久和 厳原 27.2 7:08 4 3 75.0% 1 4.0 2.8 4
39 ２０．内院－（久和）－厳原 2 厳原 久和 浅藻 27.2 13:30 2 1 50.0% 1 2.0 1.3 2
40 ２４．対馬空港－（樽ヶ浜）－厳原病院 2 厳原病院 樽ヶ浜 対馬空港 14.8 10:45 8 3 37.5% 1 8.0 3.0 6
41 ２４．対馬空港－（樽ヶ浜）－厳原病院 1 対馬空港 樽ヶ浜 厳原病院 14.8 12:10 12 10 83.3% 1 12.0 5.8 10
42 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 1 赤島 大山・樽ヶ浜・宮前 厳原病院 41.4 7:25 23 5 21.7% 1 23.0 3.4 13
43 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 2 厳原病院 大山・樽ヶ浜・宮前 赤島 40.2 11:55 10 5 50.0% 1 10.0 2.3 5
44 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 1 赤島 大山・樽ヶ浜・宮前 厳原病院 41.4 13:35 8 5 62.5% 1 8.0 1.0 6
45 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 2 厳原病院 大山・樽ヶ浜・宮前 赤島 41.4 15:25 12 10 83.3% 1 12.0 3.9 10
46 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.7 6:30 29 14 48.3% 1 29.0 11.0 21
47 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 7:00 19 11 57.9% 1 19.0 4.9 9
48 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.1 8:35 18 9 50.0% 1 18.0 7.4 15
49 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 11:00 15 8 53.3% 1 15.0 4.6 10
50 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.1 12:55 24 18 75.0% 1 24.0 5.0 13
51 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 13:35 46 31 67.4% 1 46.0 12.0 38
52 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.1 16:40 14 14 100.0% 1 14.0 4.7 7
53 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 18:15 12 10 83.3% 1 12.0 5.3 10
54 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 2 鶏知宮前 加志 尾崎 19.3 7:00 1 1 100.0% 1 1.0 1.0 1
55 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 1 尾崎 加志 鶏知宮前 19.3 7:40 1 0 0.0% 1 1.0 0.4 1
56 ２９．尾崎－（加志）－雞知宮前 2 鶏知宮前 加志 尾崎 19.3 17:00 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
57 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 1 尾崎 加志 鶏知宮前 19.3 17:40 1 1 100.0% 1 1.0 1.0 1
58 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 1 黒瀬 竹敷 雞知宮前 9.1 8:10 4 2 50.0% 1 4.0 3.1 4
59 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 2 雞知宮前 竹敷 黒瀬 9.1 12:45 2 0 0.0% 1 2.0 2.0 2
60 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 1 黒瀬 雞知宮前 9.1 13:05 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
61 ４３．仁位－（佐保・田）－仁位 1 仁位 佐保・田 仁位 15.5 15:20 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
62 ４３．仁位－（佐保・田）－仁位 1 仁位 佐保・田 仁位 15.5 17:25 1 1 100.0% 1 1.0 0.6 1
63 ４４．仁位－（田・佐保）－仁位 1 仁位 田・佐保 仁位 15.5 7:20 5 1 20.0% 1 5.0 2.9 5
64 ４８．桟橋－（対馬空港）－仁位 2 仁位 対馬空港 桟橋 44.7 6:10 7 6 85.7% 1 7.0 2.3 7
65 ４８．桟橋－（対馬空港）－仁位 1 桟橋 対馬空港 仁位 44.7 19:20 5 4 80.0% 1 5.0 1.1 5
66 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 1 塩浜 浦底 仁位 8.4 7:35 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
67 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 2 仁位 浦底 塩浜 8.4 12:00 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
68 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 1 塩浜 浦底 仁位 8.4 12:30 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
69 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 2 仁位 浦底 塩浜 8.4 18:10 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
70 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 2 小鹿 舟志 上対馬病院 24.9 7:07 9 1 11.1% 1 9.0 3.1 9
71 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 1 上対馬病院 舟志 小鹿 24.9 13:02 1 0 0.0% 1 1.0 0.3 1
72 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 2 小鹿 舟志 上対馬病院 24.9 14:00 2 0 0.0% 1 2.0 0.4 2
73 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 1 上対馬病院 舟志 小鹿 24.9 16:30 1 0 0.0% 1 1.0 0.3 1
74 ６５．志多留－（伊奈）－仁田 2 仁田 伊奈 志多留 7.7 13:48 2 1 50.0% 1 2.0 1.2 2
75 ６５．志多留－（伊奈）－仁田 1 志多留 伊奈 仁田 7.7 14:03 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
76 ６６．比田勝－（仁田）－志多留 2 志多留 仁田 上対馬病院 42.1 7:00 19 18 94.7% 1 19.0 9.3 19
77 ６６．比田勝－（仁田）－志多留 1 上対馬病院前 仁田 志多留 42.1 17:50 7 6 85.7% 1 7.0 1.3 7
78 ６８．仁田－（鹿見）－女連 2 女連 鹿見 仁田 10.3 6:55 1 1 100.0% 1 1.0 0.8 1
79 ６８．仁田－（鹿見）－女連 1 仁田 鹿見 女連 10.3 18:50 1 1 100.0% 1 1.0 0.8 1
80 ６９．比田勝－上対馬高校 1 比田勝 - 上対馬高校 0.4 8:05 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
81 ６９．比田勝－上対馬高校 2 上対馬高校 - 比田勝 0.4 17:55 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
82 ７０．厳原－（安神入口）－安神 1 厳原 安神入口 安神 7.4 7:10 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
83 ７１．安神－（尾浦）－厳原 1 安神 尾浦 厳原 14.3 7:30 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
84 ７１．安神－（尾浦）－厳原 2 厳原 尾浦 安神 14.3 10:00 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
85 ７１．安神－（尾浦）－厳原 2 厳原 尾浦 安神 14.3 13:50 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
86 ７１．安神－（尾浦）－厳原 1 安神 尾浦 厳原 14.3 14:20 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
87 ７１．安神－（尾浦）－厳原 2 厳原 尾浦 安神 14.3 15:20 1 0 0.0% 1 1.0 0.1 1
88 ７１．安神－（尾浦）－厳原 1 安神 尾浦 厳原 14.3 15:50 1 1 100.0% 1 1.0 0.3 1
89 １００．廻－仁位 1 廻 - 仁位 13.1 7:55 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
90 １００．廻－仁位 2 仁位 - 廻 13.1 13:15 1 0 0.0% 1 1.0 0.3 1
91 １０１．仁位-小鹿 2 小鹿 - 仁位 26.4 7:20 21 4 19.0% 1 21.0 6.9 18
92 １０１．仁位-小鹿 1 仁位 - 小鹿 26.4 14:35 7 3 42.9% 1 7.0 2.3 7
93 １０１．仁位-小鹿 2 小鹿 - 仁位 26.4 15:30 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
94 １０１．仁位-小鹿 1 仁位 - 小鹿 26.4 18:00 2 1 50.0% 1 2.0 1.4 2
95         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 20.7 8:00 5 1 20.0% 1 5.0 2.0 4
96         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 20.7 12:30 6 1 16.7% 1 6.0 3.8 6
97         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 23.3 14:00 3 1 33.3% 1 3.0 1.0 2
98         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 20.7 17:40 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0

平均乗車密度（１便あたり乗降者数×1人平均乗車キロ数÷走行キロ数） ⇒ １㎞（どの区間をとらえても）当りの平均乗客数を表す
1.0未満　　（便数：48/98、割合49.0%）

 最大車内
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 週間運行
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 １便あたり
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（㎞）
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系　統

資料）乗降調査（平成 26 年 5月 25 日～31 日(7 日間)）を基に作成
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図表 路線別・便別最大車内乗車人員（平日） 

起　点 経過地 終　点  総 数 ｳﾁ FP FP率
1 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 12:20 5 2 40.0% 5 1.0 0.6 2
2 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 13:10 25 8 32.0% 5 5.0 3.1 9
3 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 13:25 3 2 66.7% 5 0.6 0.5 1
4 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 13:40 4 1 25.0% 5 0.8 0.5 2
5 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 15:00 11 4 36.4% 5 2.2 1.3 3
6 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 15:10 8 3 37.5% 5 1.6 0.9 3
7 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 16:17 16 3 18.8% 5 3.2 1.5 4
8 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 17:20 11 0 0.0% 5 2.2 1.4 3
15 ２．雞知宮－（根緒）－厳原 1 雞知宮前 根緒 厳原 9.6 7:45 138 135 97.8% 5 27.6 24.2 30
19 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 2 厳原病院 雞知宮前 対馬空港 15.0 7:50 17 12 70.6% 5 3.4 1.8 6
20 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原病院 15.0 8:50 34 17 50.0% 5 6.8 2.4 7
21 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原病院 15.0 10:20 58 17 29.3% 5 11.6 4.0 13
22 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原病院 15.0 16:35 27 12 44.4% 5 5.4 1.7 7
23 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 2 厳原病院 雞知宮前 対馬空港 15.0 17:20 95 92 96.8% 5 19.0 10.0 36
24 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原 15.0 19:40 3 2 66.7% 5 0.6 0.1 1
25 ４．厳原-犬吠 1 厳原 犬吠 22.0 16:20 84 74 88.1% 5 16.8 7.1 33
26 ５．鶏知宮前-対馬高校・桟橋-厳原 1 鶏知宮前 対馬高校・桟橋 厳原 11.2 7:00 164 164 100.0% 5 32.8 20.4 54
27 ５．鶏知宮前-対馬高校・桟橋-厳原 2 厳原 桟橋・対馬高校 雞知宮前 11.1 7:10 53 51 96.2% 5 10.6 3.8 16
28 ６．厳原病院-対馬高校・樽ヶ浜-対馬空港 1 厳原病院 対馬高校・樽ケ浜 対馬空港 12.6 19:10 78 78 100.0% 5 15.6 11.0 25
29 ７．厳原病院-対馬空港 1 厳原病院 対馬空港 13.9 9:45 52 22 42.3% 5 10.4 3.8 10
30 ７．厳原病院-対馬空港 1 厳原病院 バイパス 対馬空港 13.9 14:05 25 12 48.0% 5 5.0 2.3 12
31 ７．厳原病院-対馬空港 1 厳原病院 バイパス 対馬空港 13.9 15:05 30 18 60.0% 5 6.0 2.4 6
32 ７．厳原病院-対馬空港 2 対馬空港 バイパス 厳原病院 15.0 15:30 22 15 68.2% 5 4.4 0.9 8
33 ７．厳原病院-対馬空港 2 対馬空港 バイパス 厳原病院 15.0 18:30 23 17 73.9% 5 4.6 1.6 5
34 ８．高校前－（病院入口）－厳原 2 厳原 病院入口 高校前 3.2 8:05 138 134 97.1% 5 27.6 26.2 36
35 ８．高校前－（病院入口）－厳原 1 高校前 病院入口 厳原 2.8 17:00 22 22 100.0% 5 4.4 4.4 17
39 １１．桟橋－厳原 1 桟橋 - 厳原 0.8 14:55 5 0 0.0% 5 1.0 0.9 3
44 １３．上槻－厳原 1 上槻 厳原 22.8 7:05 20 12 60.0% 5 4.0 3.5 8
45 １３．上槻－厳原 2 厳原 上槻 25.5 13:20 26 11 42.3% 5 5.2 3.0 10
46 １３．上槻－厳原 1 上槻 厳原 25.5 14:20 10 5 50.0% 5 2.0 0.9 3
47 １３．上槻－厳原 2 厳原 上槻 25.5 17:25 10 4 40.0% 5 2.0 1.0 3
48 １５．阿連－小茂田 1 阿連 - 小茂田 8.6 7:05 40 0 0.0% 5 8.0 7.4 9
49 １５．阿連－小茂田 2 小茂田 - 阿連 8.6 7:22 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
50 １５．阿連－小茂田 1 阿連 - 小茂田 8.6 7:40 10 0 0.0% 5 2.0 1.9 4
51 １５．阿連－小茂田 2 小茂田 - 阿連 8.6 17:00 5 0 0.0% 5 1.0 0.9 5
52 １５．阿連－小茂田 2 小茂田 - 阿連 8.6 19:00 43 0 0.0% 5 8.6 8.0 10
53 １６．厳原病院－厳原 2 厳原 - 厳原病院 1.4 8:20 16 8 50.0% 5 3.2 3.1 4
54 １６．厳原病院－厳原 2 厳原 - 厳原病院 1.4 10:55 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
55 １６．厳原病院－厳原 2 厳原 - 厳原病院 1.4 13:35 1 0 0.0% 5 0.2 0.2 1
56 １６．厳原病院－厳原 1 厳原病院 - 厳原 1.4 13:40 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
69 １７．厳原病院－（桟橋）-厳原 2 厳原 桟橋 厳原病院 3.0 12:10 3 1 33.3% 5 0.6 0.5 2
70 １７．厳原病院－（桟橋）-厳原 1 厳原病院 桟橋 厳原 2.6 13:05 20 6 30.0% 5 4.0 3.2 6
71 １８．曲－（厳原病院）－厳原 2 厳原 厳原病院 曲 6.2 8:00 22 12 54.5% 5 4.4 1.2 9
72 １８．曲－（厳原病院）－厳原 1 曲 厳原病院 厳原 6.1 8:15 30 12 40.0% 5 6.0 4.3 8
73 １８．曲－（厳原病院）－厳原 2 厳原 厳原病院 曲 6.2 11:30 5 1 20.0% 5 1.0 0.9 2
74 １８．曲－（厳原病院）－厳原 1 曲 厳原病院 厳原 6.0 11:45 11 4 36.4% 5 2.2 2.1 4
75 １８．曲－（厳原病院）－厳原 2 厳原 厳原病院 曲 6.0 14:00 2 1 50.0% 5 0.4 0.2 1
76 １８．曲－（厳原病院）－厳原 1 曲 厳原病院 厳原 6.0 14:15 1 1 100.0% 5 0.2 0.2 1
77 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 1 浅藻浜 内山 厳原 26.4 7:48 41 12 29.3% 5 8.2 3.0 10
78 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 2 厳原 内山 浅藻浜 26.4 14:35 11 4 36.4% 5 2.2 1.7 5
79 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 1 浅藻浜 内山 厳原 26.4 16:30 2 2 100.0% 5 0.4 0.3 1
80 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 2 厳原 内山 浅藻浜 26.4 17:15 18 10 55.6% 5 3.6 1.8 6
81 ２０．内院－（久和）－厳原 1 浅藻 久和 厳原 27.2 7:08 25 18 72.0% 5 5.0 2.6 7
82 ２０．内院－（久和）－厳原 2 厳原 久和 浅藻 27.2 13:30 22 10 45.5% 5 4.4 3.2 6
83 ２０．内院－（久和）－厳原 1 浅藻 久和 厳原 27.2 14:30 5 3 60.0% 5 1.0 0.7 2
84 ２０．内院－（久和）－厳原 2 厳原 久和 浅藻 27.2 17:30 9 6 66.7% 5 1.8 0.9 3
85 ２４．対馬空港－（樽ヶ浜）－厳原病院 2 厳原病院 樽ヶ浜 対馬空港 14.8 10:45 73 22 30.1% 5 14.6 4.9 11
86 ２４．対馬空港－（樽ヶ浜）－厳原病院 1 対馬空港 樽ヶ浜 厳原病院 14.8 12:10 46 18 39.1% 5 9.2 3.6 8
91 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 1 赤島 大山・樽ヶ浜・宮前 厳原病院 41.4 7:25 92 25 27.2% 5 18.4 3.6 15
92 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 2 厳原病院 大山・樽ヶ浜・宮前 赤島 40.2 11:55 68 38 55.9% 5 13.6 2.6 12
93 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 1 赤島 大山・樽ヶ浜・宮前 厳原病院 41.4 13:35 26 11 42.3% 5 5.2 1.0 7
94 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 2 厳原病院 大山・樽ヶ浜・宮前 赤島 41.4 15:25 107 62 57.9% 5 21.4 5.2 32
95 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.7 6:30 125 84 67.2% 5 25.0 7.0 18
96 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 7:00 101 82 81.2% 5 20.2 5.5 16
97 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.1 8:35 111 59 53.2% 5 22.2 6.5 21
98 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 11:00 101 48 47.5% 5 20.2 4.7 11
99 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.1 12:55 66 39 59.1% 5 13.2 2.4 14
100 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 13:35 113 63 55.8% 5 22.6 5.4 27
101 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.1 16:40 109 85 78.0% 5 21.8 5.3 18
102 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 18:15 66 63 95.5% 5 13.2 2.8 25
103 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 2 鶏知宮前 加志 尾崎 19.3 7:00 5 0 0.0% 5 1.0 0.1 1
104 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 1 尾崎 加志 鶏知宮前 19.3 7:05 6 5 83.3% 5 1.2 0.5 2
105 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 1 尾崎 加志 鶏知宮前 19.3 7:40 58 2 3.4% 5 11.6 2.5 16
106 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 2 鶏知宮前 加志 尾崎 19.3 16:20 42 4 9.5% 5 8.4 2.8 7
107 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 1 尾崎 加志 鶏知宮前 19.3 17:00 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
108 ２９．尾崎－（加志）－雞知宮前 2 鶏知宮前 加志 尾崎 19.3 17:00 6 2 33.3% 5 1.2 0.4 2
109 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 1 尾崎 加志 鶏知宮前 19.3 17:40 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
110 ３２．小船越－（鴨居瀬）－赤島 1 小船越 鴨居瀬 赤島 8.3 18:30 20 4 20.0% 5 4.0 1.7 8
111 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 1 黒瀬 竹敷 雞知宮前 9.1 7:25 132 12 9.1% 5 26.4 19.0 28
112 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 2 雞知宮前 竹敷 黒瀬 9.1 15:20 32 0 0.0% 5 6.4 4.7 12
113 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 1 黒瀬 雞知宮前 9.1 15:40 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
114 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 2 雞知宮前 竹敷 黒瀬 9.1 16:20 27 3 11.1% 5 5.4 3.2 9
115 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 1 黒瀬 雞知宮前 9.1 16:40 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
116 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 2 雞知宮前 竹敷 黒瀬 9.1 17:30 9 6 66.7% 5 1.8 1.1 3
117 ４３．仁位－（佐保・田）－仁位 1 仁位 佐保・田 仁位 15.5 15:20 3 3 100.0% 5 0.6 0.2 2
118 ４３．仁位－（佐保・田）－仁位 1 仁位 佐保・田 仁位 15.5 17:25 10 10 100.0% 5 2.0 1.1 3
119 ４４．仁位－（田・佐保）－仁位 1 仁位 田・佐保 仁位 15.5 7:20 12 9 75.0% 5 2.4 0.9 4
120 ４４．仁位－（田・佐保）－仁位 1 仁位 田・佐保 仁位 15.5 9:20 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
121 ４６．診療所前－（佐賀）－櫛 2 櫛 佐賀 診療所前 4.3 7:35 77 0 0.0% 5 15.4 14.0 18
122 ４６．診療所前－（佐賀）－櫛 1 診療所前 佐賀 櫛 4.3 14:45 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
123 ４６．診療所前－（佐賀）－櫛 2 櫛 佐賀 診療所前 4.3 14:55 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
124 ４６．診療所前－（佐賀）－櫛 1 診療所前 佐賀 櫛 4.3 16:30 14 0 0.0% 5 2.8 2.6 6
125 ４６．診療所前－（佐賀）－櫛 2 櫛 佐賀 診療所前 4.3 16:37 4 0 0.0% 5 0.8 0.8 4
126 ４６．診療所前－（佐賀）－櫛 1 診療所前 佐賀 櫛 4.3 18:30 23 0 0.0% 5 4.6 4.5 7
127 ４８．桟橋－（対馬空港）－仁位 2 仁位 対馬空港 桟橋 44.7 6:10 143 131 91.6% 5 28.6 11.0 42
128 ４８．桟橋－（対馬空港）－仁位 1 桟橋 対馬空港 仁位 44.7 19:20 125 115 92.0% 5 25.0 6.4 39
129 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 1 塩浜 浦底 仁位 8.4 7:35 32 10 31.3% 5 6.4 3.7 7
130 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 2 仁位 浦底 塩浜 8.4 15:10 3 3 100.0% 5 0.6 0.2 3
131 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 1 塩浜 浦底 仁位 8.4 15:35 2 2 100.0% 5 0.4 0.3 2
132 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 2 仁位 浦底 塩浜 8.4 18:10 2 2 100.0% 5 0.4 0.4 1
150 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 2 小鹿 舟志 上対馬病院 24.9 7:07 64 6 9.4% 5 12.8 4.7 17
151 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 2 小鹿 舟志 上対馬病院 24.9 8:40 14 4 28.6% 5 2.8 1.6 6
152 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 1 上対馬病院 舟志 小鹿 24.9 10:55 15 2 13.3% 5 3.0 1.7 8
153 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 2 小鹿 舟志 上対馬病院 24.9 11:53 5 2 40.0% 5 1.0 0.3 2
154 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 1 上対馬病院 舟志 小鹿 24.9 13:02 12 8 66.7% 5 2.4 1.3 4
155 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 2 小鹿 舟志 上対馬病院 24.9 14:00 3 3 100.0% 5 0.6 0.5 1
156 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 1 上対馬病院 舟志 小鹿 24.9 16:30 21 10 47.6% 5 4.2 2.0 8
157 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 1 上対馬病院 舟志 小鹿 24.9 18:01 2 2 100.0% 5 0.4 0.4 1
158 ６５．志多留－（伊奈）－仁田 2 仁田 伊奈 志多留 7.7 13:48 5 5 100.0% 5 1.0 0.3 3
159 ６５．志多留－（伊奈）－仁田 1 志多留 伊奈 仁田 7.7 14:03 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
160 ６６．比田勝－（仁田）－志多留 2 志多留 仁田 上対馬病院 42.1 7:00 185 0 0.0% 5 37.0 17.0 42
161 ６６．比田勝－（仁田）－志多留 1 上対馬病院前 仁田 志多留 42.1 17:50 119 118 99.2% 5 23.8 3.7 32
162 ６８．仁田－（鹿見）－女連 2 女連 鹿見 仁田 10.3 6:55 4 4 100.0% 5 0.8 0.7 1
163 ６８．仁田－（鹿見）－女連 1 仁田 鹿見 女連 10.3 18:50 4 4 100.0% 5 0.8 0.8 1
164 ６９．比田勝－上対馬高校 1 比田勝 - 上対馬高校 0.4 8:05 4 4 100.0% 5 0.8 0.8 1
165 ６９．比田勝－上対馬高校 2 上対馬高校 - 比田勝 0.4 17:55 3 3 100.0% 5 0.6 0.6 1
166 ７０．厳原－（安神入口）－安神 1 厳原 安神入口 安神 7.4 7:10 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
168 ７１．安神－（尾浦）－厳原 1 安神 尾浦 厳原 14.3 7:30 6 3 50.0% 5 1.2 0.8 2
169 ７１．安神－（尾浦）－厳原 2 厳原 尾浦 安神 14.3 10:00 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
170 ７１．安神－（尾浦）－厳原 1 安神 尾浦 厳原 14.3 10:30 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
171 ７１．安神－（尾浦）－厳原 2 厳原 尾浦 安神 14.3 13:50 8 4 50.0% 5 1.6 0.7 3
172 ７１．安神－（尾浦）－厳原 1 安神 尾浦 厳原 14.3 14:20 6 1 16.7% 5 1.2 0.2 3
173 ７１．安神－（尾浦）－厳原 2 厳原 尾浦 安神 14.3 15:20 12 5 41.7% 5 2.4 1.0 4
173 ７１．安神－（尾浦）－厳原 1 安神 尾浦 厳原 14.3 15:50 3 1 33.3% 5 0.6 0.1 1
174 ７２．青海－（狩尾）－三根 1 青海 狩尾 三根 7.0 7:30 30 0 0.0% 5 6.0 3.5 6
175 ７２．青海－（狩尾）－三根 2 三根 狩尾 青海 7.0 10:20 1 0 0.0% 5 0.2 0.1 1
176 ７２．青海－（狩尾）－三根 1 青海 狩尾 三根 7.0 10:40 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
177 ７２．青海－（狩尾）－三根 2 三根 狩尾 青海 7.0 17:45 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0
178 １００．廻－仁位 1 廻 - 仁位 13.1 7:55 10 0 0.0% 5 2.0 1.1 4
179 １００．廻－仁位 2 仁位 - 廻 13.1 13:15 6 1 16.7% 5 1.2 0.5 2
180 １０１．仁位-小鹿 2 小鹿 - 仁位 26.4 7:20 27 22 81.5% 5 5.4 2.2 8
181 １０１．仁位-小鹿 1 仁位 - 小鹿 26.4 14:35 24 17 70.8% 5 4.8 1.9 8
182 １０１．仁位-小鹿 2 小鹿 - 仁位 26.4 15:30 4 4 100.0% 5 0.8 0.4 2
183 １０１．仁位-小鹿 1 仁位 - 小鹿 26.4 18:00 12 12 100.0% 5 2.4 0.9 4
184 １０２．三根-志越 1 三根診療所前 - 志越 18.8 8:30 3 3 100.0% 5 0.6 0.4 2
185 １０２．三根-志越 2 志越 - 三根診療所前 18.8 9:05 10 2 20.0% 5 2.0 0.8 2
186 １０２．三根-志越 1 三根診療所前 - 志越 18.8 11:24 4 1 25.0% 5 0.8 0.3 3
187 １０２．三根-志越 2 志越 - 三根診療所前 18.8 12:00 3 1 33.3% 5 0.6 0.3 3
194         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 20.7 8:00 16 3 18.8% 5 3.2 0.9 5
195         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 20.7 12:30 26 2 7.7% 5 5.2 2.3 11
196         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 23.3 14:00 2 1 50.0% 5 0.4 1.2 2
197         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 20.7 17:40 0 0 #DIV/0! 5 0.0 0.0 0

最大車内人数
10人未満（ジャンボタクシー）　　（便数：106/142、割合74.6%）
10～30人（小型バス）　　（便数：27/142、割合19.0%）
31人以上（大型バス）　　（便数：9/142、割合6.3%）

 週間運行
回数

 １便あたり
乗降者数

平均乗車
密度

 最大車内
人数

番号 系　統 区分
ルート  キロ程

（㎞）
出発時刻

 月間乗降者数

資料）乗降調査（平成 26 年 5月 25 日～31 日(7 日間)）を基に作成
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起　点 経過地 終　点  総 数 ｳﾁ FP FP率
1 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 12:20 1 1 100.0% 1 1.0 0.9 1
2 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 13:10 5 1 20.0% 1 5.0 3.3 5
3 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 13:25 2 0 0.0% 1 2.0 0.8 1
4 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 13:40 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
5 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 14:20 1 1 100.0% 1 1.0 0.7 1
6 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 15:10 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
7 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 16:17 4 0 0.0% 1 4.0 2.1 4
8 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 17:20 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
9 ２．雞知宮－（根緒）－厳原 1 雞知宮前 根緒 厳原 9.6 7:45 32 31 96.9% 1 32.0 28.6 32
10 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 2 厳原病院 雞知宮前 対馬空港 15.0 7:50 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
11 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原病院 15.0 8:50 6 2 33.3% 1 6.0 1.9 6
12 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原病院 15.0 10:20 13 3 23.1% 1 13.0 4.0 13
13 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原病院 15.0 16:35 3 1 33.3% 1 3.0 0.9 2
14 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 2 厳原病院 雞知宮前 対馬空港 15.0 17:20 11 10 90.9% 1 11.0 5.7 11
15 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原 15.0 19:40 1 0 0.0% 1 1.0 0.1 1
16 ４．厳原-犬吠 1 厳原 犬吠 22.0 16:20 10 10 100.0% 1 10.0 3.4 10
17 ５．鶏知宮前-対馬高校・桟橋-厳原 1 鶏知宮前 対馬高校・桟橋 厳原 11.2 7:00 7 7 100.0% 1 7.0 2.5 7
18 ５．鶏知宮前-対馬高校・桟橋-厳原 2 厳原 桟橋・対馬高校 雞知宮前 11.1 7:10 0 0 0.0% 1 0.0 0.0 0
19 ６．厳原病院-対馬高校・樽ヶ浜-対馬空港 1 厳原病院 対馬高校・樽ケ浜 対馬空港 12.6 19:10 10 10 100.0% 1 10.0 7.1 10
20 ７．厳原病院-対馬空港 1 厳原病院 対馬空港 13.9 9:45 19 6 31.6% 1 19.0 8.5 13
21 ７．厳原病院-対馬空港 1 厳原病院 バイパス 対馬空港 13.9 14:05 4 2 50.0% 1 4.0 2.9 4
22 ７．厳原病院-対馬空港 1 厳原病院 バイパス 対馬空港 13.9 15:05 3 2 66.7% 1 3.0 2.0 3
23 ７．厳原病院-対馬空港 2 対馬空港 バイパス 厳原病院 15.0 15:30 3 2 66.7% 1 3.0 0.9 3
24 ７．厳原病院-対馬空港 2 対馬空港 バイパス 厳原病院 15.0 18:30 1 0 0.0% 1 1.0 0.1 1
25 ８．高校前－（病院入口）－厳原 2 厳原 病院入口 高校前 3.2 8:05 2 2 100.0% 1 2.0 0.6 2
26 ８．高校前－（病院入口）－厳原 1 高校前 病院入口 厳原 2.8 17:00 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
27 １１．桟橋－厳原 1 桟橋 - 厳原 0.8 14:55 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
28 １３．上槻－厳原 1 上槻 厳原 22.8 7:05 1 1 100.0% 1 1.0 1.0 1
29 １３．上槻－厳原 2 厳原 上槻 25.5 13:20 4 2 50.0% 1 4.0 2.6 4
30 １３．上槻－厳原 1 上槻 厳原 25.5 14:20 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
31 １３．上槻－厳原 2 厳原 上槻 25.5 17:25 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
32 １５．阿連－小茂田 1 阿連 - 小茂田 8.6 7:05 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
33 １５．阿連－小茂田 2 小茂田 - 阿連 8.6 7:22 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
34 １５．阿連－小茂田 1 阿連 - 小茂田 8.6 7:40 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
35 １５．阿連－小茂田 2 小茂田 - 阿連 8.6 17:00 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
36 １６．厳原病院－厳原 2 厳原 - 厳原病院 1.4 8:20 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
37 １６．厳原病院－厳原 2 厳原 - 厳原病院 1.4 10:55 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
38 １６．厳原病院－厳原 2 厳原 - 厳原病院 1.4 13:35 1 0 0.0% 1 1.0 1.0 1
39 １６．厳原病院－厳原 1 厳原病院 - 厳原 1.4 13:40 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
40 １７．厳原病院－（桟橋）-厳原 2 厳原 桟橋 厳原病院 3.0 12:10 1 1 100.0% 1 1.0 1.0 1
41 １７．厳原病院－（桟橋）-厳原 1 厳原病院 桟橋 厳原 2.6 13:05 1 0 0.0% 1 1.0 1.0 1
42 １８．曲－（厳原病院）－厳原 2 厳原 厳原病院 曲 6.2 8:00 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
43 １８．曲－（厳原病院）－厳原 1 曲 厳原病院 厳原 6.1 8:15 1 0 0.0% 1 1.0 0.5 1
44 １８．曲－（厳原病院）－厳原 2 厳原 厳原病院 曲 6.2 11:30 1 0 0.0% 1 1.0 0.2 1
45 １８．曲－（厳原病院）－厳原 1 曲 厳原病院 厳原 6.0 11:45 1 0 0.0% 1 1.0 0.8 1
46 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 1 浅藻浜 内山 厳原 26.4 7:48 6 0 0.0% 1 6.0 4.7 6
47 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 2 厳原 内山 浅藻浜 26.4 14:35 5 3 60.0% 1 5.0 4.2 5
48 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 1 浅藻浜 内山 厳原 26.4 16:30 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
49 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 2 厳原 内山 浅藻浜 26.4 17:15 3 2 66.7% 1 3.0 2.5 3
50 ２０．内院－（久和）－厳原 1 浅藻 久和 厳原 27.2 7:08 3 3 100.0% 1 3.0 1.2 3
51 ２０．内院－（久和）－厳原 2 厳原 久和 浅藻 27.2 13:30 3 1 33.3% 1 3.0 2.6 3
52 ２４．対馬空港－（樽ヶ浜）－厳原病院 2 厳原病院 樽ヶ浜 対馬空港 14.8 10:45 10 6 60.0% 1 10.0 3.1 5
53 ２４．対馬空港－（樽ヶ浜）－厳原病院 1 対馬空港 樽ヶ浜 厳原病院 14.8 12:10 5 1 20.0% 1 5.0 2.8 4
54 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 1 赤島 大山・樽ヶ浜・宮前 厳原病院 41.4 7:25 7 3 42.9% 1 7.0 4.1 6
55 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 2 厳原病院 大山・樽ヶ浜・宮前 赤島 40.2 11:55 27 17 63.0% 1 27.0 7.1 25
56 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 1 赤島 大山・樽ヶ浜・宮前 厳原病院 41.4 13:35 9 6 66.7% 1 9.0 3.0 8
57 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 2 厳原病院 大山・樽ヶ浜・宮前 赤島 41.4 15:25 12 7 58.3% 1 12.0 3.4 8
58 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.7 6:30 23 14 60.9% 1 23.0 5.9 12
59 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 7:00 14 9 64.3% 1 14.0 5.6 10
60 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.1 8:35 26 14 53.8% 1 26.0 6.5 15
61 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 11:00 24 12 50.0% 1 24.0 9.2 19
62 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.1 12:55 24 18 75.0% 1 24.0 5.0 13
63 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 13:35 30 18 60.0% 1 30.0 8.1 24
64 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.1 16:40 10 10 100.0% 1 10.0 3.2 8
65 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 18:15 9 9 100.0% 1 9.0 3.5 6
66 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 2 鶏知宮前 加志 尾崎 19.3 7:00 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
67 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 1 尾崎 加志 鶏知宮前 19.3 7:40 3 1 33.3% 1 3.0 2.4 3
68 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 2 鶏知宮前 加志 尾崎 19.3 16:20 5 1 20.0% 1 5.0 2.5 5
69 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 1 尾崎 加志 鶏知宮前 19.3 17:40 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
70 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 1 黒瀬 竹敷 雞知宮前 9.1 8:10 2 0 0.0% 1 2.0 2.0 2
71 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 2 雞知宮前 竹敷 黒瀬 9.1 12:45 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
72 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 1 黒瀬 雞知宮前 9.1 13:05 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
73 ４３．仁位－（佐保・田）－仁位 1 仁位 佐保・田 仁位 15.5 15:20 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
74 ４３．仁位－（佐保・田）－仁位 1 仁位 佐保・田 仁位 15.5 17:25 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
75 ４４．仁位－（田・佐保）－仁位 1 仁位 田・佐保 仁位 15.5 7:20 2 0 0.0% 1 2.0 1.5 2
76 ４４．仁位－（田・佐保）－仁位 1 仁位 田・佐保 仁位 15.5 9:20 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
77 ４８．桟橋－（対馬空港）－仁位 2 仁位 対馬空港 桟橋 44.7 6:10 16 16 100.0% 1 16.0 5.6 16
78 ４８．桟橋－（対馬空港）－仁位 1 桟橋 対馬空港 仁位 44.7 19:20 4 3 75.0% 1 4.0 1.1 3
79 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 1 塩浜 浦底 仁位 8.4 7:35 4 2 50.0% 1 4.0 3.5 4
80 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 2 仁位 浦底 塩浜 8.4 12:00 4 1 25.0% 1 4.0 1.9 4
81 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 1 塩浜 浦底 仁位 8.4 12:30 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
82 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 2 仁位 浦底 塩浜 8.4 18:10 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
83 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 2 小鹿 舟志 上対馬病院 24.9 7:07 12 4 33.3% 1 12.0 5.9 12
84 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 2 小鹿 舟志 上対馬病院 24.9 8:40 1 0 0.0% 1 1.0 0.5 1
85 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 1 上対馬病院 舟志 小鹿 24.9 10:55 5 3 60.0% 1 5.0 3.9 5
86 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 2 小鹿 舟志 上対馬病院 24.9 11:53 4 2 50.0% 1 4.0 2.2 4
87 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 1 上対馬病院 舟志 小鹿 24.9 13:02 7 0 0.0% 1 7.0 4.3 7
88 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 2 小鹿 舟志 上対馬病院 24.9 14:00 5 1 20.0% 1 5.0 4.4 5
89 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 1 上対馬病院 舟志 小鹿 24.9 16:30 4 2 50.0% 1 4.0 2.2 4
90 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 1 上対馬病院 舟志 小鹿 24.9 18:01 2 0 0.0% 1 2.0 0.6 2
91 ６５．志多留－（伊奈）－仁田 2 仁田 伊奈 志多留 7.7 13:48 2 1 50.0% 1 2.0 1.2 2
92 ６５．志多留－（伊奈）－仁田 1 志多留 伊奈 仁田 7.7 14:03 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
93 ６６．比田勝－（仁田）－志多留 2 志多留 仁田 上対馬病院 42.1 7:00 25 23 92.0% 1 25.0 11.0 24
94 ６６．比田勝－（仁田）－志多留 1 上対馬病院前 仁田 志多留 42.1 17:50 16 13 81.3% 1 16.0 1.6 15
95 ６８．仁田－（鹿見）－女連 2 女連 鹿見 仁田 10.3 6:55 1 1 100.0% 1 1.0 0.8 1
96 ６８．仁田－（鹿見）－女連 1 仁田 鹿見 女連 10.3 18:50 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
97 ６９．比田勝－上対馬高校 1 比田勝 - 上対馬高校 0.4 8:05 3 3 100.0% 1 3.0 3.0 3
98 ６９．比田勝－上対馬高校 2 上対馬高校 - 比田勝 0.4 17:55 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
99 ７０．厳原－（安神入口）－安神 1 厳原 安神入口 安神 7.4 7:10 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
100 ７１．安神－（尾浦）－厳原 1 安神 尾浦 厳原 14.3 7:30 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
101 ７１．安神－（尾浦）－厳原 2 厳原 尾浦 安神 14.3 10:00 2 0 0.0% 1 2.0 0.2 2
102 ７１．安神－（尾浦）－厳原 1 安神 尾浦 厳原 14.3 10:30 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
103 ７１．安神－（尾浦）－厳原 2 厳原 尾浦 安神 14.3 13:50 1 0 0.0% 1 1.0 0.1 1
104 ７１．安神－（尾浦）－厳原 1 安神 尾浦 厳原 14.3 14:20 3 1 33.3% 1 3.0 0.5 3
105 ７１．安神－（尾浦）－厳原 2 厳原 尾浦 安神 14.3 15:20 1 1 100.0% 1 1.0 0.2 1
106 ７１．安神－（尾浦）－厳原 1 安神 尾浦 厳原 14.3 15:50 2 0 0.0% 1 2.0 0.3 2
107 １００．廻－仁位 1 廻 - 仁位 13.1 7:55 4 0 0.0% 1 4.0 2.8 3
108 １００．廻－仁位 2 仁位 - 廻 13.1 13:15 1 0 0.0% 1 1.0 0.7 1
109 １０１．仁位-小鹿 2 小鹿 - 仁位 26.4 7:20 2 0 0.0% 1 2.0 0.8 2
110 １０１．仁位-小鹿 1 仁位 - 小鹿 26.4 14:35 3 1 33.3% 1 3.0 1.0 3
111 １０１．仁位-小鹿 2 小鹿 - 仁位 26.4 15:30 1 0 0.0% 1 1.0 0.4 1
112 １０１．仁位-小鹿 1 仁位 - 小鹿 26.4 18:00 1 0 0.0% 1 1.0 0.4 1
113 １０２．三根-志越 1 三根診療所前 - 志越 18.8 8:30 1 1 100.0% 1 1.0 0.6 1
114 １０２．三根-志越 2 志越 - 三根診療所前 18.8 9:05 1 0 0.0% 1 1.0 0.2 1
115 １０２．三根-志越 1 三根診療所前 - 志越 18.8 11:24 3 1 33.3% 1 3.0 0.9 2
116 １０２．三根-志越 2 志越 - 三根診療所前 18.8 12:00 2 0 0.0% 1 2.0 0.9 2
117         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 20.7 8:00 2 0 0.0% 1 2.0 0.9 2
118         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 20.7 12:30 7 1 14.3% 1 7.0 3.8 6
119         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 23.3 14:00 2 1 50.0% 1 2.0 1.2 2
120         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 20.7 17:40 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0

最大車内人数
10人未満（ジャンボタクシー）　　（便数：125/142、割合88.0%）
10～30人（小型バス）　　（便数：16/142、割合11.3%）
31人以上（大型バス）　　（便数：1/142、割合0.7%）

出発時刻
月間乗降者数  週間運行

回数
 １便あたり
乗降者数

平均乗車
密度

 最大車内
人数

番号 系　統 区分
ルート  キロ程

（㎞）

資料）乗降調査（平成 26 年 5月 25 日～31 日(7 日間)）を基に作成

図表 路線別・便別最大車内乗車人員（土曜） 
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図表 路線別・便別最大車内乗車人員（日曜） 

起　点 経過地 終　点  総 数 ｳﾁ FP FP率
1 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 12:20 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
2 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 13:10 4 2 50.0% 1 4.0 3.4 4
3 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 13:25 1 1 100.0% 1 1.0 0.8 1
4 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 13:40 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
5 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 14:20 1 1 100.0% 1 1.0 1.0 1
6 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 15:10 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
7 １．白土－（厳中前）－厳原 2 厳原 厳中前 白土 4.6 16:17 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
8 １．白土－（厳中前）－厳原 1 白土 厳中前 厳原 4.6 17:20 1 0 0.0% 1 1.0 0.8 1
9 ２．雞知宮－（根緒）－厳原 1 雞知宮前 根緒 厳原 9.6 7:45 15 14 93.3% 1 15.0 13.2 15
10 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 2 厳原病院 雞知宮前 対馬空港 15.0 7:50 2 0 0.0% 1 2.0 0.7 2
11 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原病院 15.0 8:50 5 0 0.0% 1 5.0 2.8 5
12 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原病院 15.0 10:20 8 4 50.0% 1 8.0 3.6 7

13 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原病院 15.0 16:35 5 2 40.0% 1 5.0 1.9 4
14 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 2 厳原病院 雞知宮前 対馬空港 15.0 17:20 12 6 50.0% 1 12.0 3.8 11
15 ３．対馬空港－（雞知宮前）－厳原 1 対馬空港 雞知宮前 厳原 15.0 19:40 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
16 ４．厳原-犬吠 1 厳原 犬吠 22.0 16:20 4 2 50.0% 1 4.0 1.6 3
17 ５．鶏知宮前-対馬高校・桟橋-厳原 1 鶏知宮前 対馬高校・桟橋 厳原 11.2 7:00 2 2 100.0% 1 2.0 1.2 2
18 ５．鶏知宮前-対馬高校・桟橋-厳原 2 厳原 桟橋・対馬高校 雞知宮前 11.1 7:10 0 0 0.0% 1 0.0 0.0 0
19 ６．厳原病院-対馬高校・樽ヶ浜-対馬空港 1 厳原病院 対馬高校・樽ケ浜 対馬空港 12.6 19:10 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
20 ７．厳原病院-対馬空港 1 厳原病院 対馬空港 13.9 9:45 5 2 40.0% 1 5.0 1.8 4
21 ７．厳原病院-対馬空港 1 厳原病院 バイパス 対馬空港 13.9 14:05 5 5 100.0% 1 5.0 3.4 5
22 ７．厳原病院-対馬空港 1 厳原病院 バイパス 対馬空港 13.9 15:05 2 0 0.0% 1 2.0 1.4 2
23 ７．厳原病院-対馬空港 2 対馬空港 バイパス 厳原病院 15.0 15:30 1 0 0.0% 1 1.0 0.6 1
24 ７．厳原病院-対馬空港 2 対馬空港 バイパス 厳原病院 15.0 18:30 3 3 100.0% 1 3.0 1.0 2
25 ８．高校前－（病院入口）－厳原 2 厳原 病院入口 高校前 3.2 8:05 13 12 92.3% 1 13.0 12.4 13
26 ８．高校前－（病院入口）－厳原 1 高校前 病院入口 厳原 2.8 17:00 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
27 １１．桟橋－厳原 1 桟橋 - 厳原 0.8 14:55 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
28 １６．厳原病院－厳原 2 厳原 - 厳原病院 1.4 8:20 1 1 100.0% 1 1.0 1.0 1
29 １６．厳原病院－厳原 2 厳原 - 厳原病院 1.4 10:55 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
30 １６．厳原病院－厳原 2 厳原 - 厳原病院 1.4 13:35 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
31 １６．厳原病院－厳原 1 厳原病院 - 厳原 1.4 13:40 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
32 １７．厳原病院－（桟橋）-厳原 2 厳原 桟橋 厳原病院 3.0 12:10 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
33 １７．厳原病院－（桟橋）-厳原 1 厳原病院 桟橋 厳原 2.6 13:05 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
34 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 1 浅藻浜 内山 厳原 26.4 7:48 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
35 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 2 厳原 内山 浅藻浜 26.4 14:35 5 0 0.0% 1 5.0 1.4 3
36 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 1 浅藻浜 内山 厳原 26.4 16:30 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
37 １９．浅藻浜－（内山）－厳原 2 厳原 内山 浅藻浜 26.4 17:15 5 1 20.0% 1 5.0 2.1 5
38 ２０．内院－（久和）－厳原 1 浅藻 久和 厳原 27.2 7:08 4 3 75.0% 1 4.0 2.8 4
39 ２０．内院－（久和）－厳原 2 厳原 久和 浅藻 27.2 13:30 2 1 50.0% 1 2.0 1.3 2
40 ２４．対馬空港－（樽ヶ浜）－厳原病院 2 厳原病院 樽ヶ浜 対馬空港 14.8 10:45 8 3 37.5% 1 8.0 3.0 6
41 ２４．対馬空港－（樽ヶ浜）－厳原病院 1 対馬空港 樽ヶ浜 厳原病院 14.8 12:10 12 10 83.3% 1 12.0 5.8 10
42 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 1 赤島 大山・樽ヶ浜・宮前 厳原病院 41.4 7:25 23 5 21.7% 1 23.0 3.4 13
43 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 2 厳原病院 大山・樽ヶ浜・宮前 赤島 40.2 11:55 10 5 50.0% 1 10.0 2.3 5
44 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 1 赤島 大山・樽ヶ浜・宮前 厳原病院 41.4 13:35 8 5 62.5% 1 8.0 1.0 6
45 ２６．赤島－（大山・樽ヶ浜・宮前）－厳原病院 2 厳原病院 大山・樽ヶ浜・宮前 赤島 41.4 15:25 12 10 83.3% 1 12.0 3.9 10
46 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.7 6:30 29 14 48.3% 1 29.0 11.0 21
47 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 7:00 19 11 57.9% 1 19.0 4.9 9
48 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.1 8:35 18 9 50.0% 1 18.0 7.4 15
49 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 11:00 15 8 53.3% 1 15.0 4.6 10
50 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.1 12:55 24 18 75.0% 1 24.0 5.0 13
51 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 13:35 46 31 67.4% 1 46.0 12.0 38
52 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 1 上対馬病院 対馬空港 厳原病院 88.1 16:40 14 14 100.0% 1 14.0 4.7 7
53 ２７．縦貫線（上対馬病院－厳原病院） 2 厳原病院 対馬空港 上対馬病院 88.7 18:15 12 10 83.3% 1 12.0 5.3 10
54 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 2 鶏知宮前 加志 尾崎 19.3 7:00 1 1 100.0% 1 1.0 1.0 1
55 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 1 尾崎 加志 鶏知宮前 19.3 7:40 1 0 0.0% 1 1.0 0.4 1
56 ２９．尾崎－（加志）－雞知宮前 2 鶏知宮前 加志 尾崎 19.3 17:00 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
57 ２８．尾崎－（加志）－雞知宮前 1 尾崎 加志 鶏知宮前 19.3 17:40 1 1 100.0% 1 1.0 1.0 1
58 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 1 黒瀬 竹敷 雞知宮前 9.1 8:10 4 2 50.0% 1 4.0 3.1 4
59 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 2 雞知宮前 竹敷 黒瀬 9.1 12:45 2 0 0.0% 1 2.0 2.0 2
60 ３８．黒瀬－（竹敷）ー雞知宮前 1 黒瀬 雞知宮前 9.1 13:05 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
61 ４３．仁位－（佐保・田）－仁位 1 仁位 佐保・田 仁位 15.5 15:20 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
62 ４３．仁位－（佐保・田）－仁位 1 仁位 佐保・田 仁位 15.5 17:25 1 1 100.0% 1 1.0 0.6 1
63 ４４．仁位－（田・佐保）－仁位 1 仁位 田・佐保 仁位 15.5 7:20 5 1 20.0% 1 5.0 2.9 5
64 ４８．桟橋－（対馬空港）－仁位 2 仁位 対馬空港 桟橋 44.7 6:10 7 6 85.7% 1 7.0 2.3 7
65 ４８．桟橋－（対馬空港）－仁位 1 桟橋 対馬空港 仁位 44.7 19:20 5 4 80.0% 1 5.0 1.1 5
66 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 1 塩浜 浦底 仁位 8.4 7:35 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
67 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 2 仁位 浦底 塩浜 8.4 12:00 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
68 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 1 塩浜 浦底 仁位 8.4 12:30 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
69 ４９．塩浜－（浦底）－仁位 2 仁位 浦底 塩浜 8.4 18:10 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
70 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 2 小鹿 舟志 上対馬病院 24.9 7:07 9 1 11.1% 1 9.0 3.1 9
71 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 1 上対馬病院 舟志 小鹿 24.9 13:02 1 0 0.0% 1 1.0 0.3 1
72 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 2 小鹿 舟志 上対馬病院 24.9 14:00 2 0 0.0% 1 2.0 0.4 2
73 ６４．比田勝－（舟志）－小鹿 1 上対馬病院 舟志 小鹿 24.9 16:30 1 0 0.0% 1 1.0 0.3 1
74 ６５．志多留－（伊奈）－仁田 2 仁田 伊奈 志多留 7.7 13:48 2 1 50.0% 1 2.0 1.2 2
75 ６５．志多留－（伊奈）－仁田 1 志多留 伊奈 仁田 7.7 14:03 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
76 ６６．比田勝－（仁田）－志多留 2 志多留 仁田 上対馬病院 42.1 7:00 19 18 94.7% 1 19.0 9.3 19
77 ６６．比田勝－（仁田）－志多留 1 上対馬病院前 仁田 志多留 42.1 17:50 7 6 85.7% 1 7.0 1.3 7
78 ６８．仁田－（鹿見）－女連 2 女連 鹿見 仁田 10.3 6:55 1 1 100.0% 1 1.0 0.8 1
79 ６８．仁田－（鹿見）－女連 1 仁田 鹿見 女連 10.3 18:50 1 1 100.0% 1 1.0 0.8 1
80 ６９．比田勝－上対馬高校 1 比田勝 - 上対馬高校 0.4 8:05 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
81 ６９．比田勝－上対馬高校 2 上対馬高校 - 比田勝 0.4 17:55 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
82 ７０．厳原－（安神入口）－安神 1 厳原 安神入口 安神 7.4 7:10 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
83 ７１．安神－（尾浦）－厳原 1 安神 尾浦 厳原 14.3 7:30 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
84 ７１．安神－（尾浦）－厳原 2 厳原 尾浦 安神 14.3 10:00 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
85 ７１．安神－（尾浦）－厳原 2 厳原 尾浦 安神 14.3 13:50 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
86 ７１．安神－（尾浦）－厳原 1 安神 尾浦 厳原 14.3 14:20 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
87 ７１．安神－（尾浦）－厳原 2 厳原 尾浦 安神 14.3 15:20 1 0 0.0% 1 1.0 0.1 1
88 ７１．安神－（尾浦）－厳原 1 安神 尾浦 厳原 14.3 15:50 1 1 100.0% 1 1.0 0.3 1
89 １００．廻－仁位 1 廻 - 仁位 13.1 7:55 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
90 １００．廻－仁位 2 仁位 - 廻 13.1 13:15 1 0 0.0% 1 1.0 0.3 1
91 １０１．仁位-小鹿 2 小鹿 - 仁位 26.4 7:20 21 4 19.0% 1 21.0 6.9 18
92 １０１．仁位-小鹿 1 仁位 - 小鹿 26.4 14:35 7 3 42.9% 1 7.0 2.3 7
93 １０１．仁位-小鹿 2 小鹿 - 仁位 26.4 15:30 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0
94 １０１．仁位-小鹿 1 仁位 - 小鹿 26.4 18:00 2 1 50.0% 1 2.0 1.4 2
95         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 20.7 8:00 5 1 20.0% 1 5.0 2.0 4
96         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 20.7 12:30 6 1 16.7% 1 6.0 3.8 6
97         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 23.3 14:00 3 1 33.3% 1 3.0 1.0 2
98         鰐浦循環 上対馬病院 上対馬病院 20.7 17:40 0 0 #DIV/0! 1 0.0 0.0 0

最大車内人数
10人未満（ジャンボタクシー）　　（便数：84/98、割合85.7%）
10～30人（小型バス）　　（便数：13/98、割合13.3%）
31人以上（大型バス）　　（便数：1/98、割合1.0%）

 週間運行
回数

 １便あたり
乗降者数

平均乗車
密度

 最大車内
人数

番号 系　統 区分
ルート  キロ程

（㎞）
出発時刻

月間乗降者数

資料）乗降調査（平成 26 年 5月 25 日～31 日(7 日間)）を基に作成
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（４）経営状況 

 

①路線バスの収支状況 

 路線バスの収支状況をみると、平成 20 年で▲151 百万円であった経常赤字は、減便

等による費用削減により、平成24年度では▲125百万円と17％の改善が見られていた。 

 こうした中、平成 24 年度からは定額フリーパスポートによる収入増加効果もあり更

なる経常赤字の削減が期待されたが、平成 25 年度からの空港シャトルバスの導入等の

影響を受け費用も増加し、平成 26 年度は▲150 百万円と平成 20 年度の赤字水準まで逆

戻りした状況となっている。なお、費用に占める収入の割合は平成 20 年度の 39％から

減少傾向にあり、収支バランスは悪化の傾向にあるといえる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②市営バスの収支状況 

 市営バスの収支状況をみると、平成 22 年度からの路線増加にともに、収入が 2 百万

円前後、費用が23百万円程度で推移し、収支は20百万円程度の経常赤字が続いている。

費用に占める収入の割合は 10％前後となっており、収支率は路線バスの半分程度であ

ることが窺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 路線バスの収支状況（千円） 

資料）運行実績を基に作成
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資料）運行実績を基に作成

図表 平成 20 年度を 100 とした場合の動向 

資料）運行実績を基に作成 資料）運行実績を基に作成

図表 市営バスの収支状況（千円） 図表 平成 20 年度を 100 とした場合の動向 
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③乗合タクシーの収支状況 

 乗合タクシーの収支状況をみると、収入は増加傾向、費用は減少傾向にあり、経常収

支は平成 23 年度の▲4,943 千円から平成 25 年度では▲4,369 千円まで改善している。

費用に占める収入の割合は 20％前後となっており、収支率は市営バスの 2 倍程度であ

ることが窺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④収支まとめ（路線バス・市営バス・乗合タクシーの合計） 

 路線バス、市営バス、乗合タクシーをあわせた収支状況をみると、収入は定額フリーパスポ

ートの導入に伴い平成 24 年度以降増加しているが、費用も増加傾向にあり、結果として平成

25 年度の経常赤字は▲167 百万円と過去 5 年間で最も悪い状況となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）運行実績を基に作成 資料）運行実績を基に作成

図表 乗合タクシーの収支状況（千円） 図表 平成 20 年度を 100 とした場合の動向 
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資料）運行実績を基に作成

図表 路線バス・市営バス・乗合タクシーの収支状況（千円） 図表 平成 20 年度を 100 とした場合の動向 
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（５）路線別収支状況 

 路線バス 38 路線の収支状況を路線毎にみると、経常赤字額が 1 千万円を超える路線系統

は、空港シャトル線（21）、赤島線（26）、縦貫線（27）の3路線であり、5百万円を超える路線は

浅藻浜線（20）など 8 路線である。キロ当たりの経常収支をみると、桟橋線（11）、志多留線

（62）で▲250 円/km を超えるのを筆頭に、▲200 円/km 以上の路線は全体の 50％にあたる

19 路線となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）平成 26 年度運行実績を基に作成

図表 平成 26 年度路線別収支状況 

系統

番号
路線名
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収支率 20％未満 

図表 平成 26 年度路線別収支状況 

全体的に▲200 円
/Km 以上の採算性
が悪い路線が多い 

全体的に▲200 円
/Km 以上の採算性
が悪い路線が多い 
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図表 平成 26 年度路線別最大車内乗車人員 

土日を中心に、最
大乗車人員が 9 人
未満の低需要路線
が多い 

土日を中心に、最
大乗車人員が 9 人
未満の低需要路線
が多い 

大部分が最大乗車
人員が 9 人未満の
低需要路線 
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モード 
単位コスト 

（H26 度） 
メリット デメリット 経営状況等からみた課題整理 

路線バス 251.6 円/km 

定時定ルート運行で不特定

多数の利用者を移送するこ

とが可能。 

需要に関係なく運行が必要であ

り、利用者が少ない場合は赤字

額が増大。 

対馬交通（株）による経営。市が経常赤字を補填する事業スキームで、年間

補助額は国、県、市合わせて 1 億 5 千万円程度。 

路線やエリアにより利用率や収支率が大きく異なるため、需要に応じた路線

再編や他モードへの転換（市営や乗合タクシー等）、更には不定期運行（曜日

運行等）の可能性を検討する必要がある。 

特に、仁田、三根、仁位の西部の支線や厳原南部の支線については収支率・

利用者数ともに低迷していることから見直しが急務である。 

市営バス 

（スクールバス 

一般有償混乗

含む） 

234.5 円/km 

路線バスに比べ運行コスト

が 7％安価。スクールバスと

路線バスの重複区間にお

いては、市営バス化するこ

とで、同一運転手・同一車

輌による運行が可能とな

り、人件費削減となる。 

スクールバスと連動した運行が

行われている場合、生徒数や学

校の統廃合により運行が左右さ

れる。 

道路運送法第 78 条による市町村有償運送。スクールバス用として購入した

車輌を用い、運行を対馬交通（株)へ委託。 

基本的にはスクールバス運行後の空き時間（昼間）を市営バスとして運行す

る形態。スクール時間帯も必要に応じ一般混乗方式を導入。 

スクールバス運行路線と路線バスが重複する区間については市営バスへの

転換を検討する必要がある。 

スクールバス ‐ 
普通交付税の対象となり市

の費用負担が発生しない。 

生徒数や学校の統廃合により運

行が左右される。 

小中学校の児童生徒の通学のための運行。市所有の車輌を利用した運行

で、運行費用は普通交付税の対象となり、市の実質負担は発生しない。 

スクールバス運行時間帯に一般利用ニーズが重なる場合は、一般混乗（市

営）方式の導入を検討する必要がある。 

乗合タクシー 

（セダン） 

119～125 円/km 

（ジャンボ） 

186～194 円/km 

予約制のため需要に応じた

運行が可能であり、定期運

行路線バスに比べ総コスト

が安価となる。 

利用するには電話予約が必要。

利用者が固定化されるケースが

多い。 

運行可能な範囲にタクシー事業

者が存在することが条件。回送

費用が生じる場合は路線バスよ

りも割高となる場合もある。 

対馬タクシー協会に委託。予約制の乗合タクシーで需要に応じた柔軟な運行

が可能。３路線中１路線についてフィーダー系統国庫補助路線として運行。 

需要が少ない地域やバス車輌では走行が困難な路線が多い地域に適してい

るが、タクシー事業者が存在する厳原、美津島、比田勝エリア以外は導入が

困難なモード。この場合は、過疎地有償運送などの地域で支えあう仕組みづ

くりの検討が必要。 

（６）輸送状況・収支状況からみたモード別課題整理 
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（７）交通空白地域の状況 （バス路線から 500m 以遠の集落） 

 

 

 

 

西津屋 

田ノ浜 

町田 

銘 

《北部地区》 

中山 
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  《南部地区》 

緒方 

畠浦 

緒方 
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（８）車輌の状況 

 

対馬交通（株）が乗合事業で利用している車輌は、平成 24 年度から平成 26 年度にお

いて、長崎県の離島バス再生事業により 5 台を更新したが、その他の約半数のバスは

20 年以上を経過した老朽車輌である。利用可能年数については整備状況等により様々

であるが、仮に経過年数 25 年を耐用年数とし、その後 3年以内（最長 28 年目）で車輌

を廃止すると仮定した場合、現状の 38 台体制を維持するためには今後 15 年間で 27 台

の新規投入が必要となる。 

今後、国の制度改正や長崎県の補助事業等を踏まえつつ、必要な車輌更新台数と更新

スキームについて、事業者･行政が一体となった検討が必要である。 

 

 図表 対馬交通車輌一覧（路線バス用）と更新時期 

     25 年目（対応年数）  検討期間（3年）  使用限度（4年目）       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）対馬交通資料を基に作成 

 

車番 登録番号 初年度登録日 経過年数 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45

1 長崎２２７か７０ 平成24年12月12日 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

2 長崎２２７か７１ 平成24年12月12日 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

3 長崎２２７か９１ 平成26年3月20日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

23 長崎２２く１３６ 平成1年10月25日 25 26 27 28

25 長崎２２く１３７ 平成2年2月14日 25 26 27 28

28 長崎２２く１４４ 平成3年2月12日 24 25 26 27 28

30 長崎２２く１４５ 平成3年2月14日 24 25 26 27 28

31 長崎２２く１４６ 平成3年2月15日 24 25 26 27 28

35 長崎２２く１５１ 平成4年2月5日 23 24 25 26 27 28

36 長崎２２く１５６ 平成4年5月19日 23 24 25 26 27 28

38 長崎２２く１６０ 平成5年2月17日 22 23 24 25 26 27 28

111 長崎２２く１５３ 平成4年2月5日 23 24 25 26 27 28

112 長崎２２く１６４ 平成6年2月14日 21 22 23 24 25 26 27 28

120 長崎２２く１７３ 平成8年2月16日 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

170 長崎２２え６４ 平成5年12月24日 21 22 23 24 25 26 27 28

171 長崎２２え６５ 平成7年3月9日 20 21 22 23 24 25 26 27 28

172 長崎２２え６６ 平成8年2月19日 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

173 長崎２２え６７ 平成9年2月17日 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

175 長崎２２え６８ 平成9年2月17日 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

176 長崎２２え７２ 平成10年2月19日 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

151 長崎２２７あ１１ 平成13年2月15日 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

181 長崎２２７あ１5 平成16年2月12日 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

21 長崎２２く１３３ 平成1年2月15日 26 27 28

33 長崎２２く１５２ 平成4年2月5日 23 24 25 26 27 28

106 長崎２２く１２９ 昭和63年4月28日 27 28

117 長崎２２く１６９ 平成7年8月9日 20 21 22 23 24 25 26 27 28

118 長崎２２く１７１ 平成8年1月24日 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

126 長崎２２え７１ 平成10年2月19日 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

152 長崎２２７あ１２ 平成13年2月15日 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

178 長崎２２え７５ 平成11年2月18日 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

5 長崎２２７か９２ 平成26年3月20日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

37 長崎２２７か１９ 平成5年2月17日 22 23 24 25 26 27 28

50 長崎２２７か１８ 平成5年2月17日 22 23 24 25 26 27 28

108 長崎２２く１３４ 平成1年2月15日 26 27 28

115 長崎２２く１６８ 平成7年2月17日 20 21 22 23 24 25 26 27 28

121 長崎２２く１７４ 平成8年2月19日 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

123 長崎２２え６９ 平成9年2月20日 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

177 長崎２２え７３ 平成10年2月19日 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

38 38 36 34 31 28 25 24 22 19 16 14 13 13 11 11 11 10 10 10車輌台数

７台程度 12台程度 8台程度 1台程度
38台を維持する場合の新規導入台数
（路線効率化により台数削減は可能）

上

県

営

業

所

厳

　
　
　
原

　
　
　
営

　
　
　
業

　
　
　
所

豊

玉

営

業

所
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（９）運行体制 

 

路線バスの運行に加え、市営バスやスクールバ

スの運行業務を受託している対馬交通（株）の平

成 26 年 2 月現在の組織体制（貸切除く）は、乗

務員 47 名など全体で 90 名体制となっている。 

対馬交通（株）では、正規職員の定年退職は満

65 歳の誕生日であり、その後は 71 歳まで嘱託職

員としての雇用が可能となっている。この条件下

で人員補充無しでのシミュレーションを行った

ところ、組織人員は平成 35年から 70人を下回り、

その後は急速に減少を続け、平成 45 年には 30 人

を下回る結果となる。この場合、人件費総額は現

在の2億円から6千万円程度まで70％以上減少す

ることになる。 

この結果はあくまで人員補充無しでの結果で

あり、実際はスクールバスや市営バスの業務委託

を遂行するための人員は必要であることから、今

後の路線効率化とあわせ、効率的な人員体制を構

築する必要がある。 

 

  
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 平成 26 年度対馬交通（株）運行体制 

役職・業種 人数  

役員 9  

乗務員 47 

臨時乗務員 10 

事務員 8 

ガイド 4 

整備工 4 

清掃員 6 

パート 2 

合計 90  

図表 人員体制・人件費の推移（左軸：人員（人）、右軸：人件費（千円）） 
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資料）対馬交通（株）資料を基に作成
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①鰐浦循環線 

②伊奈線 

②伊奈線 

③鹿見線 

④青海線 

⑤小綱循環線 

⑥仁位・小鹿線 ⑦仁位・廻線 

⑧竹敷線 

⑨尾崎線 

⑩上槻線 

⑪浅藻浜線 ⑫浅藻線 

⑬安神線 

⑭舟志・小鹿線 

３．市営バス・スクールバスの活用検討 
（１）スクールバス混乗検討路線の洗い出し 

スクールバスの一般混乗は、運航費用に

交付税措置が行われるため費用削減効果

が高く、路線バスの代替手段としての優先

順位は高い。 

平成 26 年 12 月末時点で、路線バスとス

クールバスが並走する路線は全 11 路線で

あり、以降に示す検討の結果、内 8 路線に

ついては一般混乗の可能性があり、次年度

の再編実施計画段階での詳細検討が求め

られる。スクール一般混乗については、路

線廃止やルート変更による運行距離削減

に伴う費用削減効果とともに、路線バスの

空白時間帯（昼間など）での運行による利

便性向上効果の両面が期待されることか

ら、今後、小中学生の通学に加え高校生の

通学便としての利用状況等を踏まえた詳

細検討を行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どんなメリットがあるか？

〔現在〕

学校

病院

同時間帯に”２台”のバスが運行

（スクールバス）
※交付税措置

（路線バス※赤字補填）

地域の
中心部

自宅

学校

病院

スクール混乗と路線バス廃止と市営バスの導入

（スクールバス混乗）
※交付税措置

地域の
中心部

自宅 昼間は市営バス
として運行

〔将来〕

※１台の車輌で対応が可能となり
路線バスのドライバー１名が削減

図表 スクール混乗検討路線 

図表 スクール混乗検討路線の現状（平成 26 年度） 

系統

番号
路線名 平日 土曜 日曜 平日 土曜 日曜 平日 土曜 日曜

【市営バス（４路線）】
区間距離

(km)

運行

回数(回)
平日 土曜 日曜 平日 土曜 日曜 平日 土曜 日曜

▲ 199 21%

▲ 114 55%

▲ 6,468

▲ 147 42%

19%▲ 204

16%▲ 211

▲ 2,079

8,983

▲ 225 11%▲ 8,586

2.2 2.8 3.5 1.1 1.5 1.7 11 6 6

1.6 2.5 0.5 0.8 1.8 0.2 4 3 113.1

22.1 4.0

1.0

市４

市１

運行

回数(回)

区間距離

(km)

経常費用

(千円)

経常収益

(千円)

輸送人員

（人）

実車走行

キロ(km)

経常損益

(千円)

売上高

利益率

（20％未満

着色）

キロ当たり

経常収支

（円km）

１便あたり乗降者数（人） 平均乗車密度（人） 最大車内人数（人）【路線バス（３９路線）】

4

56

37

10

1.9 2.1

0.92.9

1.9

1.7

3.0

2.53.5

3.03.1

3.6

20

19

72

71

70

68

66

64

44

43

38

28

2.5

19.2

26.4

15.5

15.5

9.6

19.3

2.0

1.0

1.0

2.0

2.0

3.0

3.0

32,475

38,2272.0

2.0

2,8676,888

28,371 2,985

03,729

30,485 1,552 7,670 ▲ 7,198

▲ 1,8291,876

7.0

14.3

10.3

10.3

42.1

24.9 4.0

0.5

16,253

35,705
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（２）スクールバス混乗検討 

 

①鰐浦循環線 （市営バス） 

スクール一般混乗の導入は困難 

《検証結果》 

・ 鰐浦循環線の運行はスクールバス車輌を利用したものであり、既に効率化が図られ

ている。 

・ 運行ダイヤが 30 分程度異なり、また、循環線は縦貫線との接続を考慮したダイヤ設

定であることから変更は困難。一般混乗の難易度は高い。 

 

 
発地 着地 

出発地点 路線バス スクールバス 出発地点 路線バス スクールバス

往路 鰐浦 8：10 7：25 比田勝 8：37 7：58 

復路 比田勝 17：41 

15：20 

16：05 

18：15 

18：45 

鰐浦 18：07 

15：53 

16：38 

19：02 

18：32 

 

 

②伊奈線 （H26 度収支▲7,198 千円） 

ア）志多留—仁田区間 

路線バス代替は困難だが、スクール一部を混乗とすることで利便性向上の可能性あり 

《検証結果》 

・ 路線バスの往路は上対馬高校生の通学バスとして利用。ダイヤの変更は困難であり、

一般混乗の難易度は高い。 

・ 復路はダイヤ編成上は調整可能性はあるが、往路始発が志多留であることから、回

送運送が発生し費用削減効果は低い。 

・ 但し、仁田発 17：20 の志多留方面行きを一般混乗にすると、比田勝方面からの縦貫

線比田勝 16：40 発・仁田着 17：27 に接続可能となり利便性向上に寄与する可能性

があることから、次年度の再編実施計画段階での詳細検討が求められる。 

 

 

 
発地 着地 

出発地点 路線バス スクールバス 出発地点 路線バス スクールバス

往路 志多留 7：00 7：40 仁田浜 7：13 7：57 

復路 仁田 18：49 

17：20 

18：00 

18：30 

19：00 

志多留 19：04 

17：41 

18：21 

18：41 

19：21 

■縦貫線比田勝 16：40 発・仁田着 17：27 に接続可能性あり 
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イ）湊—佐須奈間 

路線バス代替は困難であるが、スクール一部を混乗とすることで利便性向上の可能性あり 

《検証結果》 

・ 現在の伊奈線は、佐護の高校生の通学のため経由便となっているが、仮に往路をス

クール混乗とした場合、ダイヤの微調整で乗り継ぎが可能となり、運行距離の短縮

に伴う費用削減効果が見込める。 

・ 復路は路線バスとスクールバスの時間帯が異なるため、路線廃止の難易度は高いが、

復路スクール１便 15：46、2 便 16：56 を混乗とした場合、縦貫線の厳原行き 13：

52 や比田勝行き 13：05、15：40 の接続便としての活用が可能となり、利便性向上

に寄与する可能性がある。 

・ 以上より費用削減や利便性向上に寄与する可能性があることから、次年度の再編実

施計画段階での詳細検討が求められる。 

 

 
発地 着地 

出発地点 路線バス スクールバス 出発地点 路線バス スクールバス

往路 湊 7：37 7：15 佐護 7：30 7：29 

復路 佐護 18：34 

15：46 

16：56 

19：16（夏）

18：46（冬）

湊 18：27 

16：00 

17：10 

19：30（夏）

19：00（冬）

《往路》：路線バスの佐護—佐須奈間をショートカットすると、佐護 7：30－佐須奈 7：43 

《縦貫線》：比田勝方面からの佐護到着ダイヤ①7：02、②9：07、③13：52、④17：12 

       厳原方面からの佐須奈到着ダイヤ①8：57、②13：05、③15：40、④20：20  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経由廃止 

高校生はスクール混

乗 で 佐 護 へ （ 7 ： 29

着）。7：30 の伊奈線に

乗り換え 

（見直しイメージ） 

《現在》 《将来》 

経由変更により 8ｋｍ/日短縮 
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③鹿見線 （H26 度収支▲1,829 千円） 

方向が逆のため路線バスの代替は不可能であるが、三根方面のアクセス便としての活用は可能

《検証結果》 

・ 鹿見線は仁田方面への北上ルートである一方、スクールバスは三根方面への南下ル

ートのため路線バスと代替路線としての活用は不可能。 

・ ただし、スクール混乗とすることで、現在は移動手段が無い三根方面のアクセス便

として利便性向上に寄与する可能性があることから、次年度の再編実施計画段階で

の詳細検討が求められる。 

 

④青海線 （H26 度収支▲1,481 千円） 

スクールバスのダイヤ変更により混乗化の可能性はあるが、難易度は高い 

《検証結果》 

・ 青海線 2 便は縦貫線厳原方面 4 便と接続しており変更は困難。スクールバスの調整

次第では可能性もあるが難易度は高い。 

 

 
発地 着地 

出発地点 路線バス スクールバス 出発地点 路線バス スクールバス

復路 三根 17：45 
15：30 

16：30 
木坂 17：57 

15：42 

16：42 

 

⑤小綱循環線 （H26 度収支▲4,231 千円） 

ダイヤ的には調整可能範囲。今後詳細検討に 

《検証結果》 

・ ダイヤ的には調整可能な範囲であり、次年度の再編実施計画段階での詳細検討が求

められる。 

 

 
発地 着地 

出発地点 路線バス スクールバス 出発地点 路線バス スクールバス

往路 仁位 17：25 
17：16 

18：31 
佐保 17：36 

17：25 

18：41 

 

⑥仁位・小鹿線 （市営バス委託料） 

ア）東部中学校・東小学校 

往路と復路 1 便はダイヤ的には調整可能 

《検証結果》 

・ 路線バス往路と復路１便については、スクールバスとダイヤの時間差が 10 分以内と

小さく混乗可能性がある。ただし、路線バスは縦貫線との接続を考慮したダイヤで

あり、スクールバスのダイヤ変更が実施できるかどうかが課題となる。 

・ 復路 2便目については時間差が少なく混乗可能性はある。 

・ 以上より次年度の再編実施計画段階での詳細検討が求められる。 
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発地 着地 

出発地点 路線バス スクールバス 出発地点 路線バス スクールバス

往路 小鹿 7：20 
7：28 

7：35 
佐賀 7：39 

7：46 

7：48 

復路 佐賀 
15：03 

18：28 

15：15 

16：30 
小鹿 

15：22 

18：47 

15：33 

16：53 

18：48（回送）

 

イ）曽スクール 

往路と復路 1 便はダイヤ的には調整可能 

《検証結果》 

・ 往路の時間差は 18 分程度であるが、路線バスが縦貫線との接続を考慮したダイヤ設

定であるため変更は困難でスクールバスとの調整が課題。難易度は高い。 

・ 復路については、路線バス 2便目とスクール 2 便目のダイヤがほぼ同時刻であり一

般混乗の可能性があることから、次年度の再編実施計画段階での詳細検討が求めら

れる。 

 

 
発地 着地 

出発地点 路線バス スクールバス 出発地点 路線バス スクールバス

往路 位の端 7：48 7：30 仁位 8：07 7：50 

復路 仁位 
14：35 

18：00 

17：00 

18：00 

18：30 

位の端 
14：54 

18：19 

17：20 

18：20 

18：50 

 

⑦仁位・廻線 （市営バス委託料） 

路線バスは縦貫線との接続を意識したダイヤ。スクールバスの調整次第で可能性あり 

《検証結果》 

・ 現在の路線バスダイヤは縦貫線との接続を意識したものであり、路線バスのダイヤ

を変更することは難易度が高い。一般混乗の導入にはスクールバスのダイヤを変更

する必要があるが、次年度の再編実施計画段階での詳細検討が求められる。 

 

 
発地 着地 

出発地点 路線バス スクールバス 出発地点 路線バス スクールバス

往路 廻 7：40 7：25 仁位 8：06 7：50 
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⑧竹敷線  （H26 度収支▲1,859 千円） 

路線全体のスクール混乗は難易度が高い。路線バスのスクールバス化も含め検討が必要 

《検証結果》 

・ 竹敷線は主に小中学生の通学目的で運行されている路線バスである。 

・ 往路の路線バスとスクールバスとの時間差は少なく、ダイヤ的には調整可能な範囲

内であるといえる。 

・ 復路は 1 便目 15 時台が同時間帯の運行であるため可能性はあるが、その後の 2 便目

は 40 分程度、3便目が 1 時間程度の時間差があり難易度は高い。 

・ 以上のとおり全体をスクール混乗に代替することは困難であるが、路線バスのスク

ールバス転換も含め次年度の再編実施計画段階での詳細検討が求められる。 

 

 
発地 着地 

出発地点 路線バス スクールバス 出発地点 路線バス スクールバス

往路 昼ヶ浦入口 
7：27 

15：42 

7：10 

15：55 
雞知宮前 

7：45 

15：54 

7：40 

16：25 

復路 雞知宮前 

15:20 

16:20 

17:30 

15:20 

17:00 

18:35 

昼ケ浦入口

15:38 

16:38 

17:48 

15:50 

17:30 

19:05 

 

⑨尾崎線 （H26 度収支▲5,235 千円） 

往路はダイヤ的には調整可能範囲。復路はスクール混乗は困難 

《検証結果》 

・ 往路は、路線バスとスクールバスとの時間差は少なく、ダイヤ的には調整可能な範

囲内であり、次年度の再編実施計画段階での詳細検討が求められる。 

・ 復路は 1 時間程度の時間差があり、難易度は高い。 

 

 
発地 着地 

出発地点 路線バス スクールバス 出発地点 路線バス スクールバス

往路 尾崎 
7：05 

7：40 
7：10 雞知宮前 

7：40 

8：15 
7：45 

復路 雞知宮前 
16：20 

17：25 

15：20 

18：05 

18：35 

19：05 

尾崎 
16：55 

18：00 

15：55 

18：40 

19：10 

19：40 

 

⑩上槻線 （H26 度収支▲6,335 千円） 

瀬—豆酘のスクール車輌を利用した市営バス導入と 

浅藻浜線のダイヤ変更により廃止は可能 

《検証結果》 

・ 上槻の対馬高校生の通学便となっている上槻線であるが、瀬―豆酘のスクールバス

車輌を利用し上槻―瀬の市営バス路線を開設するとともに、浅藻線を 50 分程度早発

することが可能であれば、上槻線の廃止は理論上可能となる。この場合、浅藻の高

校生が対馬高校に路線バスで通学可能となるメリットもある。以上より、次年度の

再編実施計画段階での詳細検討が求められる。 
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⑪浅藻浜線 （H26 度収支▲8,586 千円） 

ア）内山—久田間 

内山—久田スクールの混乗可能性については、上槻線と一体で今後詳細検討が必要 

《検証結果》 

・ 前述した上槻線と一体となった再編の中で、仮に浅藻浜線を現状より 50 分早発した

場合、内山―久田間のスクールバスとの時間差は現在よりも小さくなる。次年度の

再編実施計画段階での詳細検討が求められる。 

 

 
発地 着地 

出発地点 路線バス スクールバス 出発地点 路線バス スクールバス

往路 内山 8：15 7：36 久田 8：29 7：53 

復路 久田 
14：40 

17：20 
15：10 内山 

14：54 

17：34 
15：26 

 

イ）瀬—豆酘、浅藻—豆酘間  

往路は上槻線の一体再編を行う場合は一般混乗の導入は困難 

《検証結果》 

・ 往路は路線バスとスクールバスとの時間差は少なく、ダイヤ的には調整可能な範囲

内である。ただし、前述した上槻線の一体再編に伴い浅藻浜線を 50 分早発にする場

合は難易度が高くなる。 

・ 復路は 1 便目で 30 分程度、2便目で 50 分程度の時間差があり難易度が高い。 

 

 
発地 着地 

出発地点 路線バス スクールバス 出発地点 路線バス スクールバス

往路 浅藻浜 7:48 7:45 瀬 8:07 8:04 

復路 瀬 
15:02 

17:42 

15:30 

16:30 

17:15 

18:30 

浅藻浜 
15:21 

18:01 

15:49 

16:49 

17:34 

18:49 

 

⑫浅藻線 （H26 度収支▲6,468 千円） 

往路は混乗可能性あり。復路は調整が必要 

《検証結果》 

・ 往路は路線バス、スクールバスの時間差が小さく、ダイヤ編成上は混乗可能性があ

るが、路線バスを廃止した場合、久田―厳原間については市営バスとしての運行が

別途必要となる。 

・ 復路は路線バス 1便目 13 時台がスクールバスのダイヤ調整が不可能であるが、2便

目の 17 時台については調整可能な範囲といえる。次年度の再編実施計画段階での詳

細検討が求められる。 
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発地 着地 

出発地点 路線バス スクールバス 出発地点 路線バス スクールバス

往路 内院 7：26 7：21 久田 7：59 7：56 

復路 久田 
13：35 

17：35 

15：10 

16：10 

18：30 

浅藻 
14：24 

18：24 

15：44 

16：44 

19：06 

 

⑬安神線 （H26 度収支▲7,680 千円） 

出発時刻の調整が必要 

《検証結果》 

・ 内山－久田間のスクールバスは、

安神入口－安神間、尾浦入口－

尾浦間を走行しておらず、仮に

走行した場合、往路及び復路と

もに終点到着が 20分程度遅くな

るため、出発時刻の繰り上げの

検討が必要となる。 

・ 安神・尾浦のニーズも含め次年

度の再編実施計画段階での詳細

検討が求められる。 

 

 
発地 着地 

出発地点 路線バス スクールバス 出発地点 路線バス スクールバス

往路 
（路）安神 

（ス）内山 
7:30 7:36 久田 7:52 7:53 

復路 久田 
13:55 

15:25 

15:10 

19:00 

（路）安神 

（ス）内山 

14:17 

15:47 

15:26 

19:16 

 

⑭舟志・小鹿線  （H26 度収支▲7,169 千円） 

現状では時間差が大きく一般混乗化は困難 

《検証結果》 

・ 現状では時間差が 1 時間以上と大きく、一般混乗の難易度は高い。 

 

 
発地 着地 

出発地点 路線バス スクールバス 出発地点 路線バス スクールバス

復路 小鹿 14：00 

15：33 

16：53 

18：48 

琴 14：13 

15：46 

17：06 

19：01 

 

内山 

安神入口 

尾浦入口 

久田 

安神 

尾浦 

7：36 

7：53 7：52 

7：30 

7：36 

7：44 

7：48 

※スクールバスは安神入口と尾浦入口は通過

 

図表 スクールバスと路線バスのルート 
（黒：スクール、青：路線バス） 
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（検証結果まとめ） ※（可能性評価：○次年度詳細検討 △難易度高 ×現時点で困難） 

路線名・検討結果要旨 
H26 

収支 
詳 細 

可能性

評価 

①鰐浦循環線 

スクール一般混乗の導入は困難 

市営 

委託 

・ 鰐浦循環線の運行はスクールバス車輌を利用したものであ

り、既に効率化が図られている。 

・ 運行ダイヤが 30 分程度異なり、また、循環線は縦貫線との接

続を考慮したダイヤ設定であることから変更は困難。一般混

乗の難易度は高い。 

× 

②伊奈線 

ア）志多留—仁田区間 

路線バス代替は困難だが、スク

ール一部を混乗とすることで利

便性向上の可能性あり 

7,198 

・ 路線バスの往路は上対馬高校生の通学バスとして利用。ダイ

ヤの変更は困難であり、一般混乗の難易度は高い。 

・ 復路はダイヤ編成上は調整可能性はあるが、往路始発が志多

留であることから、回送運送が発生し費用削減効果は低い。

・ 但し、仁田発 17：20 の志多留方面行きを一般混乗にすると、

比田勝方面からの縦貫線比田勝 16：40 発・仁田着 17：27 に

接続可能となり利便性向上に寄与する可能性があることか

ら、次年度の再編実施計画段階での詳細検討が求められる。

○ 

②伊奈線 

イ）湊—佐須奈間 

路線バス代替は困難であるが、

スクール一部を混乗とすること

で利便性向上の可能性あり 

・ 現在の伊奈線は、佐護の高校生の通学のため経由便となって

いるが、仮に往路をスクール混乗とした場合、ダイヤの微調

整で乗り継ぎが可能となり、運行距離の短縮に伴う費用削減

効果が見込める。 

・ 復路は路線バスとスクールバスの時間帯が異なるため、安易

な統廃合は困難であるが、復路スクール１便 15：30 を混乗と

した場合、縦貫線の厳原行き 13：39 と比田勝行き 13：18 の

接続便としての活用可能性がある。 

・ 以上より費用削減や利便性向上に寄与する可能性があること

から、次年度の再編実施計画段階での詳細検討が求められる。

○ 

③鹿見線 

方向が逆のため路線バスの代替

は不可能であるが、三根方面の

アクセス便としての活用は可能 

1,829 

・ 鹿見線は仁田方面への北上ルートである一方、スクールバス

は三根方面への南下ルートのため路線バスと代替路線として

の活用は不可能。 

・ ただし、スクール混乗とすることで、現在は移動手段が無い

三根方面のアクセス便として利便性向上に寄与する可能性が

あることから、次年度の再編実施計画段階での詳細検討が求

められる。 

○ 

④青海線 

スクールバスのダイヤ変更によ

り混乗化の可能性はあるが、難

易度は高い 

1,481 
・ 青海線2便は縦貫線厳原方面4便と接続しており変更は困難。

スクールバスの調整次第では可能性もあるが難易度は高い。
△ 

⑤小綱循環線 

ダイヤ的には調整可能範囲。 

今後詳細検討に 

4,231 
・ ダイヤ編成上は調整可能な範囲であり、次年度の再編実施計

画段階での詳細検討が求められる。 
○ 

⑥仁位・小鹿線 

ア）東部中学校・東部小学校 

往路と復路 1 便はダイヤ的には

調整可能 

市営 

委託 

・ 路線バス往路と復路１便については、スクールバスとダイヤ

の時間差が 10 分以内と小さく混乗可能性がある。ただし、路

線バスは縦貫線との接続を考慮したダイヤであり、スクール

バスのダイヤ変更が実施できるかどうかが課題となる。 

・ 復路 2便目については時間差が少なく混乗可能性はある。 

・ 以上より次年度の再編実施計画段階での詳細検討が求められ

る。 

○ 

⑥仁位・小鹿線 

イ）曽スクール 

往路と復路 1 便はダイヤ的には

調整可能 

・ 往路の時間差は 18 分程度であるが、路線バスが縦貫線との接

続を考慮したダイヤ設定であるため変更は困難でスクールバ

スとの調整が課題。難易度は高い。 

・ 復路については、路線バス 2 便目とスクール 2 便目のダイヤ

がほぼ同時刻であり一般混乗の可能性があることから、次年

度の再編実施計画段階での詳細検討が求められる。 

○ 
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路線名・検討結果要旨 
H26 

収支 
詳 細 

可能性

評価 

⑦仁位・廻線 

路線バスは縦貫線との接続を意

識したダイヤ。スクールバスの

調整次第で可能性あり 

市営 

委託 

・ 現在の路線バスダイヤは縦貫線との接続を意識したものであ

り、路線バスのダイヤを変更することは難易度が高い。一般

混乗の導入にはスクールバスのダイヤを変更する必要がある

が、次年度の再編実施計画段階での詳細検討が求められる。

○ 

⑧竹敷線  

路線全体のスクール混乗は難易

度が高い。路線バスのスクール

バス化も含め検討が必要 

1,859 

・ 竹敷線は主に小中学生の通学目的で運行されている路線バス

である。 

・ 往路の路線バスとスクールバスとの時間差は少なく、ダイヤ

的には調整可能な範囲内であるといえる。 

・ 復路は1便目 15時台が同時間帯の運行であるため可能性はあ

るが、その後の 2 便目は 40 分程度、3 便目が 1 時間程度の時

間差があり難易度は高い。 

・ 以上のとおり全体をスクール混乗に代替することは困難であ

るが、路線バスのスクールバス転換も含め次年度の再編実施

計画段階での詳細検討が求められる。 

○ 

⑨尾崎線 

往路はダイヤ的には調整可能範

囲。復路はスクール混乗は困難 

5,235 

・ 往路は、路線バスとスクールバスとの時間差は少なく、ダイ

ヤ的には調整可能な範囲内であり、次年度の再編実施計画段

階での詳細検討が求められる。 

・ 復路は 1時間程度の時間差があり、難易度は高い。 

○ 

⑩上槻線 

（一般混乗ではなくスクールバス車

輌を利用した市営バス） 

瀬―豆酘のスクール車輌を利用

した市営バス導入と浅藻浜線の

ダイヤ変更により廃止は可能 

6,335 

・ 上槻の対馬高校生の通学便となっている上槻線であるが、瀬

―豆酘のスクールバス車輌を利用し上槻―瀬の市営バス路線

を開設するとともに、浅藻線を 50 分程度早発することが可能

であれば、上槻線の廃止は理論上可能となる。この場合、浅

藻の高校生が対馬高校に路線バスで通学可能となるメリット

もある。以上より、次年度の再編実施計画段階での詳細検討

が求められる。 

○ 

⑪浅藻浜線 

ア）内山—久田間 

内山―久田スクールの混乗可能

性については、上槻線と一体で

今後詳細検討が必要 

8,586 

・ 前述した上槻線と一体となった再編の中で、仮に浅藻浜線を

現状より 50 分早発した場合、内山―久田間のスクールバスと

の時間差は現在よりも小さくなる。次年度の再編実施計画段

階での詳細検討が求められる。 

○ 

⑪浅藻浜線 

イ）瀬—豆酘、浅藻—豆酘間 

往路は上槻線の一体再編を行う

場合は一般混乗の導入は困難 

・ 往路は路線バスとスクールバスとの時間差は少なく、ダイヤ

的には調整可能な範囲内である。ただし、前述した上槻線の

一体再編に伴い浅藻浜線を50分早発にする場合は難易度が高

くなる。 

・ 復路は 1便目で 30 分程度、2便目で 50 分程度の時間差があり

難易度が高い。 

× 

⑫浅藻線 

往路は混乗可能性あり。復路は

調整が必要 

6,468 

・ 往路は路線バス、スクールバスの時間差が小さく、ダイヤ上

は混乗可能性があるが、路線バスを廃止した場合、久田―厳

原間については市営バスとしての運行が別途必要となる。 

・ 復路は路線バス 1 便目 13 時台がスクールバスのダイヤ調整が不

可能であるが、2 便目の 17 時台については調整可能な範囲とい

える。次年度の再編実施計画段階での詳細検討が求められる。 

○ 

⑬安神線 

出発時刻の調整が必要 
7,680 

・ 内山－久田間のスクールバスは、安神入口－安神間、尾浦入

口－尾浦間を走行しておらず、仮に走行した場合、往路及び

復路ともに終点到着が 20 分程度遅くなるため、出発時刻の繰

り上げの検討が必要になる。 

・ 安神・尾浦のニーズも含め次年度の再編実施計画段階での詳

細検討が求められる。 

○ 

⑭舟志・小鹿線 

現状では時間差が大きく一般混

乗化は困難 

7,169 
・ 現状では時間差が 1 時間以上と大きく、一般混乗の難易度は

高い。 
× 
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（３）スクールバスの空き時間帯を活用した予約制市営バスの運行について 

スクールバスの空き時間帯を活用した市営バスとしての運行にあたっては、これまでは

定期路線としての運行が行われてきたが、制度上は需要に応じた予約制不定期路線として

の運行も可能である。 

特に、スクールバス車輌が集積する地域では、車輌やドライバーの確保も含め柔軟な対

応の可能性があることから、今後、再編実施計画段階で導入可能性を詳細に検討すること

が望まれる。具体的には 4 路線のスクールバスが集積する「仁位」をモデル地区とした検

討が望まれる。 

 

（４）スクールバス混乗化等による費用削減効果の検証 

前項の検証結果により、現時点で路線バス廃止等を伴う再編可能性がある路線として、

下表のとおり 7 路線を抽出した。あくまで次年度の再編実施計画での詳細検討が必要であ

るが、仮に路線バスが廃止された場合の経費削減効果は、約 32 百万円程度であり、更に市

営バス委託料の一部の削減可能性も想定される。 

なお、浅藻線や安神線など市営バス運行とセットとなった再編においては別途市営バス

委託料が発生するが、基本的に路線バス赤字額を上回ることはないため、全体としての削

減効果は期待できる。 

 

図表 スクールバス混乗化等による費用削減効果の検証 

路線名 削減可能性費用（H26 収支） 増加費用（市営） 

①小綱循環線 4,231 千円  

②仁位・廻線 市営バス委託料（注１）  

③竹敷線  1,859 千円  

④尾崎線 5,235 千円  

⑤上槻線 6,954 千円 市営バス委託料（注２） 

⑥浅藻線 6,468 千円 
市営バス委託料（注２） 

⑦安神線 7,680 千円 

合 計 32,427 千円 + 市営バス委託料 市営バス委託料（注２） 

想定削減効果 
路線バス会計では約 3200 万円程度の削減可能性 

（※市営バスの運行費は別途必要） 

注１：現在の市営バス委託料は全路線合計であり、個別路線としての算定は困難であり上記表記とした。 

注２：運行形態や発注方法により金額が変化するため現時点では不明 
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・志多留線
（伊奈線）

・鹿見線

・尾崎線

・竹敷線

・阿連線
・乗合タクシー

（椎根・厳原）

４．過疎地有償運送等のコミュニティ交通の導入検討 

（１）過疎地有償運送等の検討路線の洗い出し 

 過疎地有償運送等のコミュニティ交通

は、基本的には、スクール混乗や民間タク

シー事業者による乗合タクシー（予約制）

の導入が困難な場合の手段として導入可

能性を検討するものであるが、地域が主体

となり、自らが支えあう公共交通としては、

本市が目指す自立・協働の概念に合致した

理想的な手段であるともいえる。 

 可能性路線については、前述したスクー

ルバスが並走していない支線となり、具体

的には、志多留線、鹿見線、阿連線、乗合

タクシー（椎根・厳原）が該当する。 

また、前述したスクール一般混乗が困難

な路線も該当するため、次年度の検証結果

次第であるが、竹敷線や尾崎線もそれらの

候補路線といえる。 

 何れにしても、過疎地有償運送等のコミ

ュニティ交通の導入にあたっては、運行主

体となる NPO 等が必須であり、こうした主

体の存在又は育成の可否が導入を左右す

るといっても過言ではない。この観点から

みると、志多留地区には、本市の島おこし

協働隊が中心となった一般社団法人が所

在しており、導入の素材は一定確保されて

おり、重点モデル地区としての検討を行う

ものとする。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

図表 過疎地有償運送等の導入検討路線 

図表 過疎地有償運送等の導入検討路線 

系統

番号
路線名 平日 土曜 日曜 平日 土曜 日曜 平日 土曜 日曜

【乗合タクシー（3路線）】
運行

回数(回)

▲ 114 55%

▲ 147 42%8,983

▲ 121 52%

乗２ 4.0

運行

回数(回)

経常費用

(千円)

経常収益

(千円)

輸送人員

（人）

実車走行

キロ(km)

経常損益

(千円)

売上高

利益率

（20％未満

着色）

キロ当たり

経常収支

（円km）

１便あたり乗降者数（人） 平均乗車密度（人） 最大車内人数（人）【路線バス（３９路線）】

0103.6 0.03.9 0.0

72

68

65

38

28

15

2.0

1.0

1.0

3.0

3.0

12,0492.5

2,8676,888

5,575

▲ 1,8291,876

▲ 1,460

16,253

35,705

▲ 250 1%

▲ 245 3%

11 1,403 ▲ 1,391

4,089

2177,457

14,401

18,120

47

0

3,748 ▲ 5,235

▲ 1,859

6,135 1,571 3,031

60.91.6▲ 1,4811,733252 15%▲ 215

0.6

4.72.00.76.72,230 42281.70.7

1.20.90.82.03.3 1516

1.0

0.8

0.3 0.6 0.6 3 2 2

1.00.5

1.01.0

0.80.40.8

阿連線

尾崎線

竹敷線

志多留線

鹿見線 111

厳原・椎根

青海線
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（２）過疎地有償運送の事業スキーム・リスク分担 

  

①事業スキーム 

過疎地有償運送は、運行主体となる地域の NPO 等が主体となった運行であり、事業に

関する各種届出や運行管理、経理等は全て NPO 等が実施する。運行に関する協議は住民

や行政等の関係者が参加する運営協議会で行われる。運行費用は利用者の運賃や協賛金

等で賄うことが理想的であるが、一般的に自主財源で全ての費用を賄うことは困難であ

り、行政からの財政支援が必要となるケースが多い。対馬市としての関わり方は様々で

あるが、他自治体では車輌の無償貸与や赤字補填などでの支援が一般的である。 

過疎地有償運送の類似スキームとなるのが市町村有償運送による地元協議会等への

委託方式である。サービスの提供は地元 NPO 等が対応するため過疎地有償運送と大差は

無いが、基本的に事業主体が対馬市となることから、市と NPO 等とは委託関係となり、

各種手続きは対馬市が実施することになる。 

 

図表 過疎地有償運送と市町村有償運送（地元委託型）の事業スキーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②リスク区分 

過疎地有償運送と市町村有償運送のそれぞれのリスク区分を以下のとおり整理する。

基本的には事業主体が NPO 等か市かによりリスクの所在は大きく異なり、過疎地有償運

送の方は自ら主体となった自由度の高い運行が可能な反面、リスクも担う必要があるこ

とが課題となる。 

 

地域住民

地域の運行組織
（NPO等）

※運行管理者、

運転手、人員等
を地元で確保

対 馬 市 国土交通省

サービスの提供 料金の支払い

運営協議会

（過疎地有償運送）

車輌貸与
有償運送

届出
有償運送
許可

自治会等

参加

勧誘

相談

地域住民

地域の運行組織
（NPO等）

※運行管理者、

運転手、人員等
を地元で確保

対 馬 市

サービスの提供 料金の支払い

地域公共
交通会議

（市町村有償運送）

車輌貸与
運行委託

業務報告
料金収納

国土交通省

有償運送届出有償運送許可

自治会等

参加

勧誘

相談
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図表 過疎地有償運送のリスク区分 

 
対馬市 

運行主体 

（NPO 等） 
運転手 備考 

有償運送事業 － ◎ － 事業主体は運行主体（NPO 等） 

運行業務 － ◎ △ 
運行業務（予約は断れない） 

管理業務（日常管理） 

運転業務 － △ ◎ 安全運転義務 

民事（対人・対物） － ◎ △ 運転手に重大な過失がある場合 

刑事（行政処分） － － ◎ 減点、免停処分、罰金など 

 

 

図表 市町村有償運送・地元委託型のリスク区分 

 
対馬市 

運行主体 

（NPO 等） 
運転手 備考 

有償運送事業 ◎ － － 事業主体は市 

運行業務 △ ◎ △ 
運行業務（予約は断れない） 

管理業務（日常管理） 

運転業務 △ △ ◎ 安全運転義務 

民事（対人・対物） ◎ － △ 運転手に重大な過失がある場合 
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（３）重点モデル地区（志多留地区）における検証 

《志多留地域における路線バスの主な課題》 

・仁田から志多留への戻り便が少ない 

（縦貫線との接続が悪く仁田まで到達できても志多留へ移動ができない） 

・佐賀方面のスーパーに買物に行きたいが路線バスがなく交通弱者には不便 

・志多留の西約 2Kｍの田ノ浜地区が交通空白地区である 

 

図表 現状・課題 

 

 

 

志多留線 

伊奈線ダイヤ 

 

〔志多留発〕 

7：00 

14：03 

 

〔仁田発〕 

13：48 

18：49 

 

 

《仁田ダイヤ》 

 

〔志多留方面行〕 

13：48 

18：49 

 

〔比田勝方面行〕 

7：15 

8：42 

12：50 

15：17 

20：05 

 

〔厳原方面行〕 

7：17 

9：22 

13：42 

17：27 

公共交通での 
アクセスが困難 

 

商業施設集積エリア 
 

仁田からの 
  戻り便が少ない 

公共交通での 
アクセスが困難 

 

交通空白地を含め 
柔軟に運行 

 仁田からの 
戻り便の確保 

志多留 仁田 佐賀 仁田接続

7：00 7：15
7：15（比）
7：17（厳）

7：35 7：20

13：20 13：40
13：42（厳）

14：10 13：50

14：10 14：30 14：40

15：50 15：30 15：15 15：17（比）

（弁当配達で仁田へ）

17：50 17：30 17：27（厳）

19：45 20：05
20：05（比）

20：25 20：05

（モデルダイヤ） 
 

《実施にあたっての解決すべき課題》 
• 運行主体の確保（NPO 等。車輌、ドライバー等の確保が必要） 
• 事故などのリスクへの対応 

 

モデルプラン 
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図表 志多留地区周辺（交通空白地区の位置） 

 

 

 

 

 

 

 

交通空白地区の 
田ノ浜地区 

志多留地区
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（４）費用対効果の検証 

現在の路線バスと過疎地有償運送等のコミュニティ交通との費用対効果の検証を行

う。まずは費用面については、他都市事例を踏まえた一定条件下で試算した結果、路線

バスの運行経費年間 140 万円程度に比べ、コミュニティ交通の場合は、運転手の手当て

を変動性とした場合、年間経費は 170～180 万円程度と路線バスに比べ 40 万円程度高く

なる。一方、運転手の手当てを運行回数当たりの変動性とした場合は、稼働率に応じ

110 万円～170 万円と稼働率が 70％までは路線バスよりも安価な計算となる。 

次に定性面については、1日 1 往復の路線バスに対し、コミュニティ交通は最大 4.5

往復となり、更に買物運行もあることから利便性は大幅に向上すると考えられる。ただ

し、運行は予約制を想定していることから、円滑な予約方法の確立なども求められる。 

 

 

図表 ケース１：費用対効果試算（コミュニティ交通運転手当てを変動性とした場合） 

 路線バス コミュニティ交通 

便数 1 往復 4.5 往復 

運行区間 志多留―仁田 志多留―仁田（―佐賀）（※週 1回買物便） 

運行方法 定時定ルート 不定期（予約制）・定ルート 

想定稼働率 100％ 50％ 70％ 100％ 

総キロ数 5,575km 13,375 km 18,725 km 26,751 km 

①想定費用 約 1,400 千円 約 1,600 千円 約 2,000 千円 約 2,700 千円 

②想定収入 0 千円 約 500 千円 約 700 千円 約 1,000 千円 

収支（②-①） △1,400 千円 △1,100 千円 △1,300 千円 △1,700 千円 

費
用
内
訳 

燃料費 

費用総額 

として算出 

350 千円 480 千円 690 千円 

運転手当て 

（1回 1千円）

810 千円 

（月 6.8 万円） 

1,134 千円 

（月 9.5 万円） 

1,620 千円 

（月 13.5 万円）

事務手数料 240 千円 

消耗品費 20 千円 

車検・保険費 100 千円 
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図表 ケース２：費用対効果試算（コミュニティ交通運転手当てを固定費とした場合） 

 路線バス コミュニティ交通 

便数 1 往復 4.5 往復 

運行区間 志多留―仁田 志多留―仁田（―佐賀）（※週 1回買物便） 

運行方法 定時定ルート 不定期（予約制）・定ルート 

想定稼働率 100％ 50％ 70％ 100％ 

総キロ数 5,575km 13,375 km 18,725 km 26,751 km 

①想定費用 約 1,400 千円 約 2,300 千円 約 2,500 千円 約 2,700 千円 

②想定収入 0 千円 約 500 千円 約 700 千円 約 1,000 千円 

収支（②-①） △1,400 千円 △1,800 千円 △1,800 千円 △1,700 千円 

費
用
内
訳 

燃料費 

費用総額 

として算出 

350 千円 480 千円 690 千円 

運転手当て 1,620 千円（月 13.5 万円※1回 1000 円程度） 

事務手数料 240 千円 

消耗品費 20 千円 

車検・保険費 100 千円 

 

（試算条件） 

・ 路線バス実車走行キロ数、費用は平成 26 年度実績より設定 

・ コミュニティ交通の収支の前提条件は以下のとおり。なお、費用は 1万円台を切り上げ処理 

 運行キロ数は志多留―仁田間を片道 7.7km、仁田―佐賀間を片道 14km と想定 

 燃費は１リッターあたり 7km と想定 

 運転手手当ては1回 1000円程度を想定し算定。固定の場合は最大で日あたり4500円、

月額 13.5 万円とした。変動性の場合は稼働率を乗じ算定 

 事務手数料は予約電話受付、必要書類作成など。月 2万円と想定 

 消耗品費は印刷費や筆記用具など事務用品や車載品など。年 2万円と想定 

 運賃収入は志多留―仁田間を片道 300 円（往復 600 円）、志多留―佐賀を片道 500 円（往

復 1000 円）と想定。1往復あたりの乗車人員を最低の 1人と想定し 1万円台を切り捨

て処理 

 車輌は行政からの無償貸与とし減価償却費は想定しない 
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５．タクシー事業の状況と乗合タクシーの実施検討 

（１）営業所・台数 

 

本市のタクシー事業者は、平成 27 年 2 月現在、全 13 社、登録車輌台数は 59 台であ

る。地域別でみると厳原町が 25 台で最も多く、美津島町と上対馬町 10 台、豊玉町 8台

の順となっている。 

現在の乗合タクシー事業は、対馬タクシー協会に委託しているが、椎根・厳原間は A

～D社の 4社による運行、舟志・五根緒間は M 社による運行が行われている。  

 

図表 営業区域別・営業所別台数一覧表（台） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）九州運輸局長崎運輸支局資料を基に作成  

 

（２）乗合タクシー等実施検討 

今後、現状の 3路線に加え新たに乗合タクシー事業を行う場合は、タクシー会社の協

力が不可欠となるが、平成 23 年度の社会実験実施時に行ったヒアリング調査では、豊

玉町の 3 社（G、H、I）及び峰町の 2 社（J、K）、上県町の L 社からは、車輌台数の関係

から事業協力は困難との回答を得ている。現在でも当時と台数等の状況は変わらないこ

とから、基本的に参入難易度は高いと想定される。 

従って、今後、乗合タクシー事業が実施可能なエリアは、厳原、美津島、比田勝の３

エリア（＋回送可能範囲）であり、それ以外のエリアについては、乗合タクシーは現実

的に困難であるといえる。 

 

特大 大型 普通 中型 小型 バネット

A社 本社 厳原町 1 6

B社 本社 厳原町 1 4

C社 本社 厳原町 2 5

D社 本社 厳原町 1 5

E社 本社 美津島町 1 4

F社 美津島 美津島町 1 4

G社 本店 豊玉町 3

H社 本社 豊玉町 2

I社 本社 豊玉町 3

J社 本社 峰町 2

K社 本社 峰町 2

L社 本社 上県町 2 2 3%

M社 比田勝 上対馬町 5

N社 本社 上対馬町 5

合計 13社 7 0 0 0 52 59 100%

一般計 59

営業所名 所在地
一　　般

会社名

7%

17%

地域別

42%

17%

14%

25

10

8

4

10
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６．商店・地域との連携検討 

商店や地域との連携方策については様々であるが、商店や地域が地域公共交通の維

持・活性化に参加するためには、地域・住民にとっては、地元に公共交通が存在し便利

に移動できるというインセンティブが働くことが重要であり、商店側にとっては公共交

通により顧客が来訪し、売上に貢献するというインセンティブが働くことが前提となる。 

これらが達成できた場合には、住民は公共交通を利用し運賃を支払うという直接的な

関係が発生するが、全国事例では利用の有無に関わらず、世帯当たりで負担金（年間 5

千円～1 万円程度）を支払うなどの支援策もある。受益者負担の観点からは課題もある

が、地域の移動手段を地域が一体となって守り・維持するという取り組みは注目に値し、

今後、本市でも研究を行うことが求められる。 

また、商店との連携については、運行事業者と商店が連携し公共交通での来訪者に対

し様々なサービスを提供する取り組みが全国的に行われている。本市でも大型店舗等を

中心に交通事業者と連携した各種キャンペーンの実施や、定額 FP の販売協力など直接

的・間接的な取り組みの実施に向けた検討を行う必要がある。 

 

図表 店舗・地域の公共交通との関係性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 住民負担の事例（福井県勝山市） 

 

 

 

 

 

 

 

地域・住民 店舗・商店街 

便利に移動できるとい

うインセンティブ 

売上に貢献するという

インセンティブ 

地域公共交通 

運行協力 利用 

（対価の支払い）

・協賛金 

・各種キャンペーンへの

参加など 

 

・可能な限り利用 

・会費制等による 

一部費用の負担など 

 

・ 住民負担 年 4000 円（運行協力乗車券を購入することにより負担） 
・ 運行協力乗車券の発売は生活保護世帯など徴収対象外の判断は区長に一任 
 

①前年度実績表を 

 行政が作成 

②区長会で説明 

  （行政） 

④区長が区内の各世

帯へ乗車券を販売 

③区長に区内世帯分

の乗車券配布 

⑤販売代金を 

市へ納付 

⑥バス事業者へ委託費支払い 

（欠損は行政が負担） 

運行協力乗車券作成 

（バス事業者） 

資料）国土交通省資料をもとに作成
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７．福祉タクシー等との連携検討 

平成 27 年 2 月現在の福祉タクシー・介護タクシー事業者は 4社、福祉有償運送を行

う事業者は 2 社・団体であり、要介護者や障がい者の貴重な移動手段としての運営が行

われている。なお、使用車輌は回転シートやリフト、スロープ等の特殊設備を備えたも

のが多い。 

同事業者が、目的が異なる別事業である乗合タクシーや過疎地有償運送等の事業者に

なり得るか否かについては、大きな課題として「許認可」の問題と、現業である福祉事

業との両立可能性がポイントとなる。 

許認可面については、一般論としては、一般乗用旅客自動車運送事業（福祉輸送事業

限定）を行う事業者、又は福祉有償運送を行う事業者が、同一車輌を利用し乗合タクシ

ー（一般乗合旅客自動車運送事）や自家用車有償運送を行うことは、制度上は可能では

あるが、あえて別制度で別事業を行う必要性を十分に考慮することが求められる。 

また、福祉事業との両立については、特殊設備が多い車輌をもって、乗車人数が限ら

れている中で、要介護者等に加え、一般客を乗車させることが物理的に可能かどうかの

検討が必要であり、一般的には難易度は高い場合が多い。 

以上の課題をクリアした場合、福祉タクシー等の事業者が、乗合タクシーや過疎地有

償運送事業に参入する可能性もあり得るが、ハード・ソフト両面で難易度は高く、現時

点での優先順位は別の NPO 等による運送よりも実現性は低いと言わざるを得ない。 

 

図表 福祉タクシー・福祉有償運送の実施状況 

区分 根拠法令 事業所 所在地 

福祉タクシー・介護タクシー 第４条 A 社 上対馬町 

B 社 上対馬町 

C 社 上対馬町 

D 社 厳原町 

福祉有償運送 第７８条 E 社 豊玉町 

F 団体 厳原町 

資料）対馬市資料を基に作成 

（福祉タクシー・福祉有償運送の定義） 

・ 福祉タクシー（介護タクシー）とは、一般乗用旅客自動車運送事業（福祉輸送事業限定）と

いい、道路運送法第３条に掲げる一般乗用旅客自動車運送事業を営む者であって、一般タク

シー事業者が福祉自動車を使用して行う運送や、障がい者等の運送に業務の範囲を限定した

許可を受けたタクシー事業者が行う運送のことをいう。 

・ 福祉有償運送とは、社会福祉法人や NPO 等が自家用自動車を使用して、身体障がい者、要介

護者の移送を行う、「自家用有償旅客運送」の一つ。道路運送法第 78 条第 2号に該当する。 
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８．定額・ゾーン制運賃の導入検討 

定額運賃の導入については、後述する市民アンケート調査でも一定のニーズがあるこ

とから今後の検討課題の一つとなっている。 

今回はモデル検討として、韓国人利用者が多い鰐浦循環線を取り上げ、ケーススタデ

ィを行う。鰐浦循環線は同エリアの上対馬病院へのアクセスを目的に構築されたもので

あるが、近年では渚の湯や大浦の商業施設を目的とした韓国人観光客の利用者が増加し

ている。こうした中、同路線は、直線距離を基にした運賃設定が行われているため、周

回すると運行距離（乗車時間）は長くなる反面、料金は安価になるなど矛盾が生じ、特

に外国人観光客には分かりにくいとして問題となっている。そこで、以下の方針でゾー

ン制運賃の導入について検討を行った。 

検証の結果、鰐浦循環線の料金体系を分解すると、概ね 3 ゾー

ン程度に分解可能であり、ゾーン内料金は 200 円程度に設定。 

隣ゾーンへの移動は 300 円程度、更に 2ゾーン間移動は 500 円程度

とすると概ねバランスのとれた料金設定となる。 

無論、地域によっては増額となるケースも 

あることから、次年度の再編実施計画段階 

で地元ニーズを確認しつつ、 

詳細検討を行うものとする。 
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ゾーン内 
200 円程度

ゾーン内 
200 円程度 

ゾーン内 
200 円程度

ゾーン内 
200 円程度 

隣ゾーン移動 
300 円程度 

隣ゾーン移動 
300 円程度 

隣ゾーン移動 
300 円程度 

隣ゾーン移動 
300 円程度 

２ゾーン移動 
500 円程度 

２ゾーン移動 
500 円程度 

図表 ゾーン区分と料金体系イメージ 

図表 現状の料金体系 
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９．これまで実施した計画事業の効果検証 

（１）予約制乗合タクシー 

平成23年度から本格導入された予約制乗合タクシーの平成25年度までの3ヵ年の平

均経常収支と、導入前の平成 20 年 9 月期における同路線バスの経常収支を比較したと

ころ、舟志・五根緒間は 260 万円、厳原・椎根間は 314 万円の赤字削減となっており、

合計で 574 万円、率にして 55％の赤字削減を達成している。現時点で運用面でも課題

は無く費用対効果は高いと結論付けられる。 
 

図表 予約制乗合タクシーと路線バスの経常収支比較（千円） 

 
①乗合タクシー 

②路線バス 

（H20．9 期） 

差額 

（②－①） 

舟志・五根緒 ▲1,057 ▲3,659 ▲2,602 

厳原・椎根 ▲3,662 ▲6,798 ▲3,136 

差額 ▲4,719 ▲10,457 ▲5,738 

 

 （２）定額フリーパスポート販売 

定額 FP 導入後の平成 24 年度と平

成 26 年度は路線体系が異なること

から単純比較は難しいが、仮に定額

FP が導入されていなかった場合の

輸送人員と収入・費用、経常収支を

試算したところ、輸送人員は現状よ

りも 18.4 万人少ない 19.5 万人、収

入も 16.5 百万円少ない 67 百万円程

度まで減少する結果となった。 

費用も同時に増加した結果、収支

は悪化しているが、費用増は定額 FP

とは直接的に関係が無いため効果面

は輸送人員と収入で判断すべきであ

る。以上を踏まえると定額 FP は輸送

人員の減少と収入減少に歯止めをか

けるなど大きな効果があるといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

輸送人員（人） 収入（千円） 費用（千円）

H21 305,975 85,032 227,334

H22 283,011 81,010 212,611

H23 261,886 77,820 204,927

H24 363,714 80,753 205,253

H25 389,289 83,010 225,012

H26 379,554 83,386 233,385

図表 定額 FP が無かった場合の輸送人員・収支予想 図表 現状の輸送人員・収支 

図表 定額 FP が無かった場合の輸送人員・収支予想 

輸送人員人） 収入（千円） 費用（千円）

H21 305,975 85,032 227,334

H22 283,011 81,010 212,611

H23 261,886 77,820 204,927

H24 239,533 74,076 192,552

H25 217,488 70,470 181,349

H26 195,443 66,864 170,146

-184,111 -16,521 -63,239

-49% -20% -27%

実績

推計

現状との差
（増加率）

y = ‐22045x + 327713
R² = 0.9994

y = ‐3605.8x + 88499
R² = 0.9956

y = ‐11203x + 237364
R² = 0.9681

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

H21 H22 H23

輸送人員（人） 収入（千円）
費用（千円） 線形 (輸送人員（人）)
線形 (収入（千円）) 線形 (費用（千円）)
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１０．公共交通に関する情報発信の現状と課題 

本市の公共交通の情報発信面については、平成 21 年度に策定された地域公共交通連

携計画でも課題として指摘され、専用ホームページの作成等が施策として掲載されてい

たが、専用ホームページ等は作成されておらず、市役所のホームページを一部活用した

発信に止まっている。ダイヤや運賃表などの最低限の情報発信は確保されているが、路

線・運賃検索機能はなく、現時点で抜本的な解消には至っていない状況といえる。 

また、外国語表記については、一部の新規導入車輌では韓国語表示とアナウンスが行

われているが、大部分の車輌やバス停では未対応となっている。 

 

図表 公共交通に関するホームページ・時刻表（市役所ホームページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）対馬市ホームページ  
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Ⅲ．市民・来訪者アンケート調査及び分析
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豊小学校
510

佐須奈小学校
1,364

比田勝小学校
2,262

仁田小学校
1,129

東小学校
1,673

西小学校
1,245

乙宮小学校
526

小綱小学校
367

豊玉小学校
1,169

塩浦小学校
426

美津島北部小学校
1,017

大船越小学校
1,119

南小学校 512

今里小学校
439

鶏鳴小学校
3,732

厳原北小学校 1,036

阿連小学校
229

金田小学校
673

大調小学校
294

久田小学校
2,117

豆酘小学校
957

厳原小学校
4,676

資料）住民基本台帳（平成26年11月末現在）

 

Ⅲ．市民・来訪者アンケート調査及び分析 

１．市民アンケート調査 

（１）調査概要 

市民の路線バスの利用状況や課題、今後の利用可能性等を把握するために、市内 3000

世帯（無作為抽出）を対象としたアンケート調査を実施した。 

図表 調査概要 

調査時期 平成 26 年 12 月 

調査対象 
市内 3000 世帯 （学校区別無作為抽出） 

※１世帯に 2 通配布・最大 2名まで記入可能 

調査方法 郵送による配布・回収 

有効回答数 1,881 票 （ｳｪｲﾄﾊﾞｯｸ後 1,696 票）※ 

回収率 40.7％ （1,222 件/3,000 件） 

※母集団拡大による集計について 

本調査では市全体としての意向と、小学校区別での意向の両方を把握することを目的としてい

るため、人口の少ない地域においても、人口比にかかわらず一定数の調査票を配布することで、地

域ごとの傾向を把握するために必要な有効回答数を確保しようとした。ただし、市全体や他の属性

別の分析をする際には、分析結果に人口の少ない地域の意見が過度に影響をおよぼさないよう、そ

の影響に配慮して集計を行った(ウェイトバック集計)。従って、居住地域別の分析においては、有

効回答数は 1,881 票となるが、それ以外の分析においては、有効回答数はそれぞれ異なる。 

 

 

 
小学校区 回収数 構成比

厳原小 327 17.4%

鶏鳴小 198 10.5%

比田勝小 161 8.6%

久田小 106 5.6%

佐須奈小 73 3.9%

東小 67 3.6%

豊玉小 65 3.5%

金田小 59 3.1%

西小 56 3.0%

豆酘小 55 2.9%

豊小 54 2.9%

厳原北小 50 2.7%

美津島北部小 50 2.7%

阿連小 47 2.5%

大船越小 47 2.5%

南小 44 2.3%

塩浦小 43 2.3%

仁田小 43 2.3%

大調小 41 2.2%

今里小 40 2.1%

乙宮小 37 2.0%

小綱小 33 1.8%

不明 185 9.8%

総計 1,881 100.0%

図表 小学校区別人口 

図表 小学校区別配布・回収数 



 

79 
 

（２）調査結果   

①回答者属性 

・ 性別は女性 49％、男性 41％と女性の割合が 8ポイント高かった。 

・ 年代は 60 代が 24％で最も多く、50 代、70 代の順となっている。60 代以上で全体の

50％を占めるなど、高年代の回答が多い結果となった。 

・ 所有の乗り物は自動車が 72％で最も多く、自動車は 60 代で 76％、70 代でも 50％と

高齢でも所有率が高い結果となった。一方、「なし」と回答した人は 80 歳以上で 54％

と最も多い。 

・  

 

 

 

 

 

 

 

男

41％

女

49％

無回答

10％

問１．性別

Ｎ＝1696

10～20代

5％

30代

8％
40代

10％

50代

18％

60代

24％

70代

17％

80歳以上

9％ 無回答

10％

問２．年代

Ｎ＝1696

農業・漁

業

9％
会社員・

公務員・

団体職員

21％

自営業

10％

派遣・

パートア

ルバイト

8％

学生

1％

主婦

16％

無職

21％

その他

4％

無回答

11％

問３．職業

Ｎ＝1696

72％

8％

16％

2％

17％

94％

7％

13％

1％

4％

89 

8 

13 

1 

5 

90％

12％

16％

0％

4％

76％

9％

19％

1％

13％

50％

3％

16％

4％

31％

29％

5％

12％

5％

54％

0 20 40 60 80 100

自動車

バイク

自転車

その他

なし

全体

10～20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

問５．所有（又は専有）の乗り物

Ｎ＝1696

※以下、％の合計は、端数処理（四捨五入）の関係上 100 にならない場合がある。

17％

11％

9％

6％

4％

4％

3％

3％

3％

3％

3％

3％

3％

2％

2％

2％

2％

2％

2％

2％

2％

2％

10％

厳原小

鶏鳴小

比田勝小

久田小

東小

佐須奈小

西小

豊玉小

仁田小

大船越小

厳原北小

美津島北部小

豆酘小

金田小

乙宮小

南小

豊小

今里小

塩浦小

小綱小

大調小

阿連小

無回答

問４．居住地

美津島北部小
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②通院について 

・ 通院頻度は「年数回程度」が 35％で最も多く、「月 1回程度」をあわせると全体の

67％となる。 

・ 通院先は「対馬いづはら病院」が 37％で最も多く、「中対馬病院」、「厳原の個人病院」、

「上対馬病院」が続いている。 

・ 移動手段は「自家用車（自運転）」が 61％で最も多く、「路線バス」は 7％、「タクシ

ー」が 2％と公共交通での移動手段は全体の 1 割程度となっている。 

・ 通院時間帯は午前 8 時と 9時に往路のピークを向かえ、復路は 11 時～13 時台にピー

クを迎えるなど午前中完結型の傾向が確認された。 

・ 通院場所と移動手段の関係をみると、いずれも「自家用車」が最も多いが、「路線バ

ス」は町内の個人病院を利用する際の割合が 8％で最も高い。 

 

 

 

問６ー１．通院頻度

ほぼ毎日

0％

週に2～3日

程度

1％

週に1日程度

1％

月に数回程度

9％

月1回程度

32％
年に数回程度

35％

この1年間

通っていない

11％

不明

11％

Ｎ＝1696

問６ー４．通院時間帯

0% 0% 0% 0% 0% 1%

9%

34%
31%

13%

3%
1% 2% 2% 2% 1% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

7%

22%

27%

18%

11%
7%

4% 3% 2% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

行き

帰り

Ｎ＝1513

Ｎ＝1502

問６－２．通院先

対馬いずは

ら病院

37％

中対馬病院

17％
上対馬病院

11％

診療所

10％

町内の個人

病院

3％

厳原の個人

病院

12％

その他

2％

無回答

7％

Ｎ＝1696

問６－３．移動手段

徒歩

5％

自転車

3％ バイク

2％

自家用車（自

分で運転）

61％

家族に送っ

てもらう

13％

近所の人に

送ってもらう

2％

路線バス

7％

タクシー

2％

Ｎ＝1696

7割は午前中完結型

5%

1%

5%

2%

8%

18%

15%

6%

64%

68%

61%

64%

60%

59%

64%

51%

14%

14%

18%

15%

18%

4%

7%

16%

7%

7%

6%

7%

3%

8%

7%

10%

全体

対馬いずはら病院

中対馬病院

上対馬病院

診療所

町内の個人病院

厳原の個人病院

その他

徒歩 自転車 バイク

自家用車（自分で運転） 家族に送ってもらう 近所の人に送ってもらう

路線バス タクシー その他

対馬いづはら病院
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49％

23％

29％

72％

78％

35％

59％

60％

27％

7％

30％

26％

43％

28％

73％

27％

48％

22％

11％

28％

39％

15％

29％

33％

29％

8％

3％

42％

2％

0％

60％

13％

20％

13％

22％

56％

3％

22％

0％

15％

3％

55％

18％

4％

0％

0％

0％

1％

0％

0％

0％

0％

0％

49％

0％

15％

0％

0％

0％

20％

0％

0％

74％

0％

0％

71％

7％

25％

26％

3％

1％

2％

24％

47％

44％

20％

2％

22％

7％

39％

6％

6％

39％

8％

4%

3%

6%

2%

3%

2%

9%

13%

3%

3%

3%

4%

3%

11%

5%

2%

7％

15％

6％

17％

12％

19％

26％

25％

8％

4％

12％

23％

5％

33％

12％

1％

9％

2％

4%

3%

6%

1%

2%

2%

3%

4%

3%

8%

2%

5%

7%

5%

4%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

阿連小

塩浦小

乙宮小

久田小

金田小

鶏鳴小

厳原小

厳原北小

今里小

佐須奈小

小綱小

仁田小

西小

大船越小

大調小

東小

豆酘小

南小

比田勝小

美津島北部小

豊玉小

豊小

対馬いずはら病院 中対馬病院 上対馬病院

診療所 町内の個人病院 厳原の個人病院

その他

（小学校区別・主な通院先） 

対馬いづはら病院 

 美津島北部小 
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豊

佐須奈

比田勝

仁田

東

西

乙宮
小綱

豊玉 塩浦

美津島北部

大船越

南

今里

鶏鳴

厳原北

阿連

金田

大調

久田

豆酘

厳原
いづはら病院をは
じめとする厳原の
病院の依存度が高
いエリア

中対馬病院の依存
度が高いエリア

近隣の診療所などの
依存度が高いエリア

上対馬病院の依存
度が高いエリア

56 

29 

0 

16 

38 
33 

0 

30 

34 

29 

0 

37 

89 

8 

1  2 

90 

3 
0 

7 

54 

42 

0 
4 

85 

2  0 

12 

85 

0  0 

15 

35 

60 

0 
5 

30 

20 

0 

50 

26 

13 
15 

46 

47 

22 

0 

31 

40 

56 

0 
5 

95 

3  0  3 

31 

22  20 

27 

81 

0  0 

19 

34 

15 

0 

51 

12 

3 

74 

10 

36 

55 

0 

9 

40 

18 

0 

42 

15 

4 

71 

10 

対馬いづはら病院・厳原の診療所等
中対馬病院
上対馬病院
域内の診療所等 （単位：％）

新病院

エリア別通院状況 

後述する市民アンケート結果を基に小学校区別での基幹病院等への通院状況をみる

と、本市の通院特性は４つのパターンに分類できるといえる。 

一つ目は、厳原、厳原北、阿連、金田、大調、久田、豆酘のエリアで同エリアは「対

馬いづはら病院及び厳原周辺の病院」の利用率が 80％以上と依存度が非常に高いこと

がわかる。二つ目は、美津島北部、大船越、鶏鳴、今里のエリアで、ここは「中対馬

病院」と「対馬いづはら病院」を併用する傾向が強い。三つ目は、仁田、東、西、小

綱、乙宮、塩浦、豊玉、南のエリアで、「対馬いづはら病院」と豊玉診療所など「域内

の診療所等」の割合が高いという特性がある。最後は北部の比田勝、佐須奈、豊のエ

リアで同エリアは「上対馬病院」の割合が特に高い傾向がみられる。 

 

 

 

図表 市民アンケート結果を基にした小学校区別基幹病院通院状況（％） 

上対馬病院の割合が高いエリア 

いづはら病院と地域の診療所等

の割合が高いエリア 

中対馬病院といづはら病院を

併用するエリア 

いづはら病院・厳原のその他

病院の依存度が高いエリア 
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③買物について 

・ 買物頻度は「週に 2～3日程度」が 34％で最も多く、「ほぼ毎日」を含む週 1回以上

は 70％となり、通院よりも頻度が高いことが窺える。 

・ 買物場所は近年大型店舗の出店が続いている「美津島」が 43％で最も多く、「厳原」

が 23％で続いている。 

・ 移動手段は通院と同様に「自家用車（自運転）」が 63％で最も多いが、「路線バス」

は 4％と通院よりも割合が低下している。 

・ 買物時間帯は、往路は多くの店舗の開店時間である 10 時台にピークを向かえ、復路

は通院同様に 11 時～13 時の間が多い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 0% 0% 0% 0% 0% 1%

5%

14%

29%

8%

2%

8% 6%

5% 4%

8%

7%
2%

1% 0% 0% 0%0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 1%

4%

14%

19%

9%

8%

10%
8%

7%

8% 7%

3%

1% 0% 0%

行き

帰り

ほぼ毎日

14％

週に2～3日

程度

34％
週に1日程度

22％

月に数

回程度

16％

月1回程度

5％

年に数回程度

4％

この1年間通っていない

2％

無回答

2％

問７－１．買物頻度

Ｎ＝1696

厳原町

23％

美津島町

43％

豊玉町

9％

峰町

6％

上県町

2％
上対馬町

13％

無回答

4％

問７－２．買物場所

Ｎ＝1696

徒歩

8％

自転車

4％

バイク

2％

自家用車（自

分で運転）

63％

家族に送っ

てもらう

12％

近所の人に

送ってもら

う

2％

路線バス

4％

問７－３．移動手段

Ｎ＝1696

問７ー４．買物時間帯

Ｎ＝1534
Ｎ＝1518
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11%

0%

8%

65%

31%

4%

66%

44%

5%

1%

0%

0%

0%

4%

51%

2%

55%

0%

1%

2%

5%

0%

83%

40%

32%

33%

66%

91%

32%

50%

93%

6%

21%

26%

41%

92%

39%

28%

40%

32%

3%

94%

17%

7%

0%

47%

38%

0%

0%

1%

0%

0%

0%

0%

70%

12%

20%

2%

0%

5%

2%

59%

1%

0%

72%

0%

0%

5%

19%

0%

0%

1%

0%

0%

0%

6%

6%

26%

29%

0%

0%

46%

0%

2%

1%

0%

3%

2%

2 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

19 

0 

23 

2 

0 

0 

2 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

67%

0%

9%

0%

0%

0%

10%

0%

0%

91%

0%

0%

87%

4%

9%

3%

2%

3%

4%

2%

6%

3%

1%

3%

5%

9%

2%

10%

8%

4%

7%

3%

4%

3%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

阿連小

塩浦小

乙宮小

久田小

金田小

鶏鳴小

厳原小

厳原北小

今里小

佐須奈小

小綱小

仁田小

西小

大船越小

大調小

東小

豆酘小

南小

比田勝小

美津島北部小

豊玉小

豊小

厳原町 美津島町 豊玉町 峰町 上県町 上対馬町 不明

（小学校区別・主な通院先） 

美津島北部小
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④路線バスの利用について 

ア）バス停までの所要時間・フリーパスポートの認知度 

・ 最寄バス停までの所要時間は「5分以内」が 60％で最も多く、「10 分以内」が 23％

で続いている。標準的な歩行速度で考えた場合、バス停から 500m 以遠に相当する「10

分以上」は全体の 12％となっている。 

・ 定額フリーパスポートの認知度は60％、土日１日フリーパス券は44％である。一方、 

「両方とも知らない」は 28％と、発売から 3年が経過した現在でも未だに開拓余地

があることが窺える結果となった。特にマイカー世代である 30 代では「両方とも知

らない」は 44％と高く、関心の低さが窺える。 

 

 

 

 

 

5分以内

60％
10分以内

23％

15分程度

6％

20分程度

3％

30分程度

1％

30分以上

2％

無回答

5％

問８．最寄バス停までの所要時間 問９．お得商品の認知度

60%

44%

28%

4%

定額フリーパスポート（1ヶ月

5,000円乗り放題券）

土・日・祝１日乗り放題券（1

日1,000円乗り放題券）

両方とも知らなかった

不明

Ｎ＝1696 Ｎ＝1696

60%

52%

48%

70%

66%

63%

60%

49%

 ‐  20  40  60  80

全体

10～20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

定額フリーパスポート知名度

（1ヶ月5,000円乗り放題券）

44%

38%

35%

41%

51%

46%

44%

38%

 ‐  20  40  60

全体

10～20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

土・日・祝１日乗り放題券知名度

（1日1,000円乗り放題券）

28%

37%

44%

25%

22%

27%

26%

34%

 ‐  10  20  30  40  50

全体

10～20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

両方とも知らない

（年代別認知度）

問１０．路線バスの利用頻度

ほぼ毎日

1％

週に2～3日

程度

2％

週に1日程度

1％
月に数回程度

3％

月1回程度

4％

年に数回程度

12％

この1年間利

用したことが

ない

38％

今まで全く利

用したことが

ない

34％

無回答

5％

Ｎ＝1696

イ）路線バスの利用頻度 

・ 路線バスの利用頻度は「未利用」（「全

く利用したことがない」と「1年間利

用したことがない」の合計）が 72％

と最も多く、利用者の中では「年に

数回程度」が 12％で最多で、週 1回

以上の高頻度利用者は全体の 4％に

過ぎない。 
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（年代別路線バス利用頻度） 

（小学校区別路線バス利用頻度） 

12 

0 

12 

0 

18 

5 

11 

22 

12 

3 

10 

3 

9 

5 

6 

10 

5 

7 

14 

11 

12 

12 

15 

38 

32 

35 

32 

32 

17 

44 

32 

52 

33 

41 

55 

49 

43 

36 

27 

43 

20 

39 

50 

30 

29 

46 

34 

57 

33 

49 

34 

58 

34 

27 

18 

50 

21 

30 

40 

41 

32 

39 

37 

46 

32 

30 

32 

46 

28 

5 

9 

16 

8 

3 

9 

3 

4 

4 

3 

6 

3 

2 

7 

9 

5 

5 

7 

2 

4 

10 

3 

4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

阿連小

塩浦小

乙宮小

久田小

金田小

鶏鳴小

厳原小

厳原北小

今里小

佐須奈小

小綱小

仁田小

西小

大船越小

大調小

東小

豆酘小

南小

比田勝小

美津島…

豊玉小

豊小

ほぼ毎日 週に2～3日程度

週に1日程度 月に数回程度

月1回程度 年に数回程度

この1年間通っていない 今まで全く利用したことがない

不明

豊

佐須奈

仁田

東

西

乙宮
小綱

豊玉 塩浦

美津島北部

大船越

南

鶏鳴

厳原北

久田

厳原

今里

阿連

金田

大調

豆酘

比田勝

2 
0 

20 

6 

12  11 

32 

6 

19 

7 

20 

10 

38 

9 

27 

12 

16 

3 

35 

7 

13 

9 

10 

0 

10 

1 

26 

12 

31 

9 

16 

3 

29 

10 

28 

3 

17 

3 

31 

15 

22 

2 

23 

7 

利用率（％）年1回以上利用）
年平均利用回数（回）
利用率20％以上エリア

※年平均利用回数は「ほぼ毎日」を年間260回、
「週2～3回」を年間130回、「週1回」を年間52回、
「月数回」を年間24回、「月1回」を年間12回、
「年数回」を年間5回と想定し回答数で除した値

・ 年代別での利用頻度をみると、30 代以降で

年代が高くなるにつれて利用頻度が高ま

る傾向にあり、70 代では利用率（年 1回以

上利利用する割合）が 33％、80 歳以上で

は 41％にまで上る結果となった。 

・ 小学校別での利用状況をみると、地区平均

で利用率が 20％を上回る地区は、南部では

厳原を中心とした一体、美津島町一体、塩

浦、小綱、豊玉、南となり、北部では豊、

佐須奈の利用率が高い。 

 

1%

6%

1%

1%

1%

0%

0%

0%

2%

1%

1%

1%

3%

2%

4%

1%

3%

1%

0%

0%

1%

2%

3%

3%

1%

2%

3%

2%

5%

10%

4%

3%

1%
2%

3%

9%

11%

12%

9%

12%

17%

9%

10%

15%

13%

38％

45％

35％

37％

45％

41％

31％

30％

34%

32%

48%

40%

37%

35%

26%

22%

5%

3%

2%

2%

2%

5%

10%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

10～20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

ほぼ毎日 週に2～3日程度

週に1日程度 月に数回程度

月1回程度 年に数回程度

この1年間通っていない 今まで全く利用したことがない

不明

美津島北部小 
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ウ）路線バスを利用しない理由 

・ 路線バスを利用しない理由は、「車、

バイク、自転車等での移動が便利

だから」が 80％と最も多い。 

 
 
 
 

エ）路線バスの利用時間帯 

・ 路線バスの利用時間帯は、通院時間帯とほぼ一致しており、往路が 8 時台、復路は 13

時台がピークとなっている。 

 

 

 

 

 

オ）1 ヶ月の路線バス利用料金 

・ 1 ヶ月の平均バス代は「1000 円未満」が 44％で最も多く、「1000 円～3000 円程度」が

27％で続いている。「5000 円（定額フリーパスポート）」利用者は全体の 9％で、10 代

～20 代が 21％、60 代が 12％、40 代が 11％と平均を上回っている。 

・ 前回調査時に比べると 1000 円未満の割合が 16 ポイント増加するなど、平均利用料金の

下落が進行している状況が窺える。 

 

 

 

 

 

 

問１１．路線バスを利用しない理由

80％

11％

11％

11％

7％

6％

4％

4％

2％

1％

4％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

車、バイク、自転車等での…

料金が高いから

目的地まで時間がかかる…

利用したい時間帯にバス…

その他

乗り継ぎが悪く、不便だから

外出する機会がないから

近くにバス停がないから

目的地へ向かう・通るルー…

デイサービス等の送迎車を…

無回答

問１２．路線バスを利用する時間帯

0% 0% 0% 0% 0%
2%

21%

36%

15%

9%

2% 2%
4%

1% 1% 2% 1%
3%

0% 0% 0% 0% 0% 0%0% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 0%
2% 2%

6%

14%

19%

12%
13%

8% 7% 7% 6%

3%
0% 1% 0% 0%0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時 24時

往路 復路 （通院）往路 （通院）復路）

（往路）Ｎ＝334
（復路）Ｎ＝320

Ｎ＝＊＊＊

問１３．１ヶ月の平均路線バス代

1,000円未満
44%

1,000円
8%

1,000円～3,000

円程度
27%

3,000円～

5,000円以内
11%

5,000円（定額

フリーパス）

9%

5,000円以上
1%

Ｎ＝346

44%

29%

79%

81%

54%

45%

29%

23%

8%

14%

0%

5%

13%

11%

6%

5%

27%

29%

13%

0%

19%

25%

36%

42%

11%

7%

0%

3%

6%

7%

20%

20%

9%

21%

8%

11%

8%

12%

6%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

10～20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

1,000円未満 1,000円
1,000円～3,000円程度 3,000円～5,000円以内
5,000円（定額フリーパス） 5,000円以上

44%

34%

11%

10%

28%

34%

21%

17%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1千円未満

1千円以上3千円未満

3千円以上5千円未満

5千円・5千円以上

今回 前回

《前回調査比較》 

車、バイク等が便利だから

料金が高いから

目的まで時間がかかるから

利用したい時間帯にバスがないから

その他

乗り継ぎが悪く不便だから

外出する機会が無いから

近くにバス停が無いから

目的地へ向かうルートが無いから

デイサービス等の送迎車を利用するから

無回答
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カ）お得な商品の購入状況・フリーパスポート購入による効果 

・ お得な商品の利用状況をみると「普通料金」が 66％で最も多く、定額フリーパスポー

トは 13％となっている。 

・ 定額フリーパスポート購入者にその効果を尋ねたところ、「新規顧客開拓に寄与」した

割合は 38％と最も多く、「利用頻度が増加」も 19％と効果が確認される結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ）路線バスの利用目的・満足度 

・ 路線バスの利用目的は「通院」が 45％で最も多く、「買物」が 15％で続いている。 

・ 満足度は「普通」が 35％で最も多く、「やや不満」、「不満」の順となっている。 

 

 

 

 

 

問１４．お得な商品の購入状況

定額フリーパスポートを毎月購入
13%

1日乗り放題券

（土・日・祝）の

み利用している
10%

土日祝は「1日乗

り放題券」を利

用し、平日は普

通料金で利用
11%

普通料金で

利用（パス

ポートは利

用しない）
66%

13%

33%

8%

15%

13%

13%

10%

11%

10%

0%

13%

9%

10%

12%

15%

2%

11%

17%

4%

6%

13%

10%

15%

11%

66%

50%

75%

71%

65%

65%

60%

75%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

10～20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

定額フリーパスポートを毎月購入している

1日乗り放題券（土・日・祝）のみ利用している（土日祝しか利用しない）

土日祝は「1日乗り放題券」を利用し、平日は普通料金で利用している

普通料金で利用している（パスポートは利用しない）

Ｎ＝291

問１５．（購入者のみ）利用頻度の変化

以前からバス

は利用してい

たが、利用頻

度が増加した

19％

以前はバスを利用してい

なかったが、定額フリーパ

スによってバスを利用する

ようになった

38％

以前と利用頻度

は変わらない

36％

無回答

8％

Ｎ＝98

問１６．利用目的

通勤
5%

通院
45%

仕事・業務
5%

買物
15%

公共施設など
5%

その他
24%

Ｎ＝455

問１７．路線バスの満足度

満足

2％

やや満足

3％

普通

35％

やや不満

18％

不満

17％

無回答

24％

Ｎ＝1696
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ク）路線バスの問題点・今後の利用頻度の変化 

・ 路線バスの問題点は「料金が高い」が 41％で最も多く、2 番目に多い「行きたい場所に

直接行けるバスが無い」の 18％を大きく上回っており、顕著な課題であることが窺え

る。定額フリーパスポートの導入でも料金的な課題は残されている結果となった。 

・ 今後の路線バスの利用頻度の変化については、「これからも変わらないと思う」が 39％

で最も多いが、「年をとるなどして車の運転ができなくなったら利用すると思う」が24％

と今後の高齢化の進展により利用頻度が変化する可能性が示唆される結果となった。 

・ 今後の公共交通のあり方については、「乗合タクシーや地域主体のコミュニティバス等

の新交通システムに見直すべき」が 56％で最も多く、「ダイヤ見直しや統廃合等の路線

効率化」を合わせると実に 75％が改革を期待しており、「現状を維持すべき」の 13％を

大きく上回る結果となった。 

 

 

41％

18％

17％

16％

15％

14％

12％

11％

9％

9％

7％

7％

6％

5％

5％

3％

料金が高い

行きたい場所に直接行けるバスが無い

経由が多く、目的地まで時間がかかりすぎ

る

午前中に目的地に向かうダイヤが悪い（又

はない）

午後に自宅に帰るダイヤが悪い（又はな

い）

バスと船、飛行機との乗り継ぎが悪い

特に問題点はない

バスとバスとの乗り継ぎが悪い

ダイヤ・ルート（行き先）が分かりにくい

バス停に問題がある（老朽化、上屋がな

い、時刻表など）

午後に目的地に向かうダイヤが悪い（又は

ない）

バスが古く乗り心地が悪い

午前中に自宅に帰るダイヤが悪い（又はな

い）

バスの段差が大きく乗り降りがしにくい

運転手のマナーが悪い

運賃が複雑でわかりにくい

問１８．路線バスの問題点 問１９．今後の路線バスの利用頻度の変化

39％

24％

9％

7％

3％

2％

1％

1％

1％

2％

10％

これからも変わらないと思う

年をとるなどして車の運転ができな…

わからない

ダイヤが良くなれば利用頻度が高…

運賃が安くなれば利用頻度が高く…

ルートが良くなれば利用頻度が高く…

（何らかの理由で）利用頻度が少な…

乗り継ぎが便利になれば利用頻度…

自家用車の燃料代が更に高くなれ…

その他

無回答 Ｎ＝1696

知っている

59％

知らなかった

36％

無回答

6％

問２０．税金投入の認知度

Ｎ＝1696

問２１．今後の公共交通のあり方

税金の投入額が更

に増えても、現在の

便数やルートを維

持・充実すべき

13％

利用が少ない時間帯のダイ

ヤ見直しや路線の統廃合な

どを進めるべき

19％

乗合タクシー

や地域主体の

コミュニティバ

スなどの新交

通システムに

見直すべき

56％

Ｎ＝1696

経由が多く、目的地まで時間がかかりすぎる

午前中に目的地に向かうダイヤが悪い（又は

ない） 

午後に自宅に帰るダイヤが悪い（又はない） 

バス停に問題がある（老朽化、上屋がない、

時刻表など） 

午後に目的地に向かうダイヤが悪い（又はな

い） 

午前中に自宅に帰るダイヤが悪い（又はな

い） 

これからも変わらないと思う

年をとるなど運転ができなくなったら利用頻度が高く

なると思う 

ダイヤが良くなれば利用頻度が高くなると思う 

わからない

運賃が安くなれば利用頻度が高くなると思う 

ルートが良くなれば利用頻度が高くなると思う 

（何らかの理由で）利用頻度が少なくなると思う 

乗り継ぎが便利になれば利用頻度が高くなると思う 

自家用車の燃料代が更に高くなれば、利用頻度が 

高くなると思う 
その他 

無回答 
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⑤新交通システムについて 

・ 新交通システムの利用可能性については「何年か後には利用すると思う」が 36％で

最も多く将来の可能性を示唆する結果となった。 

・ 希望運賃は「300 円まで」が 29％、「500 円まで」が 28％で拮抗している。 

・ 利用目的は「通院」が 49％で最も多く、希望時間帯も通院を意識した時間帯である。

また、希望運行曜日はバラツキがあるが「日曜・祝日」が 27％で最も多い。日曜・

祝日は病院が休みであることから利用目的とは整合が取れない結果となった。 

 

 

 

 

問２３ー４．新交通システムの希望運行時間帯

0% 0% 0% 0% 0% 1%

9%

32%

29%

20%

1% 1%
3%

1% 1% 0% 1% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 0%0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
2%

11%

23%

20%

13%

13%

6%

5%
3%

2% 1% 1% 1% 0% 0%0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時 24時

往路 復路

往路Ｎ＝815
復路Ｎ＝813

問２２．新交通システムの利用可能性

36%

23%

20%

13%

11%

9%

何年か後には利用すると思う

（高齢で免許を返納後など）

利用しないと思う（不要）

ルート次第では利用すると思う

わからない

利用すると思う（ルートや料金に

あまり関係なく）

無回答
Ｎ＝1696

問２３－１．新交通システムの希望運賃

100円程度

12％

300円まで

29％

500円まで

28％

1,000円まで

10％

1,000円以上

1％

無回答

20％

Ｎ＝1696

病院

49％

店舗

15％

その他

7％

無回答

28％

問２３－２．新交通システムの希望目的地

Ｎ＝1696

問２３－３．新交通システムの希望運行曜日

月曜日
20%

火曜日
13%

水曜日
15%

木曜日
8%

金曜日
8%

土曜日
9%

日曜・祝日
27%

Ｎ＝701
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⑥対馬病院の利用と交通手段ついて 

・ 平成 27 年 5 月 17 日に開院する対馬病院

の利用頻度は、「年数回程度」が 38％で

最も多く、「月 1回程度」が 30％で続い

ている。これは現在の通院頻度とほぼ同

様の結果であり、対馬病院開院後も、利

用頻度の変化は小さいことをも示唆する

結果といえる。 

・ 移動手段は現状と同様に「自家用車」が

最も多いが、「路線バス」は 9％と現状の

7％から僅かに上昇している。 

・ 路線バスへの乗り換え可能性については、

半数が「無い」と回答しているが、「直行

便が出来たら利用すると思う」が 22％、

「料金が安くなれば」が 10％と可能性が

示唆される結果となった。 

 

0% 0% 0% 0% 0% 1%

10%

40%

34%

12%

1% 1% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
3%

14%

32%

23%

13%

10%

2% 1% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 0%0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時 24時

構成比（行） 構成比（帰）

問２４ー２．新病院の想定利用時間帯

（往路）Ｎ＝1239
（復路）Ｎ＝1224

問２４－１．新病院の想定利用頻度

Ｎ＝1696

ほぼ毎日

1％
週に2～3日程度

1％

週に1日程度

1％

月に数回程度

8％

月1回程度

30％
年に数回程度

38％

利用しない

9％

不明

13％

Ｎ＝1696

問２４－３．新病院の想定移動手段

路線バス

9％

徒歩

1％
自転車

2％

バイク

1％

自家用車（自

分で運転）

54％

家族に送っ

てもらう

13％

近所の人に

送ってもらう

1％

タクシー

1％

その他

2％

不明

17％

Ｎ＝1696

問２５．新病院の移動手段の乗り換え可能性

直行便がで

きたら利用

すると思う

22％

料金が安く

なれば利用

すると思う

10％

ダイヤが良くなれ

ば利用すると思う

7％

路線バスに

乗り換える

可能性はな

いと思う

48％

無回答

13％

Ｎ＝1254

構成比（行） 構成比（帰）
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⑦新しい利用促進商品について 

・ 新しい利用促進商品について尋

ねたところ、「利用者が増えると

は思わない」が39％で最も多く、

「定額運賃の導入」が 33％、「平

日１日フリーパス券の導入」が

24％で続いている。 

 

 

 

24％

11％

10％

13％

5％

9％

33％

39％

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

平日1日乗り放題券の商品化

1週間乗り放題券の商品化

学生など帰省者向けパスポート…

通勤者限定のパスポートの商品化

外国人観光客向けのパスポート…

日本人観光客向けのパスポート…

一般の路線バスへの定額運賃…

利用者が増えるとは思わない

Ｎ＝1335

問２６．新病院の移動手段の乗り換え可能性

合計 1,000円未満 1,000円
1,000円

～3,000円程度
3,000円

～5,000円以内
5,000円

（定額フリーパス）
5,000円以上

全体 279 48.6 8.3 22.8 9 10.7 0.6

平日1日乗り放題券の商品化 108 27.6 11.8 36.6 12.6 10.3 1.1

1週間乗り放題券の商品化 39 21.7 8.7 41 11.4 14.3 2.9

学生など帰省者向けパスポートの商品化 26 53.5 6.9 11.6 12.6 15.5 ‐

通勤者限定のパスポートの商品化 41 63.6 4 14.8 5.2 11.4 1.1

外国人観光客向けのパスポートの商品化 17 73 12.1 14.9 ‐ ‐ ‐

日本人観光客向けのパスポートの商品化 22 42 11.3 31.9 ‐ 14.8 ‐

一般の路線バスへの定額運賃制の導入 88 62 9.3 10.8 10.1 7.8 ‐

利用者が増えるとは思わない 79 59.4 7.3 13.7 9.2 9.8 0.6

合計 ほぼ毎日 週に2～3日程度 週に1日程度 月に数回程度 月1回程度 年に数回程度
この1年間通って

いない
今まで全く利用し

たことがない

全体 1308 0.8 1.8 1.3 3.2 4 12.3 42.4 34.1

平日1日乗り放題券の商品化 316 0.4 3.5 3.3 4.5 8.6 17.5 39.5 22.7

1週間乗り放題券の商品化 141 1.2 3.6 4.9 3.9 5.6 10.7 42 28

学生など帰省者向けパスポートの商品化 134 0.9 3.4 0.9 3.1 ‐ 10.6 37 44.2

通勤者限定のパスポートの商品化 170 2.7 0.5 0.9 2.6 3.4 15.2 45.8 28.9

外国人観光客向けのパスポートの商品化 70 1.7 1.3 3.5 1.3 ‐ 20.6 46.7 24.9

日本人観光客向けのパスポートの商品化 117 ‐ 3.3 1.3 3.4 1 14.9 43.8 32.3

一般の路線バスへの定額運賃制の導入 424 0.8 1.4 0.6 3.5 4.3 13.4 42.6 33.4

利用者が増えるとは思わない 511 0.2 1.4 1.1 2.8 2.8 8.4 42.7 40.6

（新しい利用促進策×１ヶ月のバス利用料金） ％

（新しい利用促進策×バス利用頻度）％

平日１日フリーパス券の商品化

１週間乗り放題券の商品化

学生など帰省者向けパスポートの商品化

通勤者限定のパスポートの商品化

外国人観光客向けのパスポートの商品化

日本人観光客向けのパスポートの商品化

一般の路線バスへの定額運賃制の導入

利用者が増えるとは思わない・その他
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２．病院利用者アンケート結果 

（１）調査概要 

本市の基幹病院である対馬いづはら病院と中対馬病院の利用者の通院状況や平成 27

年 5 月 17 日の対馬病院移行に伴う通院状況の変化、移動手段等を窺うための対面式ヒ

アリング調査を実施した。 

 

図表 調査概要 

調査時期 平成 26 年 12 月 16 日（火） 

調査対象 対馬いづはら病院、中対馬病院の利用者 

調査方法 調査員による対面式聞き取り調査 

有効回答数 
対馬いづはら病院  95 名 

中対馬病院     78 名 

 

（２）調査結果 

①回答者属性 

・ 回答者の性別は、対馬

いづはら病院は「女

性」が 64％、「男性」

が 36％と女性の回答

が多い結果となった。

中対馬病院は、男女比

はほぼ同様である。 

・ 年代は 60 歳以上が対

馬いづはら病院は

47％、中対馬病院では

63％と高齢者の利用

が多い。 

・ 居住地は、対馬いづは

ら病院は 50％が厳原

からの来訪で、中対馬

病院では 47％が美津

島からの来訪と異な

る傾向が見られた。 

 

 

問１．性別

43%

36%

52%

58%

64%

48%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総計

対馬いづはら病院

中対馬病院

男性 女性

7%

11%

3%

11%

15%

6%

14%

15%

12%

12%

11%

13%

21%

19%

24%

20%

21%

19%

12%

7%

19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総計

対馬いづはら病院

中対馬病院

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代

問２．年代

35%

50%

17%

30%

17%

47%

8%

11%

4%

12%

7%

17%

8%

12%

4%

7%

3%

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総計

対馬いづはら病院

中対馬病院

厳原町 美津島町 豊玉町 峰町 上県町 上対馬町

問３．居住地
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②通院頻度・時間帯・交通手段 

・ 対馬いづはら病院では「年数回」が 51％で最も多いが、中対馬病院では「月 1回

程度」が 42％と異なる傾向が見られた。 

・ 通院時間帯は、対馬いづはら病院では往路が 9 時台、復路が 12 時台に顕著なピー

クが見られる。一方、中対馬病院では、往路が 8 時台、復路は 11 時～12 時台と、

対馬いづはら病院よりも 1時間程度早い時間帯となっている。 

・ 交通手段は、自家用車（送迎含む）が最も多く、対馬いづはら病院で 93％、中対

馬病院で 89％に上る。路線バスは 2％～4％に止まっており、自家用車の依存度が

極めて高い状況といえる。 

 

 

問６．交通手段

0％

4％

76％

62％

14％

23％

3％

4％

2％

4％

4％

1％

対馬いづはら病院

中対馬病院

自転車 バイク 自家用車（自運転） 家族に送ってもらう 近所の人に送ってもらう 路線バス タクシー その他 無回答

問４．通院頻度

2%

2%

2%

7%

6%

7%

11%

12%

9%

29%

27%

33%

51%

53%

49%

合計

10代～50代

60代以上

週に２～３日程度 週に１日程度 月に数回程度 月に１回程度 年に数回程度

11%

0%

17%

8%

13%

5%

11%

13%

10%

42%

29%

50%

29%

46%

19%

合計

10代～50代

60代以上

《いづはら病院》

《中対馬病院》

問５．通院時間帯

1% 0%
4%

21%

40%

23%

8%
1% 1% 1% 0% 0%0% 0% 0% 0% 0% 1%

15%

52%

20%

4% 5%
2%0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

5時 6時 7時 8時 9時 10時11時12時13時14時15時16時

往路 復路

0% 3%

17%

35%

27%

19%

0% 0% 0% 0% 0% 0%0% 0% 0% 0% 0%

17%

30%
29%

12%
8%

3% 1%0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

5時 6時 7時 8時 9時 10時11時12時13時14時15時16時

往路 復路

《いづはら病院》 《中対馬病院》

自家用車（自運転） 
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③路線バスの改善要望・対馬病院の想定利用頻度・乗り換え可能性等 

・ 路線バスの改善要望については、「利用していないのでわからない」が最も高かっ

たが、ダイヤ関連の要望が多い結果となった。 

・ 対馬病院の想定利用頻度は、「月 1回以上」は対馬いづはら病院利用者が 41％であ

るのに対し、中対馬病院利用者は 63％と 22 ポイント高い結果となった。これは対

馬病院が美津島に位置することから、地理的要因が左右していると想定される。 

・ 路線バスの利用可能性については、50％が「利用しないと思う」と回答しているが、

「直行便が出来たら利用すると思う」が 24％で 2番目に多く、特に中対馬病院利

用者のニーズが高い結果となった。 

 

 

 

 

 

問７．1ヶ月の平均バス代

1,000円未満
60%

1,000円～

3,000円程度
20%

3,000円～5,000

円程度
20%

Ｎ＝5

問８．定額ＦＰ利用状況

利用している
1%

利用して

いない
92%

無回答
7%

Ｎ＝173

問９．路線バスの改善要望

49%

18%

13%

5%

4%

4%

2%

2%

1%

2%

1%

41%

11%

5%

9%

7%

3%

5%

4%

4%

2%

3%

2%

2%

2%

1%

バスを利用しないのでわからない

午前中に目的地に向かうダイヤが悪い

午後に目的地に向かうダイヤが悪い

午後に自宅に帰るダイヤが悪い

料金が高い

午前中に自宅に帰るダイヤが悪い

行きたい場所に直接行けるバスが無い

バス停に問題がある（老朽化、上屋がない、…

運賃が複雑でわかりにくい

経由が多く、目的地まで時間がかかりすぎる

ダイヤ・ルート（行き先）がわかりにくい

バスとバスとの乗り継ぎが悪い

バスと船、飛行機との乗り継ぎが悪い

運転手のマナーが悪い

バスの段差が大きく乗り降りがしにくい

バスが古く乗り心地が悪い 対馬いづはら病院 中対馬病院

問１０．新病院の想定利用頻度

1 

1 

‐

3％

1％

5％

3％

3％

4％

12%

11%

13%

32%

25%

41%

40％

53％

24％

9%

6%

13%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

対馬いづはら病院

中対馬病院

ほぼ毎日 週に２～３日程度 週に１日程度 月に数回程度 月に１回程度 年に数回程度 無回答
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．高校生アンケート調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１１．新病院の想定利用時間帯（現在との比較）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

5時 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時

往路（新病院） 復路（新病院）

往路（いづはら病院） 復路（いづはら病院）

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

5時 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時

往路（新病院） 復路（新病院）

往路（中対馬病院） 復路（中対馬病院）

《いづはら病院》 《中対馬病院》

問１２．路線バスに乗り換える可能性

24%

17%

32%

8％

8％

8％

14%

17%

9%

50%

53%

45%

5%

3%

6%

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

全体

対馬いづはら病院

中対馬病院

直行便ができたら利用すると思う 料金が安くなれば利用すると思う ダイヤが良くなれば利用すると思う

乗り換える可能性はないと思う 無回答
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３．高校生アンケート調査 

（１）調査概要 

市内 3高校の通学実態や路線バスの利用可能性等を把握するためのアンケート調査

を以下のとおり実施した。 

 

図表 調査概要 

調査時期 平成 26 年 12 月 

調査対象 対馬高校、豊玉高校、上対馬高校全生徒 

調査方法 高校による配布・回収 

有効回答数 ・対馬高校 341 票 ・豊玉高校 43 票 ・上対馬高校 108 票 

 

（２）調査結果 

・ バス利用者は全体の 31％であり、高校別では豊玉高校が 59％で最も多く、対馬高

校が 24％で最も少ない。 

・ 路線バスを利用しない理由については、67％が「料金が高いから」と回答。定額フ

リーパスポート以上の割引は現実的ではないため、現在の未利用層をバス通学へ転

換させることは難易度が高いといえる。 

 

 

 

 

問１．学校・学年

33％

33％

37％

30％

29％

28％

37％

29％

38％

39％

26％

42％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

対馬高校

豊玉高校

上対馬高校

1年生 2年生 3年生

問２．部活参加の状況

65％

65％

75％

63％

35％

35％

25％

37％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

対馬高校

豊玉高校

上対馬高校

参加している 参加していない

31％

24％

59％

43％

0％

0％

0％

0％

22%

29%

17%

2%

4%

1%

0%

15%

23%

25%

10%

22%

19％

21％

12％

17％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

対馬高校

豊玉高校

上対馬高校

路線バス（定額フリーパスポート利用）
路線バス（普通料金）
徒歩
自転車
自家用車（保護者の通勤などのついでに送迎を受けている）
自家用車（通学目的で送迎している）

問３．通学手段

0
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20
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40

50

60

70

80

90

100

6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時

対馬高校 豊玉高校 上対馬高校

問４．通学時間帯
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・ 今後必要な利用促進については、「休日乗り放題チケット」が 42％で最も高いが、

現在でも休日 1000 円で販売しているので新規性は低く、金額等の見直しを求めて

いる意見とも推測される。 

 

 

 

問５．所要時間

33％

14％

45％

57％

64％

27％

10％

22％

29％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

対馬高校

豊玉高校

上対馬高校

10分以内 11分～30分以内 30分以上

問６．通学以外でのバス利用の有無

27％

51％

44％

73％

49％

56％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

対馬高校

豊玉高校

上対馬高校

利用している 利用していない

問９．路線バスに乗り換える可能性

25%

53%

40%

76％

47％

60％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

対馬高校

豊玉高校

上対馬高校

あると思う ないと思う（送迎などのまま）

問１０．必要な利用促進策

17%

42%

13%

24%

4%

13%

41%

13%

29%

4%

27%

50%

17%

3%

3%

29%

43%

11%

15%

3%

0 10 20 30 40 50 60

平日1日乗り放題チケット

休日（土日祝）乗り放題チケット

卒業後、帰省した時だけ乗り放題となるチ

ケット

どんなチケットがあっても購入しないと思う

その他

全体 対馬高校 豊玉高校 上対馬高校
問７．定額フリーパスポートの購入時期

89％

100％

92％

12％

0％

8％

80% 85% 90% 95% 100%

対馬高校

豊玉高校

上対馬高校

入学してからずっと使っている

途中からバス通学に変わったので、その時から使っている

問８．路線バスを利用しない理由

11％

8％

3％

12％

67％

12%

8%

0%

10%

71%

0%

0%

0%

33%

67%

11%

11%

11%

11%

58%

通学時間帯にバス自体がないから

バスはあるが、希望の到着時間に

間に合わないから

帰宅時間帯にバス自体がないから

バスはあるが、希望の時間までに帰

れないから

料金が高いから

上対馬高校 豊玉高校 対馬高校 全体

卒業後、帰省した時だけ乗り放題となる

チケット 

バスはあるが、希望の時間までに帰れ
ないから 

バスはあるが、希望の到着時間に間に
合わないから 
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４．韓国人アンケート調査 

（１）調査概要 

近年急増する韓国人観光客の路線バスの利用状況や利用にあたっての課題を把握す

るために対面式のヒアリング調査を実施した。 

 

図表 調査概要 

調査時期 平成 26 年 12 月 19,20,21,24,25,27 日（6日間） 

調査対象 厳原港、比田勝港利用者 

調査方法 調査員による対面式聞き取り調査 

有効回答数 52 票 

 

（２）調査結果 

 

①基本属性（バス利用あり・無し共通問題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35%

44%

33%

65%

56%

67%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総計

路線バス利用経験あり

路線バス利用経験なし

男性 女性

10%

0%

12%

46%

78%

40%

19%

22%

19%

12%

0%

14%

8%

0%

9%

6%

0%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総計

路線バス利用経験あり

路線バス利用経験なし

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上

44%

33%

47%

15%

11%

16%

15%

0%

19%

2%

0%

2%

2%

0%

2%

0%

0%

21%

56%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総計

路線バス利用経験あり

路線バス利用経験なし

プサン ソウル テグ テジョン 蔚山 慶州 カンウォンド グァンジュ その他

性別 

年代 

居住地 

52 

9 

43 

52 

9 

43 

52 

9 

43 



 

100 
 

54%

2%

8%

29%

13%

89%

0%

0%

0%

11%

47%

2%

9%

35%

14%

0% 50% 100%

自然

歴史

免税品購入

ショッピング

その他

総計 路線バス利用経験あり 路線バス利用経験なし

19%

12%

12%

10%

54%

22%

67%

33%

0%

11%

19%

0%

7%

12%

63%

0% 20% 40% 60% 80%

貸し切りバス

市内バス

タクシー

レンタカー

徒歩・自転車

総計 路線バス利用経験あり 路線バス利用経験なし
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6%
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5%
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37%

22%
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総計

路線バス利用経験あり

路線バス利用経験なし

団体 一人 友達 カップル・夫婦 ビジネス その他

52%

78%

47%

17%

0%

21%

12%

11%
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17%

11%

19%

2%

0%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総計

路線バス利用経験あり
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初めて 2回目 3回目 4回目 5回目

77%

44%

84%

23%

56%

16%

0%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総計

路線バス利用経験あり

路線バス利用経験なし

厳原港 比田勝港 空港

77%

67%

79%

23%

33%

21%

0%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総計

路線バス利用経験あり

路線バス利用経験なし

厳原港 比田勝港 空港

旅行形態 

訪問回数 

入国場所 

出国場所 

観光目的 移動手段 

52 

9 

43 

52 

9 

43 

52 

9 

43 

52 

9 

43 
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②路線バス経験者の意見（回答者数９名） 

・ バス利用の理由は「移動手段が無く仕方なく利用した」が 44％と最も多く、主体

的な利用ではないことが窺える。 

・ 支払い方法は「1000 円フリーパスポート」が 71％と多く、「現金」の 29％を大き

く上回った。 

・ 利用上の課題としては「料金が高い」と「時間がかかりすぎる」が 25％で最も多

い。一方「乗り方が難しい」は 0％であった。 

・ 利用促進策としては「船の時間に合わせる」が 55％で最も多く、「ネットやブログ

での情報発信」が 36％で続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               N=9 
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11%

11%

44%

33%
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移動が楽

興味本意

目的地があったから

移動手段が無くて

その他

1000円フ

リーパス
71%

現金
29%

36%

9%

55%

0% 20% 40% 60%

インターネット・ブログ配信

韓国語・英語表記

船の時間に合わせる

13%

25%

13%

0%

25%

13%

13%

0% 10% 20% 30%

席が狭い

料金が高い

韓国語・英語不足

乗り方が難しい

時間がかかりすぎる

時間が合わない

特になし

利用理由 支払方法 

利用上の課題 利用促進策 
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③路線バス未経験者の意見（回答者数４３名） 

・ 未利用の理由は「乗り方・乗り場所が分からない」が 38％で最も多く、「韓国語不

足」、「他の移動手段があったから」が 18％で続いている。 

・ 1 日フリーパス券（1000 円）の認知度は 35％に止まり、65％が「知らなかった」

と回答した。このうち仮に知っていたら使いたいかどうかを尋ねたところ 82％が

「使いたい」と回答するなど、情報発信が課題であることが鮮明に浮かび上がる。 

・ 利用促進策としては、「インターネットやブログ等での情報発信」が 23％で最も多

く、「韓国語・英語の表記」、「船のチケット発売の際の広告」など情報発信面での

対応を求める意見が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18%

38%

2%

4%

9%

29%

0%

0% 20% 40%

移動手段があったから

乗り方・場所がわからない

どの駅で降りていいかわから

ない

目的地が駅から遠い

時間が合わない

韓国語不足

その他

使いたい
82%

使わない
14%

その時による
4%

知っていた
35%

知らなかった
65%

23%

16%

7%

2%

12%

14%

21%

5%

9%

0% 10% 20% 30%

インターネット・ブログでの…

船のチケット発券の際に広告

旅行会社の広告やツアー

もっと安く

船の時間に合わせる

便を増やす

韓国語・英語表記

ターミナル前に停留所の設置

時刻表などのパンフレット

未利用の理由 定額 FP 認知度 

FP 利用意向 利用促進策 

N=28  
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５．アンケート調査結果まとめ 

市民アンケート結果 

《全体》 

・ マイカー生活が定着。7 割以上が自家用車所有・専有 

《通院》 

・ 通院頻度は、「週 1 回以上」は 2％。「月１回程度」が 32％で最も多く、「年数回」

が 35％ 

・ 午前中完結型。8時出発、12 時戻りが全体の 7 割 

・ 通院エリアは４ブロックに分類可能。対馬病院利用者は厳原地域と美津島地域か 

《路線バス利用》 

・ 7 割以上が未利用者。「週 1回以上」利用者は 3％程度。45％は「通院」での利用 

・ 通院利用者の復路で最も多いのは 13 時台。1時間のギャップが存在 

・ 利用者の 4割は月 1000 円未満。通常運賃利用が 66％。定額 FP13％を大きく上回る 

・ 定額 FP や１日乗り放題チケットを知らない人は 3割 

・ 路線バスの問題点は｢料金」が 4 割でトップ。 

《新交通システム》 

・ ルート次第では利用するが 2割。利用料金は 300 円～500 円で約 6 割 

《対馬病院への移動》 

・ 対馬病院への移動手段のうち路線バスは 9％。現状の 7％よりやや増加 

・ ルートや料金次第では 4 割がバス転換の可能性あり 

《利用促進商品》 

・ 4 割は関心なし。定額運賃が 33％でトップ。1 日乗り放題商品が 24％で続く 

 

病院利用者アンケート結果 

・ 9 割以上は自動車通院。バス利用は 2～4％程度と少数 

・ 5 割以上はバス利用の可能性なし。直行便などでの将来の利用可能性は 4割程度 

 

韓国人アンケート結果 

・ 路線バス利用経験者は 17％ 

・ 外国人パスポートは半数以上が「知らない」。8 割は「知っていたら使っていた」

と回答.潜在需要は確認 

・ 利用しない理由は「利用方法が分からない」が 4割 

 

高校生アンケート結果 

・ 3 割はバス利用。豊玉高校が 56％でトップ。上対馬高校が 43％、対馬高校が 24％。 

・ バスを利用しない理由は「料金が高い」が 6割前後でトップ 

・ 今後、バスに乗り換える可能性があるのは豊玉高校が 53％、上対馬高校が 40％、

対馬高校が 25％で利用率とほぼ同様 
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Ⅳ．地域公共交通の維持・活性化に向けた課題分析
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・  

Ⅳ．地域公共交通の維持・活性化に向けた課題分析 

１．基礎調査結果からみた個別課題の整理 

 前章までの基礎調査結果を踏まえた個別課題を以下のとおり整理する。 

 
Ⅰ．対馬市の現況調査及び問題・課題の整理分析 

調査結果・概要  公共交通の維持・活性化に向けた課題

〔地理的特性〕 

・ 日本で 3番目に大きな島 

・ 東西 18km 南北 82km と細長い地形 

⇒
・ 幹線と支線の役割分担を明確にした

路線体系の構築 

〔人口動態・少子高齢化の状況〕 

・ 急速に進む人口減少と少子高齢化。将来

的にも人口減少が加速すると予想 

⇒
・ 超高齢化社会に対応した公共交通体

系の構築 

〔集客施設の状況〕 

・ 浅く広く分布する集落。限界集落の発生 

・ ３つの基幹病院と各地域の商業施設。大

型商業施設は美津島に集積 

⇒

・ 過疎地有償運送など地域コミュニテ

ィと連携した公共交通体制の検討 

・ 基幹病院へのアクセス手段の確保 

〔観光客の状況〕 

・ 増加する韓国人観光客 

・ 国内観光・ビジネス客は低迷 
⇒

・ 韓国人等の外国人観光客が利用しや

すい公共交通体系づくり 

・ 国内観光・ビジネス観光客への利用

促進策の導入 

 

Ⅱ．島内公共交通網形成に係る現状調査及び問題・課題の整理分析 

調査結果・概要  公共交通の維持・活性化に向けた課題

〔今後の対馬市のまちづくり〕 

・ 対馬病院の開設 

・ 観光情報館「ふれあい処つしま」の開設 

・ 新博物館の計画 

・ 比田勝三宇田海岸整備計画 

・ 樽ヶ浜～仁位航路改善の進行 

⇒

・ 対馬病院へのアクセス確保（27 便）

・ ふれあい処つしまを起点とした再編

・ 博物館への来訪者を想定したサービ

ス提供 

・ 比田勝地域での外国人観光客を想定

した利用しやすい料金体系づくり 

・ 航路での対馬病院へのアクセス確保

〔路線バス・市営バス・乗合タクシー 

・スクールバスの状況〕 

・ 定額 FP 効果による利用者の大幅増加 

・ 新規路線の導入等の影響による収益悪化 

・ 南部地域や支線を中心に低需要・不採算

路線の増加 

・ 交通空白地域の存在 

⇒

・ 更なる費用削減や利用者増加策の展

開による経常収支の改善 

・ 幹線・支線、地域に応じた公共交通

体系のあり方の検討 

・ 交通空白地域の解消 

・ 老朽車輌の計画的な更新。ただし交

通事業者は財務状況が厳しく資金調



 

107 
 

調査結果・概要  公共交通の維持・活性化に向けた課題

・ 使用 20 年以上の老朽車輌の増加 

・ 高齢化が進む交通事業者の内部体制 

達方法を含めた検討が必要 

・ 交通事業者の持続可能な組織・財務

体制づくり 

〔市営バス・スクールバスの活用可能性〕 

・ 伊奈線、鹿見線、青海線、小綱循環線、

仁位・小鹿線、仁位・廻線、竹敷線、尾

崎線、上槻線、浅藻線、安神線でスクー

ルバスの一般混乗の可能性あり 

⇒
・ 実現に向けた再編実施計画段階での

詳細検討 

〔過疎地有償運送等のコミュニティ交通の 

活用可能性〕 

・ 志多留線、鹿見線、竹敷線、尾崎線、阿

連線等で導入可能性あり 
⇒

・ 実現に向けた再編実施計画段階での

詳細検討 

（地域ニーズの詳細把握や実施主体

の確保や地元との協議の推進。実施

に向けた車輌確保や実証実験等の検

討等） 

〔タクシー事業の状況と乗合タクシーの可能性〕 

・ 市内事業者全 13 社、登録台数 59 台 

・ 乗合タクシーは車輌台数や営業所の場所

等の関係上、厳原、美津島、比田勝エリ

アでのみ運行が可能で、他地域での営業

は難易度が高い 

⇒

・ タクシー事業者の状況を踏まえた現

実的な視点での乗合タクシーの導入

検討 

・ 乗合タクシー困難地域での別のコミ

ュニティ交通の導入可能性の検討 

〔商店・地域との連携可能性〕 

・ 商店とは協賛金や交通事業者と連携した

各種キャンペーン等での連携可能性あり 

・ 地域では運行協力金制度など、受益者負

担だけでなく、地域全体で支えあう仕組

づくりなどが必要に 

⇒

・ 商店等の関連事業者と連携した利用

促進策や経営改善方策の導入検討 

・ 地域全体で支えあう仕組みづくりに

ついての更なる詳細検討 

〔福祉タクシー等との連携可能性〕 

・ 福祉タクシー及び介護タクシー事業者は

4社、福祉有償運送は 2社が実施 

・ 過疎地有償運送などの他のコミュニティ

交通への参入は慎重な検討が必要 

⇒

・ 現実的に他の制度への参入の難易度

は高く、福祉面と切り分けた検討と

個別対応が必要 

〔定額・ゾーン制運賃の導入検討〕 

・ 鰐浦循環線にゾーン運賃を導入した場

合、3ゾーン程度に設定が可能 

 

⇒

・ 地元住民への影響に配慮しつつゾー

ン制運賃の導入について詳細検討が

必要 

〔これまで実施した各種事業の評価〕 

・ 乗合タクシーは費用面で 55％改善 

・ 定額フリーパスポートは利用者を 49％、

収入を 20％増加させるなど大きな効果 

⇒

・ 乗合タクシー事業の継続と更なる拡

大に向けた可能性検討 

・ 定額フリーパスポートの継続と新た

な定額商品などの導入検討 
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調査結果・概要  公共交通の維持・活性化に向けた課題

〔情報発信〕 

・ 専用ホームページはなく、情報面での対

応は遅れ 

・ 十分ではない外国人対応 

⇒

・ ホームページの整備など情報発信の

強化 

・ 外国人向け情報対応の強化 

 

Ⅲ．市民・来訪者アンケート調査及び分析 

調査結果・概要  公共交通の維持・活性化に向けた課題

〔市民・病院利用者〕 

・ 午前中完結型。8時出発、12 時戻りが

全体の 7 割 

・ 通院エリアは 4ブロックに分類可能。

対馬病院利用者は厳原地域と美津島

地域住民が中心と想定 

《路線バス利用》 

・ 7 割以上が未利用者。「週 1回以上」利

用者は 3％程度。45％は「通院」での

利用 

・ 利用者の 4 割は月 1000 円未満。通常

運賃利用が 66％。定額 FP13％を大き

く上回る 

・ 定額フリーパスポートや１日フリー

パス券を知らない人は 3 割 

《新交通システム》 

・ ルート次第では利用するが 2割。利用

料金は 300 円～500 円で約 6割 

《対馬病院への移動》 

・ ルートや料金次第では4割がバス転換

の可能性あり 

《利用促進商品》 

・ 4 割は関心なし。定額運賃が 33％でト

ップ。1日乗り放題商品が 24％で続く

 

⇒

・ 午前中を中心とした対馬病院へのア

クセス検討 

・ 7 割の未利用者の新規開拓 

・ 小額利用者の利用単価増加を促す新

商品の造成（１日フリーパス券等）

・ 定額フリーパスポート等の情報発信

強化 

・ 300円～500円程度での新交通システ

ムの料金設定 

・ 定額運賃制度の導入に向けた検討 

〔高校生〕 

・ 今後、バスに乗り換える可能性がある

のは豊玉高校が 53％、上対馬高校が

40％、対馬高校が 25％で利用率とほぼ

同 

⇒

・ 高校生の通学に配慮した路線・ダイ

ヤ設定 

・ 高校生が望む新たなバス商品の検討

〔韓国人〕 

・ 路線バス利用経験者は 17％ 
⇒

・ 路線バス利用方法やバス停、観光地

情報等の情報発信媒体の整備検討 
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調査結果・概要  公共交通の維持・活性化に向けた課題

・ 外国人パスポートは半数以上が「知ら

ない」。8割は「知っていたら使ってい

た」と回答.潜在需要は確認 

・ 利用しない理由は「利用方法が分から

ない」が 4割 

・ 案内板やバス停等における情報発信

の強化 

・ 定額フリーパスポートの情報発信強

化と発売場所の拡大 

 

２．路線体系からみた課題整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日・土日に関わらず全体

的に利用者が少なく、収支

状況も悪化。物理的にはバ

ス車輌ではなく 10 人未満車

輌でカバー可能であり、モー

ド転換も含めた抜本的な見

直し検討が必要なエリア 

スクールバス一般混乗など、

コミュニティ交通の導入検討

が必要なエリア 

韓国人観光客にも配慮した

利用しやすい公共交通体系

の構築が必要なエリア 

スクールバス一般混乗や過

疎地有償運送など、コミュニ

ティ交通の導入検討が必要

なエリア 

過疎地有償運送など、コミュ

ニティ交通の導入検討が必

要なエリア 

通院者が少ない土日を中心

に利用者が特に少なく収支

率も距離が長い路線を中心

に特に悪い状況。 

スクールバス一般混乗等に

よる一体的な路線再編が必

要なエリア 

対馬病院の開院に伴う路線

再編が必要なエリア 

〔縦貫線〕 

比田勝・厳原間を結ぶ大動

脈として支線との接続や観

光客の利用も考慮した路線

の構築が必要 
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Ⅴ．対馬市地域公共交通網形成計画の策定
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Ⅴ．対馬市地域公共交通網形成計画の策定 

《対馬市の社会・経済情勢》 

１．地勢 

・ 709k ㎡、南北 82ｋｍ、東西 18ｋｍの広大

な市域（厳原～比田勝間の自動車での

移動で約 2.5 時間） 

２．人口･世帯構造 

・ 人口減少が急速に進行 

（昭和 35 年の 56％減。5 年前に比べ

10％減） 

・ 集落は市域全体に広範囲で分布 

３．少子高齢化の動向 

・ 少子高齢化が急速に進行 

・ 高齢化率は 34.5％で 5 年前に比べ 5 ポ

イント増加 

４．将来人口 

・ 平成 52 年には 1.8 万人と現在よりも

40％以上減少すると予想 

５．通院・買物の状況 

・ 通院エリアは４エリアに区分。厳原周辺

及び南部は対馬いづはら病院、美津島

周辺は中対馬病院、豊玉・峰は豊玉診

療所等の地域の医療機関、比田勝等の

北部は上対馬病院の依存度が高い。 

・ 買物は厳原、美津島、豊玉は美津島周

辺の依存度が高い。その他は地域内の

商店等の依存度が高い。 

６．燃油価格・自動車保有台数 

・ 本土部に比べリッターあたり 30 円程度

高い。世帯あたりの自動車保有台数は

1.8 台 

７．観光・ビジネスの動向 

・ 平成 26 年の観光客は 35.8 万人。このう

ち 19.6 万人は韓国人等の外国人観光客 

《対馬市のまちづくり方針》 

対馬病院整備計画 

・ 対馬いづはら病院と中対馬病院は再編

統合により、平成 27 年 5 月 17 日より美

津島町のグリーンピア内に「対馬病院」

として開院予定。 

・ 厳原地区から対馬病院間へはバス路線

を 1 日 27 便確保することが計画 

厳原城下町地区都市再生整備計画 

・ 国の社会資本総合整備計画に基づく都

市再生整備計画事業を活用し厳原城下

町地区整備が進行中。 

「ふれあい処つしま」整備計画 

・ 平成 27 年 5 月 16 日、対馬市観光情報

館「ふれあい処つしま」がオープン予定。 

・ これまで路線バスの起終点であった対

馬いづはら病院廃止に伴い、厳原地区

の新たな起終点としての機能を有する。 

新博物館整備計画 

・ 新博物館は、市の中心部にある県立対

馬歴史民俗資料館の敷地に整備。対馬

市も予算を計上し、県と市で 27 年度中

に施設の展示内容や外観の詳細を決定

する予定である。 

比田勝三宇田海岸整備計画 

・ 平成 25 年度に、三宇田海岸を中心とし

た一体のエリアについて、観光リゾート

地としての整備イメージを作成。 

樽ヶ浜～仁位航路改善計画 

・ 船舶リプレイス、ダイヤ見直し、対馬病

院近傍への寄港地見直しなどが計画 

《地域公共交通の課題》 

「小さな拠点」づくりの推進 

・ 過疎地域の小規模集落において「小さな

拠点」づくりを推進。 

《対応策の方向性》 

《理念》 “市民の足は確保する”を基本に、需要に応じ

た適切なサービスを効率的に供給できる公共交通体

系を、地域とともに創り上げる。 

方針Ⅰ ．新たなまちの拠点づくりと 
需要動向を踏まえた幹線系統の再編 

方針Ⅱ．「小さな拠点」づくりと連動した 
コミュニティ交通としての支線系統の再編 

方針Ⅲ ．新規需要を喚起する 
まちづくりと一体となった利用促進策の導入 

方針Ⅳ ．持続可能で効率的な運行体制の構築 

方針Ⅴ．評価・改善システムの導入による 
マネジメント体制の強化 

いづはら病院廃止に伴う路線効率化 １－１ 

重複路線・不採算路線の統廃合による路線効率化 １－２ 

経由見直しによる対馬病院へのアクセス確保 １－３ 

運行区間・便数の適正化と利用しやすいダイヤ設定 １－４ 

スクールバス活用による路線再編 ２－１ 

地域主体のコミュニティ交通による路線再編 ２－２ 

予約制市営バス（不定期）の導入 ２－３ 

運行区間・便数の適正化と利用しやすいダイヤ設定 ２－４ 

新規需要開拓のための新商品の導入 ３－１ 

韓国人利用者促進方策の実施 ３－３ 

利用促進のための情報発信の強化 ３－５ 

コミュニティ交通導入促進方策の実施 ３－６ 

ゾーン制運賃の導入 ３－４ 

老朽車輌の計画的な更新 ４－１ 

利用者満足度の向上（おもてなし・サービス向上等） ４－２ 

運行事業者の経営効率化と財務健全化 ４－３ 

１．将来ビジョン 

（１）対応策の方向性 

観光需要に対応したサービス提供 ３－２ 

課題Ⅰ  新たなまちの拠点づくりと需要動向を 

踏まえた幹線系統の再編 

 「対馬病院」と「対馬市観光情報館「ふれあい処つ

しま」」を拠点とした基幹路線の再編を行う。 

 支線との接続や需要に応じた適切なダイヤ・便数

の見直しを行う。 

 外国人観光客の利用に配慮したダイヤの検討を

行う。 

課題Ⅱ ．「小さな拠点」づくりと連動した 

コミュニティ交通としての支線系統の再編 

 小さな拠点づくりの推進とあわせ、費用対効果を

考慮し、スクールバス一般混乗や乗合タクシー、

市営バスへの転換、過疎地有償運送の導入な

ど、地域の需要に応じたコミュニティ交通システム

への転換を図る。 

 運行形態やダイヤについても予約制等の不定期

運行の導入検討など柔軟な対応を図る。 

課題Ⅲ ．新規需要を喚起する 

まちづくりと一体となった利用促進策の実施

 潜在需要開拓を実現する新しい定額パスポートな

どの魅力的な利用促進策を導入する。 

 生活交通との棲み分けを意識した観光客向けの

公共交通サービスを提供する。 

 韓国人向け情報発信媒体の整備など、市外利用

者の利用促進策を強化する。 

 貨客混載等の新たな収入拡大方策についての研

究を行う。 

課題Ⅳ ．持続可能で効率的な運行体制の構築 

 老朽車輌の計画的な更新を行う。 

 おもてなし・サービス向上等の経営努力による利

用促進を図る。 

 運行主体の財務健全化や適正な人員計画など持

続可能な組織経営を図る 

課題Ⅴ ．評価・改善システムの導入よる 

マネジメント体制の強化 

 利用動向に応じたサービス水準の見直しシステム

の構築を図る。（乗車密度、収支率の最低基準を

設け、達成しない場合は運行形態の見直しなどを

検討する仕組み） 



 

113 
 

 

（２）基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．計画区域 

対馬市地域公共交通網形成計画の区域は、 

対馬市全域とする。 

 

３．計画期間 

計画期間は平成 27 年度から平成 31 年

度の 5年間とする。 

 

３つの拠点を結ぶ幹線  路線バス（対馬交通）による運行 

コミュニティ交通エリア 

（「小さな拠点」づくりを推進） 

スクールバス、乗合タクシー、スクー

ル混乗、市営バス、過疎地有償等に

よる柔軟な運行 

広大な市域を抱え急速な人口減少と少子高齢化が進む本市にお

いては、公共交通は地域の暮らしと経済を支える不可欠なもので

あるが、一方でその維持にあたっては多額の財政負担を必要とし

ている。今後は、市民、交通事業者、関係機関・企業、行政が一

体となり、各地域の特色あるまちづくりの推進と連動しながら、

“効率的で利用したくなる持続可能な公共交通”を構築し、自家

用車に過度に依存しない環境に優しい地域社会の実現を目指し

ていく。 

実現にあたっては、本市の公共交通体系は、「対馬病院」、「ふれ

あい処つしま」、「比田勝」の３つの拠点を繋ぐ基幹路線（路線バ

ス）を骨格に、「小さな拠点」づくりを推進しつつ、地域の特性

に応じた多様な交通手段からなるコミュニティ交通エリアの構

築を図る。 

 

図表 公共交通構造モデル 

図表 計画区域 

比田勝 

上対馬病院 

対馬病院 

（空港） 

ふれあい処つしま 

（厳原） 

コミュニティ 

交通エリア 

スクール混乗、

市営、過疎地有

償等の検討 

コミュニティ 

交通エリア 

コミュニティ 

交通エリア 

「小さな拠点」 

【理念】“市民の足は確保する”を基本に、需要に応じた適切な

サービスを効率的に供給できる公共交通体系を、地域とともに

創り上げる。 

市民 

交通事業者 

行政 

関係機関 

・企業等 

対馬市の公共交通体系の構築に関する基本的な考え方

連携イメージ 
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４．計画目標 

将来ビジョン達成のための数値目標を以下のとおり定め、進行管理を行うものとする。 

 

（１） 「方針Ⅰ．新たなまちの拠点づくりと需要動向を踏まえた幹線系統の再編」の取り組み目標 

 

➀路線バスの経常収支の改善 （「方針Ⅱ」と一体的な数値目標として設定） 

路線バスの経常赤字は平成 25 年度から平成 26 年度にかけて 5.6％増加した。今後、

同様の増加率で赤字が拡大すると仮定した場合、平成 31 年度には赤字額は約 2億円ま

で増加すると予想され、厳しい財政状況にある本市にとっては大きな負担となる。 

今後、地域公共交通網形成計画に基づく各種事業により収支改善を図り、平成 31 年

度の経常収支目標を▲1.3 億円程度まで削減する。 

 

 現状値 

（平成 26 年度）

平成 31 年度 

趨勢値 目標値 

路線バスの経常収支 ▲1.5 億円  ▲2.0 億円 ⇒ ▲1.3 億円 

 
 
 

（２） 「方針Ⅱ．「小さな拠点」づくりと連動したコミュニティ交通としての支線系統の再編」の取り組み目標 

 

➀過疎地有償運送等のコミュニティ交通の導入 

支線部分については、路線バスから過疎地有償運送や市町村有償運送等のコミュニテ

ィ交通への転換を推進し、費用削減と公共交通サービスの維持を図る。コミュニティ交

通は地域の需要に応じた予約制運行を基本に、買物や通院などの住民の生活スタイルに

応じたルート及びダイヤの設定を行う。コミュニティ交通の導入にあたっては、「小さ

な拠点」などのまちづくりを同時平行的に進めるとともに、住民自らがコミュニティ交

通を維持するという意識醸成を図るものとする。また、コミュニティ交通の導入と平行

し、対馬病院等を結ぶ幹線系統の整備を行う。 

 

 現状値 

（平成 26 年度）

目標値 

（平成 31 年度） 

コミュニティ交通の導入地

区数（幹線系統の整備含む）

と利用者数の増加 

0 地区 
3 地区 

利用者数 20％増加 

コミュニティ交通の導入に

よる対象地域の市民満足度

の向上 

40％ 

（全市平均） 
50％以上 
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②スクール混乗導入による費用削減と予約制バス（デマンドバス）の導入 

路線バスとスクールバスが並走する路線については、スクールバスの一般混乗を導入

し経費削減を図る。また、スクールバスの空き時間を活用した予約制バスの導入を図る。 

 

 現状値 

（平成 26 年度）

目標値 

（平成 31 年度） 

スクール混乗バスの導入 

路線数・経費削減額 

4 路線 9 路線 

－ 1500 万円程度 

 

 

（３） 「方針Ⅲ．新規需要を喚起するまちづくりと一体となった利用促進策の導入」の取り組み目標 

 

➀５年後の公共交通利用者数 

本市の人口は人口問題研究所の推計によると平成37年で25,418人まで減少すると予

想している。路線バスの利用者数は平成 25 年度から平成 26 年度の 1年間で約 2.5％減

少した。平成 23 年度の定額フリーパスポート導入により劇的に増加した利用者数であ

るが、趨勢では人口減少の影響を受け今後は減少傾向に陥ることが予想される。 

平成 25 年度から平成 26 年度の減少率（▲2.5％）が継続すると仮定すると、平成 31

年度の輸送人員は平成26年度よりも4.5万人少ない33.4万人程度まで減少すると予想

される。今後、地域公共交通網形成計画に基づく各種事業により利用者増加を図り、減

少率を 1％程度に止めることを目標とし、平成 31 年度の輸送人員を 36 万人程度と設定

する。 

 

 現状値 

（平成 26 年度）

平成 31 年度 

趨勢値 目標値 

路線バス利用者数 379,554 人  334,000 人 ⇒ 360,000 人 

 

②韓国人向け 1 日フリーパス券の売上増 

増加する韓国人観光客向けの 1 日フリーパス券の情報発信を強化することにより、現

状の売上の 2 割程度の増加を図る。 

 

 現状値 

（平成 26 年度）

目標値 

（平成 31 年度） 

韓国人向け 1 日フリーパス

券の売上額 

600 万円 

（見込み） 
720 万円 
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（４） 「方針Ⅳ．持続可能で効率的な運行体制の構築」の取り組み目標 

 

➀路線バスに対する市民満足度の向上 

多様な公共交通サービスの提供により、現在の路線バスに対する市民満足度を現状の

40％から平成 31 年度には 45％程度まで向上させる。 

 

 現状値 

（平成 26 年度）

目標値 

（平成 31 年度） 

路線バスに対する市民満足

度（「満足」＋「やや満足」

＋「普通」の合計） 

40％ 45％ 

 

 

（５） 「方針Ⅴ．評価・改善システムの導入によるマネジメント体制の強化」の取り組み目標 

 

➀評価・改善システムの構築と運用 

路線維持・見直しの基準となる最低需要基準を定めた評価・改善システムを構築し、

全路線を対象に検証を行う。 

 

 現状値 

（平成 26 年度）

目標値 

（平成 31 年度） 

評価実施路線数 － 
全路線 

（平成 26 年度ベース 49 路線） 
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５．公共交通体系の将来像 

地域公共交通網形成計画による各種再編による将来の交通体系を以下のとおり示す。

なお、詳細な再編方針についてついては後述する。 

再編前（現在） 再編後（将来） 

外国人にも利用しやすい
公共交通体系づくり

対馬病院への 
アクセス確保と 
ふれあい処つしまを 
起点とした一体的な再編 

 

コミュニティ交通エリア 
としての一体的な再編 

 

コミュニティ交通エリア 
としての一体的な再編 

 

コミュニティ交
通エリアとし
ての一体的な
再編 
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路線バス

路線バス

路線バス

路線バス

路線バス

路線バス

路線バス

路線バス

路線バス

路線バス

路線バス

路線バス

路線バス

路線バス

路線バス

路線バス

路線バス

路線バス

乗合タクシー乗合タクシー

スクール混乗

市営バス市営バス

路線バス

路線バス＋コミュニティ交通

路線バス

路線バス

スクール混乗＋市営バス

又はコミュニティ交通

スクール混乗＋市営バス

又はコミュニティ交通

路線バス

路線バス（統合）

路線バス

路線バス

路線バス

乗３ 比田勝・厳原桟橋

乗合タクシー乗合タクシー乗２ 厳原・椎根

乗１ 舟志・五根緒 乗合タクシー

スクール混乗混４  比田勝・唐舟志線 スクール混乗

乗合タクシー

混３ 仁位・貝鮒線

スクール混乗混２ 見世浦・塩浜線 スクール混乗

スクール混乗

混１ 雞知・昼ヶ浦線 スクール混乗

市営バス

（ゾーン制運賃導入検討）
市４ 鰐浦・比田勝循環線 鰐浦循環線 市営バス

スクール混乗

市３ 三根・志越線 三根・志越線（三根⇒志越）

市営バス市２ 仁位・小鹿線 仁位・小鹿線（小鹿⇒仁位） 市営バス

市１ 仁位・廻線 仁位・廻線（廻⇒仁位） 市営バス

スクール混乗＋市営バス青海線 三根 狩尾 青海72 路線バス

市営バス

路線バス

スクール混乗＋市営バス

（20・70・71で一体再編）

上対馬高校通学バス 比田勝 － 高校前69 路線バス

厳原 尾浦 安神71 厳原市内線

安神入口 安神70 厳原市内線 厳原

スクール混乗＋市営バス

又はコミュニティ交通
仁田 鹿見 女連68 鹿見線 路線バス

仁田 志多留66 伊奈線 ● 比田勝

コミュニティ交通志多留線 仁田 伊奈 志多留65 路線バス

路線バス

○ 比田勝 舟志 小 鹿64 舟志・小鹿線

スクール混乗＋市営バス浦底 塩浜49 塩浜線 仁位 路線バス

路線バス

仁位線 ● 厳原桟橋 空港・犬吠 仁位48

スクール混乗＋市営バス路線バス櫛 佐賀 診療所前46 櫛線

路線バス

仁位 田・佐保 仁位44 小綱循環線（田廻り）

スクール混乗＋市営バス

スクール混乗＋市営バス

佐保・田 仁位43 小綱循環線（佐保廻り） 仁位 路線バス

路線バス

竹敷線 雞知宮前 竹敷 黒瀬38

路線バス小船越 鴨居瀬 赤島32 赤島線 路線バス

路線バス

加志 尾崎28 尾崎線 雞知宮前

路線バス縦貫線 ● いづはら病院 対馬空港 上対馬病院 路線バス27

路線バス

● いづはら病院 樽ヶ浜・空港 赤島26 赤島線

路線バス樽 ヶ 浜 対馬空港24 空港線 ● いづはら病院

厳原市内循環線 厳原 阿須・高校 厳原23

厳原 高校・阿須 厳原22 厳原市内循環線

厳原トンネル 対馬空港21 空港シャトル ● 厳原

スクール混乗＋市営バス

（20・70・71で一体再編）
浅藻線 厳原 久和 浅藻20

路線バス

○ 厳原 内山・瀬 浅藻浜19 浅藻浜線

路線バス（統合）厳原桟橋 曲18 曲線 ● 厳原

廃止厳原病院線 ● 厳原 厳原桟橋 いづはら病院17

廃止● 厳原 － いづはら病院16 厳原病院線

スクール混乗＋市営バス

又はコミュニティ交通
－ 阿連15 阿連線 小茂田

市営バス（区間見直し）

（19と一体再編）
内山・久根浜・上槻線 上槻 内山 厳原13

路線バス路線バス桟橋 － 厳原11 桟橋線

路線バス東ノ浜 高校前8 対馬高校線 厳原

路線バス空港線 ● いづはら病院 雞知 対馬空港7

路線バス● いづはら病院 高校・樽ヶ浜 対馬空港6 空港線

路線バス桟橋・高校 厳原5 雞知線 ● 雞知宮前

路線バス雞知線 ● 厳原 病院・高校・宮前 犬吠4

路線バス● いづはら病院 雞知宮前 対馬空港3 空港線

●基幹

○準基幹
起点 経過地 終点 現行 将来の方向性

系統

番号

路線バス2 雞知線 ● 雞知宮前

廃止白土線 ● 白土 厳中前 厳原

根緒 厳原

1

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

予約制

検討

新病院

経由

○

○

○

○

○

○

○

○

○

起終点

見直し

○

○

○

○

○

いづはら病院の跡地活用の動向

を踏まえ今後検討

【路線バス（３８路線）】

【市営バス（４路線）】

【スクール混乗（４路線）】

【乗合タクシー（3路線）】
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６．目標を達成するために行う事業及び実施主体に関する事項 

（１）実施主体とスケジュール 

基本方針 施策 実施主体 H27 H28 H29 H30 H31 

Ⅰ ．新たなまちの拠点づ

くりと需要動向を踏ま

えた幹線系統の再編 

１－１ いづはら病院廃止に伴う路線効率化 交通事業者、対馬市 
     

１－２ 重複路線・不採算路線の統廃合による路線効率化 交通事業者、対馬市 
     

１－３ 経由見直しによる対馬病院へのアクセス確保 交通事業者、対馬市 
     

１－４ 運行区間・便数の適正化と利用しやすいダイヤ設定 交通事業者、対馬市 
     

Ⅱ．「小さな拠点」づくりと

連動したコミュニティ

交通としての支線系

統の再編 

２－１ スクールバス活用による路線再編 対馬市、交通事業者 
     

２－２ 地域主体のコミュニティ交通による路線再編 
地元、対馬市 

交通事業者 

     

２－３ 予約制市営バス（不定期）の導入 対馬市、交通事業者 
     

２－４ 運行区間・便数の適正化と利用しやすいダイヤ設定 
地元、対馬市 

交通事業者 

     

Ⅲ ．新規需要を喚起する

まちづくりと一体とな

った利用促進策の導

入 

３－１ 新規需要開拓のための新商品の導入 
対馬市、交通事業者 

商業及び観光関連機関 

     

３－２ 観光需要に対応したサービス提供 
対馬市、交通事業者 

商業及び観光関連機関 

     

３－３ 韓国人利用者促進方策の実施 
対馬市、交通事業者 

商業及び観光関連機関 

     

３－４ ゾーン制運賃の導入 対馬市、交通事業者 
     

３－５ コミュニティ交通導入促進方策の実施 
地元、対馬市 

交通事業者 

     

３－６ 情報発信の強化 
対馬市、交通事業者 

商業及び観光関連機関 

     

Ⅳ ．持続可能で効率的な

運行体制の構築 

４－１ 老朽車輌の計画的な更新 交通事業者、対馬市 
     

４－２ 利用者満足度の向上（おもてなし・サービス向上等） 交通事業者、対馬市 
     

４－３ 運行事業者の経営効率化と財務健全化 交通事業者、対馬市 
     

Ⅴ．評価・改善システムの導入によるマネジメント体制の強化 交通事業者、対馬市 
     

計画・ 
実証販売 

更新が必要な車輌より随時実施 

実施可能な事業より随時実施・見直し 

実施可能な事業より随時実施・見直し 

制度設計・運用

実施 
計画 

  

最

終

評

価

（いづはら対馬病院跡地活用に応じた検討） 
実施可能な路線より随時実施・見直し 

 

実施可能な路線より随時実施・見直し 

実施可能な路線より随時実施・見直し 

計画 実施可能な路線より随時実施・見直し 

計画 実施可能な路線より随時実施・見直し 

中

間

評

価

計画 
・実証運行等

計画 

計画 
・実証運行等 

実施可能な路線より随時実施・見直し 

実施可能な路線より随時実施・見直し 

実施可能な路線より随時実施・見直し 

実施可能な事業より随時実施・見直し 

実施可能な事業より随時実施・見直し 

実施可能な事業より随時実施・見直し 

実施可能な事業より随時実施・見直し 

実施可能な事業より随時実施・見直し 

地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
の
策
定
を
目
指
す 

計画 
・実証運行等

計画 
・実証実験等 

計画 
・実証運行等

計画 
・実証運行等

実施可能な事業より随時実施・見直し 

実施 
計画 

実施 
計画 
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（２）各施策の概要 
 

Ⅰ ．新たなまちの拠点づくりと需要動向を踏まえた幹線系統の再編 
 

《基幹系統》 

１－１ いづはら病院廃止に伴う路線効率化 

目的 対馬いづはら病院廃止に伴い、厳原―いづはら病院を区間とする路線廃止

を行うとともに、関連する幹線系統の全ての路線の起終点を対馬市観光情

報館「ふれあい処つしま」に変更することで、観光・交通結節機能の強化

と路線短縮を行う。 

実施概要 ●厳原病院線の廃止（16 系統、17 系統） 

●区間見直し 

 ・空港線 （3・6・7・24 系統） 

 ・赤島線 （26 系統） 

 ・縦貫線 （27 系統） 

実施主体 交通事業者、対馬市 

実施工程 平成２７年度 ：再編実施及び再編実施後の検証。検証の結果、再度変更

が必要となる路線等については、地域公共交通再編事業

の活用の可能性も含め検討 

平成２８年度～：経過観察と必要に応じた見直し 

・対馬いづはら病院跡地活用に応じた個別対応 

 

 

 

 
厳 原

（ふれあい処つしま）

路線廃止（2路線）

起終点を「ふれあい処つしま」へ見直し

（厳原周辺路線図）

系統

番号

実車走行

キロ(km)

輸送人員

（人）

経常収益

(千円)
対象路線

経常費用

(千円)

経常損益

(千円)

区間距離

(km)

運行

回数(回)

1.4 2.016 厳原病院線 2,027 1,001 110 510 ▲ 400

17 2.4 1.0 1,014 267 42 255厳原病院線 ▲ 213

3 空港線 13.6

7 空港線

4,841 2,776

24,077 9,714

13.3 0.5

1,865 6,057 ▲ 4,19213.2 2.5

14.4 1.024 空港線 10,512 8,879 1,660 2,645 ▲ 985

26 41.0 2.0 59,368 12,945 2,060 14,936赤島線 ▲ 12,876

268,348 146,149 37,738 67,513 ▲ 29,775

3.0 5,249 7,486 ▲ 2,23829,757 30,379

341 1,218 ▲ 877

27 縦貫線 91.9 4.0

6 空港線

「ふれあい処つしま」 

北側バスローターリー 

（再編検討対象路線）※平成 26 年度実績 
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１－２ 重複路線・不採算路線の統廃合による路線効率化 

目的 多額の赤字を抱える空港シャトル便を一般路線である空港線への統合を行うと

ともに、白土や曲など中間地点から系統を廃止し、路線効率化を図る。 

実施概要 ●空港シャトル線の一般路線への統合（21 系統⇒7 系統へ統合） 

●中間地点からの出発便（2 路線）の他路線との統合・廃止 

 ・曲線 （18 系統→24 系統へ統合） 

 ・白土線 （1系統→路線廃止） 

実施主体 交通事業者、対馬市 

実施工程 平成２７年度 ：再編実施及び再編実施後の検証。検証の結果、再度変更

が必要となる路線等については、地域公共交通再編事業

の活用の可能性も含め検討 

平成２８年度～：経過観察と必要に応じた見直し 

 

 

空港線に統合
路線廃止
（白土線）

空港線に統合

厳 原
（ふれあい処つしま）

区間距離

(km)

運行

回数(回)

系統

番号

1

売上高

利益率

（20％未満

着色）

実車走行

キロ(km)

輸送人員

（人）

経常収益

(千円)

経常費用

(千円)

経常損益

(千円)

キロ当たり

経常収支

（円km）

4.6 4.0 13,317 6,131 885 3,350白土線 ▲ 2,465 ▲ 185 26%

1,660 2,645 ▲ 985 ▲ 94 63%14.4 1.0 10,512 8,879

18 曲線 ▲ 1,953 ▲ 194 23%6.0 3.0 10,056 4,464 577 2,530

21 空港シャトル 16,749 ▲ 11,821 ▲ 178 29%11.2 9.0 66,573 18,472 4,928

13.2 2.5 24,0777 空港線 9,714 1,865 6,057 ▲ 4,192 ▲ 174 31%

24 空港線

（再編検討対象路線）※平成 26 年度実績 
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１－３ 経由見直しによる対馬病院へのアクセス確保 

目的 幹線系統の路線を活用し、対馬病院へのアクセス便を確保する。 

なお、平成 27 年度は 27 便を確保することし、対馬病院開院後のアクセス

状況等を見極めながら必要な見直しを行う。 

実施概要 ●対馬病院へのアクセス確保 

 ・雞知線 （2系統） 

 ・空港線 （3・6・7・24 系統） 

 ・曲線 （18 系統→24 系統へ統合） 

 ・空港シャトル （21 系統→7系統へ統合） 

 ・縦貫線 （27 系統） 

 ・赤島線 （26 系統） 

 ・仁位線 （48 系統） 

実施主体 交通事業者、対馬市 

実施工程 平成２７年度 ：再編実施及び再編実施後の検証。検証の結果、再度変更

が必要となる路線等については、地域公共交通再編事業

の活用の可能性も含め検討 

平成２８年度～：需要動向に応じた見直し 

 

 
樽ヶ浜―仁位航路

（再編検討対象路線）※平成 26 年度実績 

対馬病院 

対馬病院イメージパース 

系統

番号

実車走行

キロ(km)

輸送人員

（人）

経常収益

(千円)

経常費用

(千円)

経常損益

(千円)

キロ当たり

経常収支

（円km）

区間距離

(km)

運行

回数(回)

売上高

利益率

（20％未満

着色）

9.6 1.0 3,475 9222 雞知線 129 874 ▲ 746 ▲ 215 15%

3 空港線 29,757 30,379 5,249 7,486 ▲ 2,238 ▲ 7513.6 3.0 70%

13.3 0.56 空港線 4,841 2,776 341 1,218 ▲ 877 ▲ 181

7

28%

13.2 2.5 24,077 9,714 1,865 6,057空港線 ▲ 4,192 ▲ 174 31%

18 曲線 577 2,530 ▲ 1,953 ▲ 194 23%6.0 3.0 10,056 4,464

21 空港シャトル 4,928 16,749 ▲ 11,821 ▲ 178 29%11.2 9.0 66,573 18,472

24 空港線 1,660 2,645 ▲ 985 ▲ 94 63%14.4 1.0 10,512 8,879

27 91.9 4.0 268,348 146,149 37,738 67,513縦貫線 ▲ 29,775 ▲ 111 56%

8.3 0.532 赤島線

48

16%1,677 572 69 422 ▲ 352 ▲ 210

45.0 3.0 32,850 3,263 598 8,265仁位線 ▲ 7,666 ▲ 233 7%



 

123 
 

  

１－４ 運行区間・便数の適正化と利用しやすいダイヤ設定 

目的 幹線系統の全路線について、平成 27 年度の対馬病院へのアクセス状況や、

支線の再編状況等を踏まえつつ、運行区間や便数の適正化を行う。 

また、生活交通との棲み分けを意識しながら、観光客の利用を視野に入れ

たダイヤ再編を行う。 

実施概要 ●基幹系統全路線の運行区間・便数の適正化と利用しやすいダイヤ設定 

 ・幹線系統全路線（下表参照） 

 

実施主体 交通事業者、対馬市 

実施工程 平成２７年度 ：再編実施及び再編実施後の検証。検証の結果、再度変更

が必要となる路線等については、地域公共交通再編事業

の活用の可能性も含め検討 

平成２８年度～：実施可能な路線より段階的に再編実施 

 

 

 

 系統

番号
路線名

471 7,670 ▲ 7,198 ▲ 236 6%42.1 1.0 30,485 1,55266 伊奈線

7%32,850 3,263 598 8,265 ▲ 7,666 ▲ 23348 仁位線 45.0 3.0

56%268,348 146,149 37,738 67,513 ▲ 29,775 ▲ 11127 縦貫線 91.9 4.0

▲ 12,876 ▲ 217 14%41.0 2.0 59,368 12,945 2,060 14,93626 赤島線

1,660 2,645 ▲ 985 ▲ 94 63%14.4 1.0 10,512 8,87924 空港線

4,928 16,749 ▲ 11,821 ▲ 178 29%11.2 9.0 66,573 18,47221 空港シャトル

577 2,530 ▲ 1,953 ▲ 194 23%6.0 3.0 10,056 4,46418 曲線

16%1,014 267 42 255 ▲ 213 ▲ 21117 厳原病院線 2.4 1.0

▲ 400 ▲ 197 22%1.4 2.0 2,027 1,001 110 51016 厳原病院線

31%24,077 9,714 1,865 6,057 ▲ 4,192 ▲ 1747 空港線 13.2 2.5

▲ 877 ▲ 181 28%13.3 0.5 4,841 2,776 341 1,2186 空港線

788 2,058 ▲ 1,270 ▲ 155 38%11.3 1.0 8,181 5,2205 雞知線

7%8,616 1,185 146 2,168 ▲ 2,021 ▲ 2354 雞知線 23.8 0.5

▲ 2,238 ▲ 75 70%13.6 3.0 29,757 30,379 5,249 7,4863 空港線

129 874 ▲ 746 ▲ 215 15%9.6 0.5 3,475 9222 雞知線

26%13,317 6,131 885 3,350 ▲ 2,465 ▲ 1851 白土線 4.6 4.0

経常損益

(千円)

キロ当たり

経常収支

（円km）

売上高

利益率

（20％未満

着色）

区間距離

(km)

運行

回数(回)

実車走行

キロ(km)

輸送人員

（人）

経常収益

(千円)

経常費用

(千円)

【路線バス（３９路線）】

（再編検討対象路線）※平成 26 年度実績 
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Ⅱ．「小さな拠点」づくりと連動したコミュニティ交通としての支線系統の再編 

 

支線系統の再編にあたっては、「小さな拠点」づくりなどのまちづくりを進めながら、

以下のロジックに基づき、第一段階として 1-5 に示すスクールバス一般混乗の検討を優

先的に行い、第二段階で 2-1 に示す乗合タクシーや過疎地有償運送等のコミュニティ交

通の導入可能性を検証する。また、最終的には 2-3、2-4 に示すとおり不定期運行の検

討、運行区間・便数・ダイヤ等の見直しを行うものとする。 

なお、支線再編にあたっては、関連する幹線系統の見直しも連動して行うものとし、

対馬病院などへのアクセスを確保する。 

 

 

図表 支線系統再編検討フロー 

（支線系統※） 黒字バス路線である

路線バスの維持
・利用促進

スクールバス並走路線である

NOYES

NOYES

一般混乗が効果的である

（学校周辺に病院等がある）

乗合タクシーの運行が可能な
タクシー営業所が近くに存在する

乗合タクシーの導入が
可能で経費削減の

可能性がある

過疎地有償など
地域主体の交通体系
構築の可能性がある

過疎地有償等のコミュニ
ティ交通の導入検討へ

NOYES

NOYES

不定期運行等による
効率化の検討へ

乗合タクシーの
導入検討へ

YES NO

一般混乗＋バス路線廃止
＋市営バス等の導入検討へ

YES NO

運行方法（不定期運行等）、運行区間・便数・ダイヤ等の見直しの検討

※国道以外の路線を走行するバス路線

NO NO

２－１ ２－２

２－４２－３
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２－１ スクールバス活用による路線再編 

目的 スクールバスと路線バス及び市営バスが並走する路線について、スクール

バスの一般混乗化又はスクールバスへの展開により、並走する路線バスを

廃止し効率化を行う。 

なお、支線再編とあわせ、対馬病院等への全市的な拠点へのアクセス等を

確保するため、関連する幹線系統の見直しを行う。 

実施概要 ●スクールバス一般混乗化・スクールバス転換 

 ・上槻線（13 系統） 

 ・浅藻線（20 系統） 

 ・尾崎線（28 系統） 

 ・竹敷線（38 系統） 

 ・小綱循環線（佐保廻り）（43 系統） 

 ・小綱循環線（田廻り）（44 系統） 

 ・伊奈線（66 系統） 

 ・鹿見線（68 系統） 

 ・安神線（70・71 系統） 

 ・青海線（72 系統） 

 ・仁位・小鹿線（市営バス） 

 ・仁位・廻線（市営バス）など 

実施主体 対馬交通、対馬市 

実施工程 平成２７年度 ：地域公共交通再編事業の活用の可能性も含め詳細を検討

平成２８年度～：実施可能な路線より随時実施・見直し 

 

 
（再編検討対象路線）※平成 26 年度実績 

系統

番号
路線名

【市営バス（４路線）】
区間距離

(km)

運行

回数(回)

仁位・小鹿線

仁位・廻線

厳原市内線

厳原市内線

青海線

尾崎線

竹敷線

小綱循環線（佐保廻り）

小綱循環線（田廻り）

伊奈線

鹿見線

内山・久根浜・上槻線

浅藻線

2,562483

417

2,230

2,570

▲ 1,4811,733252 15%

5%

▲ 215

▲ 238

▲ 250 1%8 938 ▲ 930

388 7,138 ▲ 6,750

▲ 5,235

▲ 2,152

▲ 1,859

6,9546203,011

8,1701,702

▲ 1,8291,8762177,457

2,155

1,873

14,401

18,120

47

3,748

10,184

10,215

4,089

▲ 245 3%

6%▲ 236471 7,670 ▲ 7,198

3.0

7.0

14.3

10.3

10.3

42.1

0.5

16,253

35,705

5,6732.0

2,8676,888

28,371 2,985

03,729

30,485 1,552

2.0

2.0

3.0

27,642

32,475

2.5

19.2

15.5

15.5

9.6

19.3

1.0

1.0

2.0

2.025.5

72

71

70

68

66

44

43

38

28

13

20

【路線バス（３９路線）】

運行

回数(回)

区間距離

(km)

経常費用

(千円)

経常収益

(千円)

輸送人員

（人）

実車走行

キロ(km)

経常損益

(千円)

売上高

利益率

（20％未満

着色）

キロ当たり

経常収支

（円km）

13.1

26.4 2.0

1.0

市２

市１

▲ 6,335 9%▲ 229

▲ 199 21%

▲ 114 55%

▲ 6,468

▲ 147 42%

19%▲ 204

16%▲ 211

▲ 2,079

8,983
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スクールバス活用（一般混乗）を取り入れた南部地域の路線バスの一体的再編モデル 

  

スクールバスの有効活用（一般混乗化、空き時間の市営バス化）を行うことで、重複

路線である上槻線や浅藻線の廃止が可能となる。なお、以下のプラン実現のためには、

浅藻浜線を現行よりも 50 分程度早発させる必要があるが、この場合、上槻地区の高校

生の通学のみならず、これまでは不可能であった浅藻地区の高校生の通学が可能となる

など、費用面以外のメリットも大きい。 

但し、内院から浅藻方面へのアクセス方法が無くなること、また、安神や尾浦への経

由方法など解消すべき課題も多数存在するため、地域公共交通再編事業の活用を目指す

計画を策定する段階での詳細な検討が必要である。 

 

 

《エリア特性・課題》
 低需要且つ重複路線も多く収支率が非常に悪い
 スクールバスが多いが有効活用が行われていない

現在

スクール

スクール混乗

（収支率）
※実線は全て路線バス

（赤破線は乗合タクシー）

（小茂田へ）

（豆酘へ）

（久田へ）

（久田へ）

路線バス

スクール混乗

市営バス（予約制検討）

上槻の高校生を瀬
まで乗せるためス
クール車輌を利用
し上槻→瀬を運行

スクール＋路線バス＋市営バスを
組み合わせた再編プラン
（上槻線・浅藻線の廃止）

路線バスを廃止し
「スクール混乗」で
一般客も久田へ。
安神、尾浦へも経由を検討

路線バスを廃止。ス
クールバス車輌・運転
手を活用し昼間は「市
営 バ ス 」 と し て 運 行
（予約制も検討）

（課題） ･上槻の高校生通学のためには浅藻浜線を現状よりも50分程早発が必要

（※メリットとして浅藻・豆酘方面からの高校生通学も可能に）

将来
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２－２ 地域主体のコミュニティ交通による路線再編 

目的 スクールバス活用が困難な支線について、路線バスの代替手段となる過疎

地有償運送や市町村有償運送の地域委託型等のコミュニティ交通の導入

を図り、赤字額の削減と利便性の向上を目指す。また、地域が主体的に運

行に参画するシステムを構築し、地域が支えあう持続可能な公共交通体系

の確立を目指す。 

なお、支線再編とあわせ、対馬病院等への全市的な拠点へのアクセス等を

確保するため、関連する幹線系統の見直しを行う。 

実施概要 ●地域主体のコミュニティ交通による路線再編 

 ・阿連線（15 系統） 

 ・尾崎線（28 系統） 

 ・竹敷線（38 系統） 

 ・伊奈線（66 系統） 

 ・鹿見線（68 系統） 

 ・厳原・椎根線（乗合タクシー）など 

 

実施主体 対馬市、地域、交通事業者 

実施工程 平成２７年度 ：地域公共交通再編事業の活用の可能性も含め詳細を検討

※モデル地区（１ヶ所程度）の実証運行 

平成２８年度～：モデル地区の本格運行への移行・随時見直し 

        その他路線の段階実施（実証運行⇒本格運行） 

 

 

 

系統

番号
路線名

【乗合タクシー（3路線）】
区間距離

(km)

運行

回数(回)

尾崎線

竹敷線

伊奈線

鹿見線

阿連線

2,230

▲ 5,235

▲ 1,859

6,135 1,571 3,031

▲ 1,8291,8762177,457

14,401

18,120

47

3,748

4,089

2.5

▲ 245 3%

6%▲ 236471 7,670 ▲ 7,198

3.0

▲ 1,4608.6

10.3

42.1

16,253

35,705

30,485 1,552

3.0

12,049

9.6

19.3

1.0

1.068

66

38

28

15

【路線バス（３９路線）】

運行

回数(回)

区間距離

(km)

経常費用

(千円)

経常収益

(千円)

輸送人員

（人）

実車走行

キロ(km)

経常損益

(千円)

売上高

利益率

（20％未満

着色）

キロ当たり

経常収支

（円km）

乗２ 4.022.5厳原・椎根

▲ 121 52%

▲ 114 55%

▲ 147 42%8,983

（再編検討対象路線）※平成 26 年度実績 
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（再掲）志多留地区におけるモデルプラン 

 

 

 

志多留線 

伊奈線ダイヤ 

 

〔志多留発〕 

7：00 

14：03 

 

〔仁田発〕 

13：48 

18：49 

 

 

《仁田ダイヤ》 

 

〔志多留方面行〕 

13：48 

18：49 

 

〔比田勝方面行〕 

7：15 

8：42 

12：50 

15：17 

20：05 

 

〔厳原方面行〕 

7：17 

9：22 

13：42 

17：27 

公共交通での 
アクセスが困難 

 

商業施設集積エリア 
 

仁田からの 
  戻り便が少ない 

公共交通での 
アクセスが困難 

 

仁田からの 
戻り便の確保 

志多留 仁田 佐賀 仁田接続

7：00 7：15
7：15（比）
7：17（厳）

7：35 7：20

13：20 13：40
13：42（厳）

14：10 13：50

14：10 14：30 14：40

15：50 15：30 15：15 15：17（比）

（弁当配達で仁田へ）

17：50 17：30 17：27（厳）

19：45 20：05
20：05（比）

20：25 20：05

（モデルダイヤ） 
 

《実施にあたっての解決すべき課題》 
• 運行主体の確保（NPO 等。車輌、ドライバー等の確保が必要） 
• 事故などのリスクへの対応 

 

モデルプラン 

《現在》 

 

 

 

 

 

田ノ浜 

田ノ浜 

交通空白地を含め 
柔軟に運行 
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（再掲）図表 ケース１：費用対効果試算（コミュニティ交通運転手当てを変動性とした場合） 

 路線バス コミュニティ交通 

便数 1 往復 4.5 往復 

運行区間 志多留―仁田 志多留―仁田（―佐賀）（※週 1回買物便） 

運行方法 定時定ルート 不定期（予約制）・定ルート 

想定稼働率 100％ 50％ 70％ 100％ 

総キロ数 5,575km 13,375 km 18,725 km 26,751 km 

①想定費用 約 1,400 千円 約 1,600 千円 約 2,000 千円 約 2,700 千円 

②想定収入 0 千円 約 500 千円 約 700 千円 約 1,000 千円 

収支（②-①） △1,400 千円 △1,100 千円 △1,300 千円 △1,700 千円 

費
用
内
訳 

燃料費 

費用総額 

として算出 

350 千円 480 千円 690 千円 

運転手当て 

（1回 1千円） 

810 千円 

（月 6.8 万円） 

1,134 千円 

（月 9.5 万円） 

1,620 千円 

（月 13.5 万円）

事務手数料 240 千円 

消耗品費 20 千円 

車検・保険費 100 千円 

 

図表 ケース２：費用対効果試算（コミュニティ交通運転手当てを固定費とした場合） 

 路線バス コミュニティ交通 

便数 1 往復 4.5 往復 

運行区間 志多留―仁田 志多留―仁田（―佐賀）（※週 1回買物便） 

運行方法 定時定ルート 不定期（予約制）・定ルート 

想定稼働率 100％ 50％ 70％ 100％ 

総キロ数 5,575km 13,375 km 18,725 km 26,751 km 

①想定費用 約 1,400 千円 約 2,300 千円 約 2,500 千円 約 2,700 千円 

②想定収入 0 千円 約 500 千円 約 700 千円 約 1,000 千円 

収支（②-①） △1,400 千円 △1,800 千円 △1,800 千円 △1,700 千円 

費
用
内
訳 

燃料費 

費用総額 

として算出 

350 千円 480 千円 690 千円 

運転手当て 1,620 千円（月 13.5 万円※1回 1000 円程度） 

事務手数料 240 千円 

消耗品費 20 千円 

車検・保険費 100 千円 

 
（試算条件） 

・ 路線バス実車走行キロ数、費用は平成 26 年度実績より設定 

・ コミュニティ交通の収支の前提条件は以下のとおり。なお、費用は 1万円台を切り上げ処理 

 運行キロ数は志多留―仁田間を片道 7.7km、仁田―佐賀間を片道 14km と想定 

 燃費は１リッターあたり 7km と想定 

 運転手手当ては 1 回 1000 円程度を想定し算定。固定の場合は最大で日あたり 4500 円、月額 13.5 万円とし

た。変動性の場合は稼働率を乗じ算定 

 事務手数料は予約電話受付、必要書類作成など。月 2万円と想定 

 消耗品費は印刷費や筆記用具など事務用品や車載品など。年 2万円と想定 

 運賃収入は志多留―仁田間を片道 300 円（往復 600 円）、志多留―佐賀を片道 500 円（往復 1000 円）と想定。

1 往復あたりの乗車人員を最低の 1 人と想定し 1 万円台を切り捨て処理 

 車輌は行政からの無償貸与とし減価償却費は想定しない 
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２－３ 予約制市営バス（不定期）の導入 

目的 複数方面からスクールバスが集まる仁位地域の特性を活かし、仁位を中心

としたスクールバス活用（混乗化）による路線再編にあわせ、スクールバ

ス空き時間（昼間帯）を活用した予約制市営バスの導入を図り、赤字削減

と利便性の増加を実現する。 

なお、支線再編とあわせ、対馬病院等への全市的な拠点へのアクセス等を

確保するため、関連する幹線系統の見直しを行う。 

実施概要 ●予約制市営バス（不定期）の導入 

 ・小綱循環線（佐保廻り）（43 系統） 

 ・小綱循環線（田廻り）（44 系統） 

 ・仁位・小鹿線（市営バス） 

 ・仁位・廻線（市営バス）など 

実施主体 対馬市、交通事業者 

実施工程 平成２７年度 ：地域公共交通再編事業の活用の可能性も含め詳細を検討

        ※進捗状況に応じた実証運行 

平成２８年度～：予約制バスの段階的な導入・随時見直し 

 

 

 

系統

番号
路線名

【市営バス（４路線）】
区間距離

(km)

運行

回数(回)

19%▲ 204

16%▲ 211

▲ 2,079

13.1

26.4 2.0

1.0

市２

市１

運行

回数(回)

区間距離

(km)

経常費用

(千円)

経常収益

(千円)

輸送人員

（人）

実車走行

キロ(km)

経常損益

(千円)

売上高

利益率

（20％未満

着色）

キロ当たり

経常収支

（円km）

【路線バス（３９路線）】

44

43

15.5

15.5 2.0

2.0 2,155

1,873

10,184

10,215 ▲ 2,152

2,562483

417 2,570小綱循環線（佐保廻り）

小綱循環線（田廻り）

仁位・小鹿線

仁位・廻線

仁位を中心とした 

予約制市営バスの導入検討 

（再編検討対象路線）※平成 26 年度実績 
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２－４ 運行区間・便数の適正化と利用しやすいダイヤ設定 

目的 支線系統の全路線について、運行区間や便数の適正化を行うとともに、観

光客を含む利用者視点にたったダイヤ再編を行う。 

実施概要 ●支線系統全路線の運行区間・便数の適正化と利用しやすいダイヤ設定 

 ・支線系統全路線（下表参照） 

 

実施主体 交通事業者、対馬市 

実施工程 平成２７年度 ：地域公共交通再編事業の活用の可能性も含め詳細を検討

平成２８年度～：実施可能な路線より随時実施・見直し 

 

系統

番号
路線名

合計 926,787 379,554 83,384 233,169

【市営バス（４路線）】
区間距離

(km)

運行

回数(回)

【スクール混乗（４路線）】
区間距離

(km)

運行

回数(回)

【乗合タクシー（3路線）】
区間距離

(km)

運行

回数(回)

8,983

374 510

1 73

乗３

乗２ 4.0

4.083.3

22.5厳原・椎根

混４

混３

混２

混１ 1.0

1.0

1.0

1.08.3

1.1

11.8

11.6

13.1

26.4

18.8

22.1 4.0

2.0

2.0

1.0

鰐浦循環線市４

三根・志越線（三根⇒志越）市３

仁位・小鹿線（小鹿⇒仁位）市２

仁位・廻線（廻⇒仁位）市１

経過地起点
運行

回数(回)

区間距離

(km)
終点

経常費用

(千円)

経常収益

(千円)

輸送人員

（人）

実車走行

キロ(km)

【路線バス（３９路線）】

3,979

厳原

厳原

厳原

厳原23

22

仁位

仁位

仁位

雞知宮前 竹敷 黒瀬

72

71

70

69

68

65

64

49

44

43

38

32

28

15

13

11

8

46

20

19

2,027

2900.5

1.0

0

2,502

三根

厳原

厳原 安神

安神

青海狩尾

尾浦

小茂田

上槻

桟橋

厳原

厳原

－

内山

－

東ノ浜

阿連

0.8

2.8高校前

厳原

尾崎加志雞知宮前

厳原阿須・高校

内山・瀬 浅藻浜

高校・阿須 厳原

久和 浅藻

25.5

赤島鴨居瀬小船越

塩浜浦底

高校前－比田勝

仁田 鹿見 女連

志多留伊奈仁田

比田勝 小 鹿舟志

仁位

櫛 佐賀

佐保・田

田・佐保

仁位

12,049

27,642

32,475

38,227

2.5

6.5

19.2

26.4

7.5

15.5

15.5

9.6

8.3

19.3

1.0

1.0

1.0

2.0

2.0

4.0

2.0

2,8676,888

28,371 2,985

03,729

984 150

5,575

14,523 7,653 767

2.0

2.0

3.0

2.0

0.5

3.0

8.6

7.0

14.3

10.3

2.4

10.3

7.7

24.9

8.4

4.0

0.5

16,253

1,677

35,705

5,673

42269

2.0

4.0

2.5

3,654

643 3,060

9,319 16,488

11 1,403

24 248

1,876

4,12512,163

65,537 43,068

2177,457

6826,68615,816

2,155

1,873

14,401

572

18,120

47

0

3,748

10,184

10,215

4,089

6,9546203,011

6,135 1,571 3,031

8,1701,702

1,032 9,6184,042

1,733252

8 938

388 7,138

2,562483

417

2,230

2,570

鹿見線

上対馬高校通学バス

櫛線

厳原市内循環線

厳原市内循環線

対馬高校線

桟橋線

内山・久根浜・上槻線

阿連線

浅藻浜線

浅藻線

志多留線

尾崎線

赤島線

竹敷線

小綱循環線（佐保廻り）

小綱循環線（田廻り）

塩浜線

診療所前 4.2 3.0 5,506 1,408 1,385

比田勝・厳原桟橋

雞知・昼ヶ浦線

見世浦・塩浜線

仁位・貝鮒線

 比田勝・唐舟志線

仁位・小鹿線

仁位・廻線

三根・志越線

鰐浦・比田勝循環線

厳原市内線

厳原市内線

青海線

安神入口

舟志・小鹿線

（再編検討対象路線）※平成 26 年度実績 



 

132 
 

 

Ⅲ ．新規需要を喚起するまちづくりと一体となった利用促進策の導入 

 

３－１ 新規需要開拓のための新商品の導入 

目的 商業・観光関連事業者や対馬病院等の関係機関と連携し、新たな 1日フリ

ーパス券や各種キャンペーン等を行い、新規顧客開拓を実現するととも

に、既存利用者の客単価増を図る。 

実施概要 ●平日 1000 円フリーパス券の販売 

●厳原—空港間の回数券販売（2 枚・12 枚綴り） 

●リピーター確保のための企画（（仮称）対馬エコマイレージ） 

●定額フリーパスポート等の情報発信強化と販売チャネルの多様化 

●免許返納者を対象とした企画 

●未利用者向けのバス利用機会の創出 など 

実施主体 対馬市、交通事業者、商業及び観光関連機関・事業者 

実施工程 平成２７年度 ：地域公共交通再編事業の活用の可能性も含め詳細を検討

平成２８年度～：実施可能な事業より随時実施・見直し 

 

 
   

リピーター確保のための企画検討 

（例）株式会社中国交通のポイントカード 

 ・ポイント 10 個で片道 1回無料 

定額フリーパスポート等の情報発信強化と

販売チャネルの多様化 

（取り組み例） 

・ 広報誌やホームページ、ブログ、情

報誌等での定額 FP の情報発信 

・ （仮称）公共交通応援店舗制度を導

入。小売店舗等での定額 FP の販売

を促進 

〔店舗〕 

（登録制） 

定額 FP の 

販売窓口 

 

〔路線バス〕 

応援店舗の

車内での 

情報発信等 

 

協力

体制

 
免許返納者を対象とした企画検討 

 ・定額 FP のプレゼント企画 など 

未利用者向けのバス利用機会の創出 

 ・広報誌を活用した対馬病院行き無料お試し

クーポンの掲載 など 

（広報誌等） 

対馬病院開院記念 

お試しバスクーポン 

（往復 1 回無料） 
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３－２ 観光需要に対応したサービス提供 

目的 生活交通との棲み分けを図りながら、年間 20 万人にのぼる韓国人観光客

や日本人観光客の移動ニーズに対応した公共交通体系を整備する。 

実施概要 ●観光需要に対応した路線整備 

実施主体 対馬市、交通事業者、商業及び観光関連機関・事業者 

実施工程 平成２７年度 ：地域公共交通再編事業の活用の可能性も含め詳細を検討

平成２８年度～：実施可能な事業より随時実施・見直し 

 

３－３ 韓国人利用者促進方策の実施 

目的 年間 20 万人にのぼる韓国人観光客を路線バス顧客として取り込むことを

目的に、バスの利用方法や定額 FP に関する情報発信強化や、路線バスを

利用した観光ツアーの造成、旅行代理店や航路事業者等への営業活動を強

化する。 

実施概要 ●韓国人向け情報媒体の企画・製作 

●案内板やバス停、車内における外国語表記など情報バリアフリー化の促進 

  （外国人向け指差し会話シートの整備など） 

●路線バスを活用した観光ルート等の企画・発信 

●観光客が利用しやすいダイヤ・運賃体系の導入 

●縦貫線などバス車内での Wi-Fi サービス導入 

実施主体 交通事業者、対馬市、観光関連機関 

実施工程 平成２７年度 ：地域公共交通再編事業の活用の可能性も含め詳細を検討

平成２８年度～：実施可能な事業より随時実施・見直し 

 

 

   

（都営バスの Wi-Fi サービス） 
※利用可能なバスには上記ステッカーが掲示 
 

縦貫線などバス車内での Wi-Fi サービス導入検討 

韓国人向け情報媒体の企画・製作 

長崎市でのフリー切符の情報媒体 
車内での指差し会話シート 

福岡市指差し会話シート 

水戸地域の周辺観光案内パンフレット 
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３－４ ゾーン制運賃の導入 

目的 循環線に対するゾーン制運賃の導入を検討し、外国人観光客にも利用しや

すい公共交通体系を構築する。 

実施概要 ●ゾーン制運賃の導入 

実施主体 対馬市、交通事業者、観光関連機関 

実施工程 平成２７年度 ：地域公共交通再編事業の活用の可能性も含め詳細を検討

（モデル地区（鰐浦循環）の計画・必要に応じた実証運行）

平成２８年度～：実施可能な事業より随時実施・見直し 

 

 

 

0.6 3.2

落　土

鰐　浦 　

大　浦

1.0

1.5

1.1 三宇田入口

1.2

古　里
0.7

島
の
浦 泉

豊

0.8 0.4 0.3

比
田
勝

0.8

0.5上対馬病院

国際ターミナル

2.6

渚
の
湯

0.62.4

3.8

国内ターミナル

経
の
先

1.2

 
比
田
勝
港

 
高
校
前

西
泊

0.4

ゾーン内 
200 円程度

ゾーン内 
200 円程度 

ゾーン内 
200 円程度

ゾーン内 
200 円程度 

隣ゾーン移動 
300 円程度 

隣ゾーン移動 
300 円程度 

隣ゾーン移動 
300 円程度 

隣ゾーン移動 
300 円程度 

２ゾーン移動 
500 円程度 

２ゾーン移動 
500 円程度 

図表 ゾーン区分と料金体系イメージ 

図表 鰐浦循環線の現状の運賃体系 
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３－５ コミュニティ交通導入促進方策の実施 

目的 地域が主体となった地域で支えあうコミュニティ交通の導入を図ること

を目的に、地域住民とともに多様な参画方策を確立する。 

実施概要 ●過疎地有償運送等のコミュニティ交通の導入 

●コミュニティ交通の維持・活性化のための地域住民の多様な参画方策の確立 

実施主体 地元、対馬市、交通事業者 

実施工程 平成２７年度 ：地域公共交通再編事業の活用の可能性も含め詳細を検討

 

 

 

３－６ 情報発信の強化 

目的 公共交通専用ホームページの作成や車輌ナンバリングの導入、外国人向け

情報発信強化（再掲）など情報発信の強化を行う。また、公共交通に関す

る意識啓発のためのイベント等を開催する。 

実施概要 ●専用ホームページの製作 

●車輌ナンバリング化・車輌ネーミング等の導入 

●意識啓発のための企画実践（シンポジウム等） 

●外国人向け情報発信の強化（2-2 再掲） 

実施主体 対馬市、交通事業者、観光関連機関 

実施工程 平成２７年度～：実施可能な事業より随時実施・見直し 
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Ⅳ ．持続可能で効率的な運行体制の構築 

 

４－１ 老朽車輌の計画的な更新 

目的 安全で快適な運行を行うために、老朽化するバス車輌について、将来的な

必要台数を見極めた上で国や県の制度をうまく活用しつつ計画的な更新

を行う。 

実施概要 ●老朽車輌の計画的な更新 

実施主体 交通事業者、対馬市 

実施工程 平成２７年度～：更新が必要な車輌から随時実施 

 

 

４－２ 利用者満足度の向上（おもてなし・サービス向上等） 

目的 利用者満足度の高い運行を行うために、経営努力としてのおもてなし対応

の向上や各種サービスの充実に努める。 

実施概要 ●利用者満足度向上のための各種の取り組みの実施 

実施主体 交通事業者 

実施工程 平成２７年度～：実施可能な事業より随時実施・見直し 

 

 

４－３ 運行事業者の中長期的視点にたった経営効率化と財務健全化 

目的 運行事業者の中長期的視点にたった経営効率化と財務健全化に取り組み、

持続可能で安定的な経営体制を確立する。 

実施概要 ●運行事業者の中期経営計画の策定 

●経営計画に基づく経営効率化と財務基盤の健全化 

実施主体 交通事業者、対馬市 

実施工程 平成２７年度～：実施可能な事業より随時実施・見直し 
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Ⅴ．評価・改善システムの導入によるマネジメント体制の強化 

 

５．評価・改善システムの導入よるマネジメント体制の強化 

目的 客観的な視点を持った路線見直しや効率化を図る仕組みづくりを行う。 

また、地域公共交通網形成計画に基づく各種の施策・事業の評価・改善の

仕組みづくりを行う。 

実施概要 ●路線維持・見直しシステムの導入 

●各種施策・事業の評価・改善システムの導入 

実施主体 対馬市、交通事業者 

実施工程 平成２７年度～：制度設計・運用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線維持・見直しシステムの導入 

 赤字が続く路線バスは、これまでも減便や路線統廃合など様々な効率化策を

施してきたが、その効率化策の実施に至る客観的な基準・ルールは無かった

のが現状である。本市においては今後も人口減少等を背景とした需要減は現

実的な問題として存在するとした現状を踏まえ、今後は公共交通の効率化の

実施に対する客観的な基準･ルールを設けることが必要と考えられる。 

 以上を踏まえ、今後は平均乗車密度などの「最低需要基準」等を各路線で設

定し、それを達成しない場合は効率化を行うなどの客観的且つ明確なルール

設定について研究を行うものとする（逆の場合は更なる充実も検討）。 

（路線評価・見直しシステムのイメージ） 

最低需要基準

（例）平均乗車密度１人以上
※沿線人口等を基に補正が必要

現状の利用状況

条件以上
条件以下

（複数年継続する場合等）

各種施策・事業の評価・改善システムの導入 

 本計画で位置づけた各種事業について

は、PDCA サイクルによる進捗管理とし

て、モニタリング調査や成果達成状況調

査を適宜実施し、目標達成に向けた事業

の適切な見直し・改善を行う。 

 

PLAN 

（計画） 
DO 

（実行） 

CHECK 

（評価） 

ACT 

（改善） 

路線の維持
（利用状況に応じた充実も検討）

効率化・廃止等の検討
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 PDCA サイクルによる進捗管理の基本となる数値目標の考え方と測定方法  

本計画で位置づけた各種事業については、モニタリング調査や成果達成状況調査を適宜

実施し、目標達成に向けた事業の適切な見直し・改善を行う。 

■数値目標の考え方と測定方法 

 

指標 

現況値及び目標値 
目標設定の考え方 

・測定方法 
現況 

（H26 度）

目標 

（H30 度）

方

針

１ 

路線バスの 

経常収支 
▲1.5 億円 ▲1.3 億円

趨勢では H31 には経常赤字は▲2億円

と予想。路線の見直しやコミュニティ

交通への転換により現状よりも 9％程

度の削減を目指す。 

【測定方法】 

・年間収支から対前年度比を算出 

 （※収支は運行事業者が記録） 

方

針

２ 

コミュニティ 

交通の導入と 

利用者数の増加 

0 地区 

3 地区 

・利用者数

20％増加 

過疎地の集落に対し過疎地有償運送

等のコミュニティ交通を導入し、利

用者 20％以上の増加を目指す。 

【測定方法】 

・年間利用者数から対前年度比を算出

 （※利用実績は運行事業者が記録）

コミュニティ 

交通の導入によ

る対象地域の市

民満足度の向上 

40％ 

（全市平均）
50％以上 

コミュニティ交通の導入により市民

満足度 50％以上を目指す。 

【測定方法】 

・ 運行 1年後など一定期間経過後に

住民に対するモニタリング調査を

実施し満足度を測定 

スクール混乗バ

スの導入路線

数・経費削減額 

4 路線 

9 路線 

・削減額

1500 万円 

路線バスに代わる交通手段としてス

クール混乗（市営バス）を 5路線以

上導入し、年間経費 1500 万円程度の

削減を目指す。 

【測定方法】 

・年間収支から対前年度比を算出 

（※収支は運行事業者が記録） 

方

針

３ 

路線バス 

利用者数 
379,554 人 360,000 人

平日 1日フリーパスポート等の新商品

の導入や情報発信強化により、年間の

利用者減少率を 2.5％から 1％程度に

抑制する。 

【測定方法】 

・年間利用者数から対前年度比を算出

 （※利用実績は運行事業者が記録）



 

139 
 

 

 

 

（続き） 

 

指標 

現況値及び目標値 
目標設定の考え方 

・測定方法 
現況 

（H26 度）

目標 

（H30 度）

 

韓国人向け 1 日

フリーパス券の

売上額 

600 万円 

（見込み） 
720 万円 

韓国人向けフリーパスポートの販促

活動を強化することで、現状よりも

20％程度の売上増加を目指す。 

【測定方法】 

・年間売上から対前年度比を算出 

（※売上は運行事業者が記録） 

方

針

４ 

路線バスに対す

る市民満足度 
40％ 45％ 

地域公共交通網形成計画に基づく各

種事業の実施による市民満足度を現

状の 40％から 45％への向上を目指

す。 

【測定方法】 

・ 中間年の平成 29 年度、最終年の平

成 31年度にモニタリング調査を実

施し満足度を測定 

方

針

５ 
評価・改善システ

ム構築と運用 
－ 

49 路線※ 

（全路線）

最低需要基準を盛り込んだ評価・改

善システムを構築し、全路線を評価

する。 

【測定方法】 

・ 毎年評価・改善を実施 

※路線数は 26 年度ベース 
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参考資料  
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１．自家用車有償旅客運送に関する各種規定等 
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２．市民アンケート調査票 
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３．病院利用者ヒアリングシート 

４．高校生アンケート調査票 
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５．韓国人ヒアリングシート 
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対馬市地域公共交通網形成計画 

 

 

平成２７年３月 

 

対 馬 市 

 

 


